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空調機室外ユニット

空調機室内ユニット

外気処理ユニット

①ロスナイエレメントによる省エネ換気
②空調機の室外ユニットと冷媒配管接続し、冷房（除湿）、暖房機能を標準搭載
③建築物衛生法の基準である「相対湿度40％」の空気を供給する加湿能力

浮遊粉塵量 空気1m3につき 0.15mg 以下

CO含有率 10ppm（厚生労働省令で定める特別の事情がある
建物にあっていは厚生労働省令で定める数値）以下

CO2 含有率 1,000ppm 以下

温　度
①17℃〜28℃
②�室内温度を外気温度より低くするときは、そ
の差を著しくないこと。

相 対 温 度 40%〜70% 

気　流 0.5m/s 以下

ホルムアルデヒド
の量

空気1m3につき
0.1mg/m3（0.08ppm）以下

■空気環境維持の管理基準 ■空気環境管理基準項目不適率の経年変化

相対湿度
40%〜70％

必要！
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浮遊粉じん
（タバコの煙り）

気流相対湿度

（％）

出典：「平成22年度 ビル衛生管理講習会資料」
（東京都健康安全研究センター広域監視部建築物監視指導課発行）

●冬季の相対湿度不適率※1は更に悪化！
　ここ数年に比べ改善はしていますが、十分なレベルとは言えません。

湿度環境の改善が必要！

省エネ・快適（除湿、加湿） な
換気が可能な換気機器
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外気処理ユニットについて
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第１章

※1 不適率：調査建築物中管理基準を満たさない建物の割合

1. 外気処理ユニットについて

2. 加湿の必要性

3. 外気処理ユニットの据付イメージ

 ▶ 外気処理ユニットとは・・・

 ▶ 建築物衛生法（建築物における衛生的環境の確保に関する法律）
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外気

加湿加湿加熱加熱全熱交換全熱交換

EA（排気）

OA（外気）

RA（還気）

SA（給気）

全熱交換器
ロスナイエレメント

排気用送風機 給気用送風機

直膨コイル
（熱交換器）

透湿膜式
加湿エレメント

全熱交換器
（ロスナイエレメント）

排気用送風機 給気用送風機 エアフィルター

ダンパー板

透湿膜式加湿エレメント直膨コイル

加湿エレメントカバー
（メンテナンスカバー）
（加湿用）

熱交換器カバー
（メンテナンスカバー）
（ストレーナ、ドレン皿排水口用）

コントロールボックス

電子膨張弁

ダクト接続フランジ

メンテナンスカバー

天吊金具
ドレン排出口排水弁 サービス弁

給気と排気の間で温
度・湿度を交換します

汚れた空気を室外に排出
するための送風機です

外気を室内へ供給するた
めの送風機です

ロスナイエレメントの
目詰まりを防止します

ロスナイ換気と普通
換気を切り換える

熱交換後の給気空気に
快適な加湿を行います

熱交換後の給気
空気を冷暖房します

＜イメージ図＞

※図は LGH-100RDF6-50,-60 の場合

※図は LGH-100RDF6-50,-60 の場合
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▶技術設計編 ＜第1章　外気処理ユニットについて＞
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第１章4. 外気処理ユニットの構造概要
1　構造概要

2　各部の名称とはたらき
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●�マルチエアコン用室外ユニット（直膨式）と組み合わせてご使用いただけます。（適用室外ユニットは11ページをご覧
ください。）

●普通換気（バイパス換気）に自動切換可能　
●透湿膜加湿器搭載
●加熱加湿方式により非加熱加湿方式の約2倍の加湿量
●高性能フィルター組込可能
●寒冷地運転対応
●室外側ダクト（OA、EA）方向変更可能
●水道直結可能（（社）日本水道協会品質認証センター登録済）
●	MA スマートリモコン・MEリモコン対応
●マルチ換気モード搭載
●「しっかり加湿モード（加湿優先）」と「マイルド加湿モード（吹出温度セーブ）」を選択可能（マルチS室外ユニットと
接続時は使用できません。）

●湿度センサー（PGL-50HE）取り付けにより過加湿防止制御可能
●以下の機能はMA スマートリモコン（PAR-32MA）使用時のみ可能
  ・ナイトパージ機能　・週間タイマー機能　・微弱風量運転　・24 時間換気設定対応　・換気モード切換
  ・加湿器運転 /停止切換　・リモコンからの機能設定対応
※室外ユニットの使用条件によって、給気空気−15℃まで対応できない場合がありますので、室外ユニットの使用条件にご注意ください。
※吹出温度制御はできません。
※詳細は「制御編」をご覧ください。

「しっかり加湿（加湿優先）モード」と「マイルド加湿（吹出温度セーブ）モード」は下記のポイントを参考にしながら、ニー
ズに合わせて使い分けることが必要です。

●しっかり加湿モードが適した室内環境（湿度優先）
①�ドアの開閉が多い、室内に熱の発生源（人、OA機器）が多いなどの理由により、室内の相対湿度が常時低い
②建築物衛生法の湿度基準値（40 ～70% RH）を厳守したい

●マイルド加湿モードが適した室内環境（省エネ優先）
①冬季でも冷房を使用しており、省エネで加湿を行いたい
②外気処理ユニットの給気（SA）を空調機が直接吸い込む※空調・換気設計をされる場合
※�外気処理ユニットの熱いＳＡを空調機が吸い込むことで、本来は冬季で空調機が暖房をすべきところを「夏季」と判断してしまい冷房を行うなどの不都合、あるいは外気処
理ユニットの熱い SAにより冷房負荷を増大させるなどの不都合が発生する場合があります。

●「しっかり加湿（加湿優先）モード」搭載	 �
空調機リモコンの室内設定温度に関係なく、外気温度２１℃まで加熱加湿を継続し、中間期（春・秋）の湿度不足を
解消します。

●「マイルド加湿（吹出温度セーブ）モード」搭載	 �
熱交換器（直膨コイル）の加熱能力（強・中・弱）及び入切を自動調節しながら、冬季冷房時の空調負荷軽減と加湿
を両立します。
※�マイルド加湿モード時は、同一室外ユニットに接続されている空調機または外気処理ユニットの運転状態（サーモ ON/OFF）によって、吹出温度が安定しない、またはお
さえられない場合があります。
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第１章 5. 外気処理ユニットの特徴

6. 加湿のバリエーション強化

 ▶ 加湿機能の設定のポイント
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必要換気量の算出 ………「2. 機種選定の目安」参照… ………………………………………………… 4 ページ
�

必要加湿量算出 ………「3. 必要加湿量の求め方」参照… …………………………………………… 4 ページ
�

１台当たりの加湿能力 ………「4. 外気処理ユニット搭載の直膨コイル能力の求め方」参照…………………7ページ
�

室外ユニットの形番選定 ………「5. 室外ユニットの選定方法」参照… ……………………………………… 11ページ
�

機種選定完

外気処理ユニットは ｢換気機器｣ ですので、必要換気量にて選定してください。
加湿量では選定しないでください。

例：�事務所ビル＝100（m2）　	 �
換気量を25（m3/h/人）とします。	 �
事務所ビルにおける在室者1人あたりの面積を5（m2/人）とすると	�
100（m2）の事務所ビルでは20（人）在室することになります。

よって、必要換気量は	 �
換気量×人数＝25×20＝500（m3/h）	
　➡ LGH-50RDF6 が選定されます。

次に、選定した機種で室内湿度を満足できるか、必要加湿量の計算を行います。

次に、空気線図を用いて必要加湿量を説明します。

X2	 ：室内空気の絶対湿度（g/kg（DA）））
X1	 ：外気の絶対湿度（g/kg（DA）））
ρ	 ：空気の密度 =1.2（kg/m3）
QOA	：外気量（m3/h）
K	 ：安全率（ドアの開閉や、建材などへの吸湿などから1.2 程度を目安としてください。）

必要加湿量 Ｗ （kg/h） ＝ （X2-X1）/1000× ρ ×QOA×K
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1. 機種選定の手順

2. 機種選定の目安

3. 必要加湿量の求め方
1　必要加湿量の算定式
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■図 2
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22℃

11.5％まで低下

■図 1

●�例えば、0℃で相対湿度 50% の外気を導入して、
そのまま 22℃まで暖房すると相対湿度は11.5%
まで低下します。				    �
空気中の水蒸気量が一定の状態（絶対湿度が同じ）で
は、空気温度（乾球温度）を上げると、相対湿度は低
下し、逆に空気温度を下げると相対湿度は上昇する反
比例の関係にあります。

●�図1の変化では、空気は 22℃、11.5%になります。
この空気を温度 22℃のままで、相対湿度を50%に
するためには、絶対湿度（X2-X1）に相当する水蒸気
量を空気に加える必要があります。この操作が「加湿」
です。

●�快適な湿度については種々の文献があり一概
には言えませんが、室温 20 ～ 24℃に対して�
40 ～ 50%RHといわれています。		  �
建築物衛生法（旧ビル管理法）では、相対湿度�
40 ～70％を基準としています。

●カタログの温度交換効率・エンタルピ交換効率値を用
いて、吹き出し空気後の空気条件を空気線図より算出
します。

●�全熱交換器（ロスナイ）を用いれば、図2のようにロ
スナイによる湿度回収で排気排出量を軽減されます
が、加湿不足であることに変わりはありません。不足
分を補うためには、別途加湿が必要となります。

　  ※�必要加湿量（W）は、絶対湿度差（X2-X1）に安全率を掛けたものになります。

 ※�設定条件の指針は、東京都の「ビル衛生管理基準」の抜粋を参照しました。�
室内：22℃DB、50%RH　外気：0℃DB、50%RH　安全率：1.2

　 外気処理ユニット：LGH-50RDF6　換気量 500m3/h　の場合

●�外気処理ユニットはロスナイによる全熱回収後の空気
を熱交換器（直膨コイル）にて加熱してから加湿します。�
空調機の有無によらず十分な加湿量が得られます。

排気排湿量 H（kg/h）＝ ρ ×Qoa×（X2-X1）/1000 より
 　H＝1.2×500×（8.22−1.88）/1000
 　　＝3.80（kg/h）

必要加湿量 W（kg/h ）
　W ＝ H × K＝ 3.80 ×1.2 ＝ 4.56（kg/h）

●�空気調和において、特に暖房時の加湿は必要不可欠で
す。冬期暖房時、換気により外気を取り入れた場合、
低温、低湿度（絶対湿度）の空気が空調機により加温
され、相対湿度が急激に低下するからです。

■図 3

5

MEMO 　

▶技術設計編 ＜第2章　選定の目安と選定方法＞

　 

選
定
の
目
安
と

　 

選
定
方
法

第2章

2　空気線図による、空気条件の推移

 ▶ 加湿の必要性

 ▶ 全熱交換器（ロスナイ）との組み合わせによる算出法

 ▶外気処理ユニットを使用した場合の算出法



■ LGH-50RDF6

■ LGH-80RDF6-50

■ LGH-100RDF6-50 ■ LGH-100RDF6-60

■ LGH-80RDF6-60

■ LGH-50RDF6
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空気通路に吹出しグリルやダクトなど部品を用いる場合、外気処理ユニットにどれくらいの静圧損失がかかるということは
とても重要であり、静圧が大きくなれば風量は少なくなります。その度合いを表すのが風量－静圧曲線（P-Q 曲線）です。
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・・・・・・・・・・・・・・▶ロスナイ出口空気を求めます・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・7ページ

・・・・・・・・・・・・・・▶直膨コイル単体能力を求めます（サーモONのとき）
 1.直膨コイル単体能力を求めます・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・8ページ
 2.カタログ記載空気条件以外の直膨コイル単体能力を求めます・・・・・・・・・・・8ページ

・・・・・・・・・・・・・・▶直膨コイル出口空気（SA1）を求めます・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・9ページ

・・・・・・・・・・・・・・▶加湿後SA吹出空気を求めます・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・9ページ

ON

サーモ
ＯＮ，ＯＦＦ

カタログより
特性値を読み取る

直膨コイル能力を
求める

加湿量を算出する

ロスナイ出口の空気条件
を求める

START

吹出温度を算出する
END

直膨コイル出口の
空気条件を求める

電磁弁
ＯＮ，ＯＦＦ

OFF

OFF

ON

外気（OA）条件 還気（RA）条件 ロスナイ出口条件
乾球温度 0.0 ℃ 乾球温度 22.0 ℃ 乾球温度 15.4 ℃

湿球温度 -3.0 ℃ 湿球温度 15.4 ℃ 湿球温度 10.6 ℃

絶対湿度 1.88 g/kg（DA） 絶対湿度 8.22 g/kg（DA） 絶対湿度 6.00 g/kg（DA）

相対湿度 50.0 ％ 相対湿度 50.0 ％ 相対湿度 55.4 ％

エンタルピ 4.7 kJ/kg（DA） エンタルピ 42.9 kJ/kg（DA） エンタルピ 30.7 kJ/kg（DA）

外気処理ユニットのご使用にあたっては定格風量の
約50％以上でご使用いただきますようお願いいたします。
処理風量の低下（定格風量の約 50％以下）に伴い、
　・冷房時…機器凍結、吹出し温度低下により結露
　・暖房時…高圧上昇から室外ユニット停止
が発生する可能性があります。

ブースターファンと併用してご使用の場合、外気処理ユニット
の送風性能と同等またはそれ以下のものを選定いただき、外
気処理ユニットの送風機が無負荷運転とならぬよう（外気処
理ユニットの機外静圧が 0以下にならないこと）配慮くださ
い。機外静圧が下限以下（0以下）となる場合、モーター発
熱が急激に上昇し、最悪の場合焼損する可能性があります。
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下記のフローチャートに従って計算を行います。

● LGH-50RDF6	 ●換気量　500m3/h（空気密度ρ=1.2kg/m3）
●冬期暖房の場合	 ●必要加湿量　4.56kg/h
●�接続室外ユニット：PUHY-P280DM-G（10馬力）能力補正係数は接続室外ユニットによって異なりますので、接続室外
ユニットのシステム・工事マニュアルを参照して能力補正を行ってください。接続容量比100％接続と仮定して計算します。

　（接続容量比が100％以外の場合は、接続室外ユニットのシステム・工事マニュアルを参照して能力補正を行ってください。）
●�配管相当長補正は下記計算で考慮していませんので、考慮する場合は接続室外ユニットのシステム・工事マニュアル
を参照して能力補正を行ってください。

 ▶ 風量調整に関して  ▶ 機外静圧に関して

4. 外気処理ユニット搭載の直膨コイル能力の求め方
1　計算手順

2　計算例

 ▶ ロスナイ出口空気を求めます
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室外吸込空気湿球温度（℃）

室内吸込空気乾球温度（℃）

能
力
補
正
係
数
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27℃

C2-2=1.03

C2-1=0.88

■グラフ 1

■表 1

1. �カタログ記載の外気負荷熱処理能力（暖房）6.18kW は下記空気条件のときの値ですので、能力補正が必要です。
また、この外気負荷熱処理能力（暖房）には、ロスナイ回収熱量を含んでいますので、直膨コイル分の能力を求めます。

直膨コイル能力補正には接続室外ユニットのシステム・工事マニュアル（能力補正係数グラフなど）より補正係数を読み取ります。
（1）風量補正	 �

定格風量に対する割合＝処理風量 / 定格風量
　この例の処理風量は、500m3/hで定格風量と同じですから係数 C1=1.0となります。
（2）空気条件補正	 �

カタログ記載条件本ページ1. 項と異なる場合は、接続室外ユニットのシステム・工事マニュアルの空気条件補正グラ
フより補正係数を読み取ります（例の場合は、グラフ1）。

　グラフ内の室内吸込空気乾球温度とは、外気処理ユニットのケースではロスナイ出口空気のことですので15.4℃と室
外吸込空気湿球温度－3.0℃との交点よりC2－1=0.88となります。一方で、外気処理ユニットのカタログ表示空
気条件ではC2－2=1.03となります。

　したがいまして、空気条件補正係数 C2=0.85（=0.88/1.03）となります。
（3）霜取補正（例の場合は、表1）	 �

接続室外ユニットの室外吸込空気湿球温度－3.0℃より霜取補正係数 C3=0.90となります。�

以上の補正係数より補正後の直膨コイル単体能力 =4.11×1.0×0.85×0.90=3.14kWとなります。
・暖房入力・入力補正

2. カタログ記載空気条件以外の直膨コイル（暖房）単体能力を求めます

※ロスナイ回収熱量（32.9 ー 20.5）×1.2×500/3600=2.07kW
※直膨コイル単体能力 =6.18 ー 2.07=4.11kW

外気空気条件 室内空気条件 ロスナイ出口空気

乾球温度 7.0 ℃ 乾球温度 20.0 ℃ 乾球温度 16.1 ℃

湿球温度 6.0 ℃ 湿球温度 13.8 ℃ 湿球温度 11.6 ℃

絶対湿度 5.38 g/kg（DA） 絶対湿度 7.26 g/kg（DA） 絶対湿度 6.60 g/kg（DA）

相対湿度 86.8 ％ 相対湿度 50.0 ％ 相対湿度 58.3 ％

エンタルピ 20.5 kJ/kg（DA） エンタルピ 38.6 kJ/kg（DA） エンタルピ 32.9 kJ/kg（DA）

室外吸込空気湿球温度（℃） 6 4 2 1 0 -2 -3 -4 -6 -8 -10 -20

霜取補正係数 P224
P280形

1.00 0.95 0.84 0.83 0.83 0.87 0.90 0.90 0.95 0.95 0.95 0.95

補正後の直膨コイル（暖房）単体能力
　＝直膨コイル（暖房）単体能力 × 風量補正係数 C1× 空気条件補正係数 C2× 霜取補正係数 C3
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 ▶ 直膨コイル単体能力を求めます
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8 ページ 2. 項で求めた直膨コイルの単体能力からコイル出口のエンタルピを求めます。

求める直膨コイル出口エンタルピ=3.14×3600/（500×1.2）＋30.7
		  　　=49.5kJ/kg（DA）

暖房時の直膨コイルの入口、出口では絶対湿度は変動し
ないので、上記で求めた直膨コイル出口エンタルピと絶
対湿度の2点を元に空気状態を空気線図より求めます。

加湿量を求めるためには、特性表上の加湿量に風量と直膨コイル出口空気条件による補正を行う必要があります。
（1）風量補正	 �

風量補正係数（K1）は1.0（グラフ2）
（2）空気条件補正	 �

乾球温度−湿球温度 =33.9−17.7=16.2℃
空気条件補正（K2）は 0.81（グラフ3）
加湿器加湿量 =2.7kg/hより
補正後の加湿器加湿量 =2.7×1.0×0.81=2.19kg/h

加熱加湿後絶対湿度	＝直膨コイル出口絶対湿度＋（加湿量×1000）÷（空気密度（ρ）×処理風量）（ｇ/kg（DA））
	 ＝6.00＋（2.19×1000）÷（1.2×500）
	 ＝9.65ｇ /kg（DA）
自然蒸発加湿のため、ほぼ等湿球温度線上を推移するので、加熱加湿後の空気条件は、空気線図上で直膨コイル出口
の等湿球温度線上（17.7℃）と加湿後絶対湿度（9.65g/kg（DA））との交点になります。
外気処理ユニット1台で得られる加湿量は（9.65-1.88）×1.2×500/1000=4.66kg/hであり必要加湿量4.56kg/h
に対し、加湿量は満足できます。

直膨コイル出口エンタルピ
＝補正後の直膨コイル単体能力 /（処理風量 × 空気密度）＋ 直膨コイル入口エンタルピ

補正後の加湿器加湿量
＝加湿器加湿量 × 風量補正係数（K1）× 空気条件補正係数（K2）

乾球温度 33.9 ℃

湿球温度 17.7 ℃

絶対湿度 6.00 g/kg（DA）

相対湿度 18.3 ％

エンタルピ 49.5 kJ/kg（DA）
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 ▶ 直膨コイル出口空気（SA1）を求めます

 ▶ 加湿後 SA 吹出空気を求めます
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天井埋込形　P71形・・・・・・3台
外気処理ユニット（P71）・・・・1台
71+71+71+71=284
　➡必要な室外ユニットはP280形

※PUHY-P＊＊DM-Gシリーズの室外ユニットは
　接続130%までOKなので、P224形でも可
・P280形室外ユニット選定時

・P224形室外ユニット選定時

PEFY-P71M-G PEFY-P71M-G PEFY-P71M-G

LGH-100RDF6-50

室外ユニット
PUHY-P＊＊DM-G

P71

接続容量比=　　　=101.4%284
280

接続容量比=　　　=126.8%284
224

■例 1（室内ユニット併用のシステム）

LGH-100RDF6-50（P71）・・・・3台
71+71+71=213
　➡必要な室外ユニットはP224形
接続容量比=213/224=95%

LGH-100RDF6-50LGH-100RDF6-50LGH-100RDF6-50

室外ユニット
PUHY-P＊＊DM-G

冬季、室内ユニットは室温制御で
運転していますので、常時暖房運
転している訳ではありません。しか
し、外気処理ユニットは外気温度
制御のため常時100％運転しま
す。したがって、外気処理ユニット
の単独システム構築をされる場合
は、室外ユニットとの接続容量比
を100％以下で使用してください。

■例 2（外気処理ユニット単独のシステム）

■適用室外ユニット

※上表の「○」は使用可能、「—」は対応品なしを示します。
※外気処理ユニット単独のシステムとする場合、接続可能容量比を100％以下にしてください。
※�外気温度が−15℃を超え−10℃以下の場合、給気用送風機は間欠運転（60 分運転、10 分停止）となり、外気温度が−15℃以下の場合、給気送風機は間欠停止運転（5分運転、55 分停止）します。
※外気温度によって、建築物衛生法〈旧ビル管理法〉に対応した加湿量が得られない場合があります。
※室外ユニットの詳細は「三菱電機ビル空調マルチエアコン総合カタログ」をご覧ください。

2011年 3月現在

形　番
冷媒種類

P80 P112 P140 P160 P224 P280 P335 P355 P400 P450 P500 P560 P630 P690 P730 P800 P850 P900 P960 P1010 P1080 P1130 P1180 P1240 P1300 P1360 P1400

相当馬力 3 4 5 6 8 10 12 13 14 16 18 20 22 24 26 28 30 32 34 36 38 40 42 44 46 48 50
リプレ－スマルチ Ｙ GR�
〈高 COPシリーズ〉

Ｒ４１０Ａ

－ － － － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － － － － － － －

リプレ－スマルチ Ｙ GR�
〈標準シリーズ〉 － － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － － － － － － －

リプレ－スマルチ Ｒ２ Ｅ eco － － － － ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － － － － － － － － － －

リプレ－ス ズバ暖マルチ Ｙ － － － － ○ ○ － － － ○ － ○ － － － － － － － － － － － － － － －

シティマルチ Ｓ ○ ○ ○ ○ － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － －

シティマルチ Ｙ GR�
〈高 COPシリーズ〉 － － ○ ○ ○ ○ － － ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ － － － － － － － －

シティマルチ Ｙ GR�
〈標準シリーズ〉 － － － － ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

シティマルチ Ｒ２ Ｅ eco�
〈標準シリーズ〉 － － － － ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － － － － － － － － －

シティマルチ Ｒ２ Ｅ eco�
〈高 COPシリーズ〉 － － － － ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － － － － － － － － － － － －

シティマルチ ＷＲ２ Ｅ eco － － － － ○ ○ ○ － － ○ ○ ○ ○ ○ － － － － － － － － － － － － －

シティマルチ ＷＹ Ｅ eco － － － － ○ ○ ○ － － ○ ○ ○ ○ ○ － － － － － － － － － － － － －

ズバ暖マルチ Ｙ － － － － ○ ○ － － － ○ － ○ － － － － － － － － － － － － － － －

シティマルチ ＩＣＥ ＹｋＰ ＥＣＯ － － － － － ○ － ○ － ○ － ○ － － － － － － － － － － － － － － －

1. �本体の形番選定　➡　「換気量」で行います。�
例：事務所ビル＝100（m2）で 50タイプ〔500（m3/h）〕�
（キーワード：5（m2/人）　➡　20人。25（m3/h／人）➡ 500（m3/h）

2. �室外ユニットの形番選定　➡　同じ冷媒系統の「形番の合計」で行います。�
外気処理ユニットの室内ユニット相当形番と室内ユニット形番と合算して室外ユニットを選定します。

機　種 LGH-50RDF6 LGH-80RDF6-50・60 LGH-100RDF6-50・60

室内ユニット相当形番 P36 P56 P71
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▼

ご注意
▲

●全室外ユニット
　➡�外気処理ユニット単独のシステムとする場合は、接続容量を室外ユニット容量の100％以下と

してください。
●シティマルチ　ICE　YkP　ECO
　➡蓄熱運転中、外気処理ユニットを運転することはできません。
●シティマルチS
　➡�「しっかり加湿（加湿優先）モード」と「マイルド加湿（吹出温度セーブ）モード」の選択ができません。�

（リモコン選定温度とOA温度を比較して、加熱加湿ON/OFF の制御を行います。）

5. 室外ユニットの選定方法
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414

55
4 φ2
00

φ2
00

EA
（排気）

EA
（排気）

OA
（外気）

OA
（外気） SA

（給気）
RA

（還気）

メンテナンススペース

□600 □450以上 分岐ダクト

ダクト
（お客さま手配）

シスターンタンク
（公共の水道管に直接接続もできます）

吊りボルト
（お客さま手配）

給気グリル

排気グリル
サービス弁点検口

点検口

ダクト下りこう配
1/30以上（壁側へ）
及び下表の距離
を確保（雨水浸入防止）

深形フード※
（またはウェザーカバー）

給水管

ドレン配管
こう配1/100以上（壁側へ）

点検口

外気処理ユニット

排気グリル 吊りボルト位置

（単位 mm）

給気グリル

給気グリル
吊りボルト
位置

点検口

41
4

414

吊りボルト位置

2m
～
50
m

ダクト変換アタッチメント
（ダクト径を変更する場合）

φ
20
0

φ
25
0

※ベントキャップ、丸形フードは雨水が直接かかるところでは使用できません。（雨水が浸入します。）

■ OA・EA 側ダクト距離

EA
（排気）

OA
（外気）

メンテナンススペース

□600 □450以上

点検口

外気処理ユニット

排気グリル

給気グリル※1
点検口

EA（排気）
OA（外気）

EA
（排気）

OA
（外気）

電動ダンパー（冷気・外風・霧侵入防止）

外気処理
ユニット

〈図は LGH-100RDF6 を示す〉

形　名 距　離

LGH-50 タイプ 1 m 以上

LGH-80・100 タイプ 2.5 m 以上

●破線のように室外側ダクトの方向が変換できます。

●寒冷地や外風の強い場所並びに霧の発生しやすい場所
では運転停止時に、冷気・外風・霧が侵入することがあ
りますので、電動ダンパーを必ず併用してください。

●メンテナンスのため、ロスナイエレメント、エアフィル
ター取出側には 50RDF6 の場合は□ 450または□
600、80・100RDF6 の場合は□ 600 の点検口を、
加湿エレメント取出側には□ 450 以上の点検口を設
けてください。また、各々十分なメンテナンススペース
を必ず設けてください。

　メンテナンススペース（※1）は、
　　50RDF6 の場合は600mm以上
　　80・100RDF6 の場合は 800mm以上
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換算のしかた
1Pa=1.01972 ×10 ー 5kgf/cm2

目安として　1kgf/cm2 ≒100kPaで換算する

●�給水口と接続の際はネジの種類に注意し、ネジの種
類をあわせて工事を行います。

●�給水は、市水または上水を使用し防露工事を行います。
（凍結のおそれのある場合は凍結防止工事を行います。）
●�給水圧力は水道管に接続する場合、シスターンタンク
を使用する場合､ いずれの場合も2×104Pa 〜 49
×104Paになるように設定します。

●�給水口近くにサービス弁・排水弁を設置して給水配管
を行います。

●�給水配管工事の際、切り粉などが入らないよう真水で
きれいに洗い流してから配管するか、配管途中に排水
弁を設け、水の白濁がなくなるまで十分予備排水を行
います。（排水が不十分な場合は減圧電磁弁の故障や加
湿エレメントの機能低下の原因になります。）

●�給水はシスターンタンク使用以外に水道管を直接接続
することもできます。

給水配管工事に際して給水配管と給水口（管用テーパオ
ネジ R1/2）との間に、屈曲・振動などを吸収するため
市販の可とう性のあるフレキシブルパイプなどを使用し
て接続します。

1. �製品側のドレン排出口に付属のドレンホースを下
向きに接続します。（排水性確保のため。）

2. �ドレン配管の先端は必ず排水可能なところまで
導きます。（14 ページを参照ください。）

3. 排水が排出されることを確認します。
（1）メンテナンスカバー（加湿用）をはずします。

●ネジ1か所をゆるめ、固定金具をはずして加湿器メ
ンテナンスカバーを斜め 45°に開き、上部に持ち
上げて取りはずします。

（2）内ぶたを引き抜きます。
（3）ドレン皿に約1000cc 注水します。
（4）�ドレン配管の最終出口部で排水が排出されること

を確認します。
（5）�内ぶたとメンテナンスカバー（加湿用）を取り付け

ます。

13

MEMO 　

▶技術設計編 ＜第3章　据　　  付　　  工　　  事＞

　 

据　

付　

工　

事

第3章

1　給水配管工事

2　ドレン配管工事

本体
給水口

サービス弁
給水配管

排水弁
キャップ

▼

お願い
▲

●��給水配管工事は、所轄水道局（水道事業者）指定の給水装置工事事業者の方が指定された配管材料
を使用して施工してください。

●給水温度は40℃以下としてください。
●排水弁及びサービス弁は点検口からとどく範囲に設置してください。
●給水口に力が加わらないよう給水配管を固定してください。
●配管工事用切削油・洗浄液が混入しないようご注意ください。
●給水配管及びドレン配管がメンテナンスカバー（ロスナイエレメント用及び加湿用）の開閉及び加
湿エレメントの取り出しの妨げにならないよう配管してください。

●切削油などの油類は加湿エレメント及びドレン皿を劣化させますので供給水に切削油などが含まれ
ないようにしてください。付着した場合には直ちに多量の水で洗い流してください。

ドレン排出口

ドレン配管（こう配 1/100 以上）塩ビパイプVP25

●ドレン配管の先端を雨どいなどに入
れないでください。

　（大雪時、雨どいが凍結して排水されず、
本体から水漏れする原因になります。）

●ドレン配管にドレンポンプ（ドレンアップメ
カ）を接続して排水を処理しないでください。

　（ドレンポンプの故障により水漏れし、天井・床
その他、大切なものを濡らす原因になります。）

注 意

注水ホース
（お客様手配）

メンテナンスカバー
（加湿用）

内ぶた

ドレン皿
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●�ドレン配管の施工時は以下に示す事柄を必ず守ってく
ださい｡

●�ドレン配管は下りこう配（1/100 以上）となるように
してください｡

●�ドレン配管は、イオウ系ガスが発生する下水溝には、
直接入れないでください｡

●�接続部から水漏れのないように確実に施工してください。
●�水タレが起こらないように、断熱工事を確実に行って
ください｡

●�室内を通るドレン配管は、必ず市販の断熱材（発泡ポ
リエチレン比重 0.03、厚さ10mm以上）を巻いて
ください｡ 　

　①�最上階または高湿多湿の条件下で使用する場合は、
上記の厚さ以上にする必要があります｡

　②�客先指定の仕様がある場合は、それに従ってください｡
●�施工後、ドレンが排出されていることをドレン配管最
終出口部で確認してください｡

●�ドレン配管は室外側（排水側）が下りこう配（1/100
以上）となるようにし、途中にトラップや山越えを作
らないようにしてください｡

●�ドレン配管の横引きは 20m（高低差は含みません。）
以下にしてください。また、ドレン配管が長い場合に
は途中に支持金具を設けてドレン配管の波打ちをなく
してください。エア抜き管は絶対につけないでくださ
い。ドレンが吹出る場合があります｡

●�ドレン配管は硬質塩ビパイプ一般管 VP-25（外径
Φ32）を使用してください｡

●�必ず付属のドレンホースを使用し､ 外気処理ユニットの
ドレンロと現地配管の距離は図1に従い、工事を行って
ください｡ ドレンホースの透明カフスは必ずドレン配管
側（排水の流れの可視化するため）に接続してください。

●�ドレンホースに無理な引張 ･圧縮荷重がかからないよ
うにしてください｡

●�ドレンホースの接合部は日本水道協会規格品の硬質塩
化ビニール管用接着剤を使用し、接合及び止水してく
ださい。また､ 差込部が抜けないよう付属の結束バン
ドにて固定してください｡

●�集合配管の場合、図 2のように本体ドレン出口より
10cm 低い位置に集合配管がくるようにしてください｡

●�ドレン配管の出口は臭気の発生するおそれのない場所
に施工してください｡

1.�付属のドレンホースを本体ドレンロに取り付け､ すき間が無いように奥まで差し込んでください。（折れ･詰まりが
起こらないように45°曲げ以下で使用してください。）（接着剤にて接着し、付属の結束バンド（小）で締付けます。）

2.�現地手配のドレン配管（塩ビパイプ､ VP-25）を取り付けます。( 接着剤にて接着し､ 結束バンド（小）で締付けます。)
3.�付属のドレンホース用断熱材にて､ 本体ドレン口部を断熱し､ 付属の結束バンド（大）で締付けます。
　（大・小の結束バンドは、かさならないように締め付けてください。）
4. 断熱工事を行います。〔塩ビパイプ､ VP-25及びソケット（エルボ含）〕
5. 排水性を確認します。（13 ページを参照ください。）
■図 1「ドレンホースの取付方法」

断熱材付属

支持金具

結束バンド
（小）付属

結束バンド（大）付属

結束バンド（小）付属

300以下（できるだけ短く）
製品側面から直線距離で180～190

透明カフス

製品本体排水口側
（グレーカフス）

ドレンホース付属

断熱材
（現地手配）

ドレン配管VP25
（現地手配）
下りこう配
1/100以上

外気処理
ユニット　

　

挿入代25
45°以下

すき間がないように
断熱材を巻き付けて
ください。

挿入代
25

40
～
80

（17）
（7）

（7）

（単位 mm）

■図 2「集合配管する場合」

外気処理
ユニット

外気処理
ユニット

外気処理
ユニット

できる限り大きくとる　約 100mm以上

集合配管
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 ▶ 注意点

 ▶ 作業手順（基本例）

 ●ドレン配管は､ 確実に排水するよう配管し､ 結露が生じないように保温してください。配管工事に
不備があると水漏れし､ 家財などを濡らす原因になります｡

 ●ドレンホース接続時に使用する接着剤は､ 必ず日本水道協会規格品の硬質塩化ビニール管用接着剤
を使用してください。それ以外を使用すると、水漏れし、家財を濡らす原因になります。

●ドレン配管スペースが横方向に取れ
ない場合は､ 軟質塩ビカフス（現
地手配）などによる接続をおすす
めします｡

●天井内が高湿多湿雰囲気（露点温度
26℃以上）で長時間運転されますと､
ドレンホース部に結露する場合があり
ますので､ そのような条件で使用する
可能性がある場合は断熱材を貼付ける
などの処置をしてください。

注 意

注 意
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給水配管に凍結防止用ヒーター（市販品）を巻き凍結防
止を行います。
●凍結防止用ヒーターはロスナイ本体（給水口）まで巻きます。
●冬期（加湿時期）に、凍結するおそれのある地域では
必ずヒーターの電源を入れます。

本工事を実施する場合は、必ずマルチエアコンの室外ユニット付属の説明書を合わせてお読みください。
●�メンテナンス時じゃまにならないよう配管工事を行います。
●�冷媒配管は、外気処理ユニット配管出口に荷重がかからないよう支持金具を設けて支えます。
●�冷媒配管からの水タレ防止のため、十分な防露断熱工事を施工します。
●�市販の冷媒配管を使用の場合は、液管・ガス管共に必ず市販の断熱材を巻きます。（断熱材…耐熱温度100℃以上・厚み10ｍｍ以上）
●�真空引き及びバルブ開閉操作は、室外ユニットの据付工事説明書を参照してください。

●冷 媒 配 管は JIS H 3300「銅 及び銅 合 金 継目無 管」の 
C1220 のりん脱酸銅、配管継手は JIS B 8607 に適合し
たものを使用してください。また、冷媒配管は、下表に示す
肉厚のものをご使用ください。また、管及び継手の内外面は
美麗であり、使用上有害なイオウ、酸化物、ごみ、切粉など（コ
ンタミネーション）の付着がないことを確認してください。

φ6.35　肉厚 0.8mm φ9.52　肉厚 0.8mm

φ12.7　肉厚 0.8mm φ15.88　肉厚1.0mm

上記以外の薄肉配管は、絶対に使用しないでください。
冷媒配管の内部にコンタミネーションの付着があると
冷凍機油劣化などの原因になります。

●取り付けに使用する配管は屋内に保管し、両端ともロ
ウ付けする直前までシールします。（エルボなどの継
手はビニール袋などに包んだ状態で保管）
冷媒回路内にほこり、ごみ、水分が混入しますと、油
の劣化・圧縮機故障の原因となります。

●フレア部に塗布する冷凍機油は、エステル油・エーテ
ル油・ハードアルキルベンゼン油（少量）を使用します。
鉱油が多量に混入すると冷凍機油劣化などの原因となります。

●液冷媒にて封入します。
ガス冷媒で封入するとボンベ内冷媒の組成が変化し、
能力不足などの原因になります。

● R410A 以外の冷媒は使用しないでください。
R410A 以外（R22 など）を使用すると、塩素によ
り冷凍機油劣化などの原因になります。

●逆流防止器付真空ポンプを使用します。
冷媒回路内に真空ポンプ油が逆流し、機器の冷凍機
油劣化などの原因になります。

●下記の工具は冷媒 R410A 専用ツールを使用します。
冷媒R410A用として下表のツールが必要となります。
お問い合わせはお近くの「三菱電機システムサービス」
へご連絡ください。

。 工具名（R410A 用）
ゲージマニホールド フレアツール

チャージホース 出し代調整用銅管ゲージ

ガス漏れ検知器 真空ポンプ用アダプター

トルクレンチ 冷媒充てん用電子はかり

●工具類の管理に注意してください。
冷媒回路内にほこり、ごみ、水分などが混入しますと、
冷凍機油劣化の原因になります。

●チャージングシリンダを使用しないでください。
チャージングシリンダを使用すると冷媒の組成が変化
し、能力不足などの原因となります。
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3　凍結防止工事

4　冷媒配管工事

凍結防止用
ヒーターを巻く

 ▶ 注意点

●凍結のおそれのある地域では、給水
配管に必ず凍結防止工事を行って
ください。

　（電磁弁・配管などが破損し、水漏れの
原因になります。）

警 告

●当社指定の冷媒以外は絶対に封入しない。
　法令違反の可能性や、使用時・修理時・廃棄時などに、破裂・爆発・火災などの発生のおそれがあります。
　封入冷媒の種類は、機器付属の説明書あるいは銘板に記載されています。それ以外の冷媒を封入した場合の故障・

誤動作などの不具合や事故などについては、当社は一切責任を負いません。警 告
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■配管サイズ

形　名 液　管 ガス管
LGH-50RDF6
LGH-80RDF6-50
LGH-80RDF6-60

φ6.35 φ12.7

LGH-100RDF6-50
LGH-100RDF6-60 φ9.52 φ15.88

ダイス

銅管

A パイプ径（mm）

A 寸法（mm）

R410A 用フレアツール 従来（R22・R407C）のフレアツール使用の場合

リジット（クラッチ式） インペリアル（ウイングナット）式

φ6.35（1/4”） 0 〜 0.5 1.0 〜1.5 1.5 〜2.0

φ9.52（3/8”） 0 〜 0.5 1.0 〜1.5 1.5 〜2.0

φ 12.7（1/2”） 0〜0.5 1.0 〜 1.5 1.5 〜 2.5

φ15.88（5/8”） 0 〜 0.5 1.0 〜1.5 1.5 〜2.5

銅管径
（mm）

フレア寸法
φ B 寸法（mm）

φ
B

R0.4～R0.8

90
°±
0.
5°

トルクレンチによる適正な締付力
N・m（kgf・cm）

φ6.35� 8.7〜 9.1� 14 〜18（140 〜180）

φ9.52� 12.8 〜13.2� 34 〜 42（340 〜 420）

φ12.7� 16.2 〜16.6� 49〜 61（490〜 610）

φ15.88 19.3 〜19.7 68 〜 82（680 〜 820）

1. 外気処理ユニットのフレアナット及びキャップを取りはずします。
2.� �液管・ガス管をフレア加工し、フレアシート面に冷凍機油（現地手配）を塗布します。
3. 冷媒配管を素早く接続します。
●フレアナットは、必ずトルクレンチを用いダブルスパナにて下表の締付力で締めます。
●フレアナットを締め付けの際、外気処理ユニット本体から出た冷媒配管が曲がらないよう行ってください。

4. �冷媒配管接続口に断熱処理を確実に行います。（14 ページをご確認ください。）

1. �この外気処理ユニットは、マルチエアコンの室
外ユニットからの冷媒配管を途中で分岐し、各
室内ユニットに接続する方式となっています。

2. �配管長さ、許容高低差などの制限は、室外ユニッ
トの説明書を参照してください。

3. 配管の接続方法は、フレア接続です。
●フレアナット締め付け前にパイプと継手シート面に冷
凍機油を薄く塗布します。

●� 配管接続は必ずダブルスパナにて行います。
締付トルクは上表を参照してください。

4. 冷媒配管工事終了後、ガス漏れ検査を実施します。

※従来のツールを使って冷媒R410A用のフレア加工をする場合は、上記を参考に加工してください。出し代調整用の銅管ゲージを使用すれば、A寸法が確保できます。フレア加工後にB寸法の確認をしてください。

・フレアシート面全周にエステル油またはエーテル油また
はハードアルキルベンゼン油を少量塗布します。

※ネジ部分には塗布しないでください。（フレアナットがゆるみ易くなります。）

※フレアナットは、必ず本体に取り付けら
れているものを使用してください。（市
販品を使うと割れることがあります。）

冷媒配管（液管）

冷媒配管（ガス管） トルクレンチ スパナ
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 ▶作業手順

 ●フレアナット飛びに注意！（内部に圧力がかかっています。）
　  （フレアナットは以下の手順ではずしてください。）
　　①「シュー」と音がするまでナットをゆるめます。
　　②ガスが完全に抜けるまで（音がしなくなるまで）放置します。
　　③ガスが完全に抜けたことを確認してナットを取りはずします。

警 告

●ドレン皿に冷凍機油などの油類を付
着させないでください。

　（油類はドレン皿を劣化させ水漏れし、天井・
床その他大切なものを濡らす原因になります。）

● 締付時、冷媒配管が偏芯しないよう
ご注意願います。

注 意
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配管サイズ 断熱材の厚さ

液　管 φ6.35 ｍｍ、φ9.52 ｍｍ
10 ｍｍ

ガス管 φ12.7ｍｍ、φ15.88 ｍｍ

断熱材 断熱パイプ（ガス管用短い） 断熱パイプ（液管用長い） 結束バンド 備　　考

2個 1個

断熱材

1個

断熱材

4本

現地手配品
・冷媒配管
・配管施工用テープ

■図 1

■図 2

■図 3

■図 4

■図 5

元に戻す

断熱材 フレアナットひっぱる断熱材

フレアナット （結露のおそれがあります）
●すき間はないこと

現地冷媒配管

断熱材

●本体冷媒配管とすき間なきこと
（結露のおそれがあります）

ユニット本体

本体側板断熱パイプ

現地冷媒配管

断熱材は
断熱パイプから
はみ出ていても可

●ユニット本体とすき間はないこと
（結露のおそれがあります）

20

20

結束バンド

　　接合部は上部 断熱パイプ

●すき間はないこと

（目安：真上から
　左右30°の範囲内）

（結露のおそれがあります）

【よい例】【悪い例】
単位（mm）

（結露のおそれが
 あります）

●すき間はないこと

現地冷媒配管

（市販品，現地手配）テ－プ巻き付け部

ユニット
　本体

【参考】配管温度（液管・ガス管）
　　　　　定格風量（強ノッチ）で下記空気条件での冷房運転時
　　　　　　外気空気条件：35℃DB、24℃WB
　　　　　　室内空気条件：27℃DB、19℃WB
　　　　　室外ユニットの運転負荷が大きい場合：10℃程度になります。
　　　　　室外ユニットの運転負荷が小さい場合：5℃程度になります。

不完全な断熱施工を行いますと冷媒配管の表面が結露して露タレなど発生し、天井・床その他大切なものを濡らす原因
となりますので以下の点にご注意ください。

●現地接続冷媒配管の断熱
市販の冷媒配管をご使用の場合は、液管・ガス管共に必ず市販の断熱材を巻いてください。
( 断熱材…耐熱温度100℃以上、断熱材の厚さは配管サイズにより選定してください。)

①現地冷媒配管にフレアナットを差し込み、フレア拡管
する際に断熱材を引っ張り拡管後、銅管が露出しない
ように断熱材を元に戻します。（図1参照）

③フレア部分に断熱パイプを巻き付け、結束バンドで各
断熱パイプを固定してください。（図3、4 参照）

  ※断熱パイプ接合面にすき間がないように必ず工事してください。
    （フレア部分が結露するおそれがあります。）

④断熱パイプと現地冷媒配管との接合部及び断熱パイプ
接合部が露出しないように、市販の配管施工用テ−プを
巻き付けます。（図5 参照）

②フレア接続部、現地冷媒配管部に断熱材を巻き付け（す
き間はないこと）市販の配管施工用テープで仮固定する。
（③の断熱パイプで挟んで本固定します。）（図2参照）

●下記同梱部品を使用しますので、据付前に確認してください。

●冷媒配管接続完了後、必ず接続口（フレア接続部）を下記のように付属の断熱パイプを用いて断熱施工してください。
・断熱パイプと室内ユニット本体及び断熱パイプと現地冷媒配管にすき間がないように注意してください。
・断熱工事が不完全な場合、結露による露タレなどが発生し水漏れの原因になります。
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高温多湿の条件下でご使用の場合、下記の厚さ以上に断熱材を巻いてください。

 ▶ 冷媒配管接続口についてのお願い

 ▶ 現地冷媒配管接続口　断熱処理のお願い
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①② A B S

MAリモコン接続

M-NET伝送線

シールド

（TM2） ③ ④ C

異常モニタ/普通換気
（バイパス換気）モニタ出力

共通

運転モニタ出力

（TM3）

電源用端子台（TM1）

電源線

アース線

モニタ表示ランプ
（LED1、LED2、LED3）

アドレス設定スイッチ
（SA1、SA2）

分流コントローラー
分岐口No設定スイッチ
（SA3）

機能切換スイッチ
（SW1、SW2、SW3、
  SW4、SW5）

L

N

PE

 ▶コントロールボックス内の名称
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2. 電源線及び伝送線の接続方法
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※太線及び破線部分を結線する。
※下記は回路図を示し、コネクタやスイッチなどの配線は現品と異なります。

〈LGH-100RDF6を示す。〉 漏電保護用に電源側に漏電ブレーカを設けてください。

Ｌ

Ｎ

Ｌ

Ｎ

PE

１ ２ Ａ Ｂ Ｓ ３ ４ COM

（排気） 電 源TM1

SW4

SW1

SA1 SA2

SA3

S2

SW2

アオ

ア
カ

ア
カ

S1

（給気）

SV1 SV2
LS

Ｗ.Ｓ

GM

M1 M2

ム
ラ
サ
キア

カ
ア
カ

CN2

ム
ラ
サ
キ

（制御基板）

CN1

(製品本体)

CN8

ア－ス

Ｃ

LED3LED1 LED2

チャ

　単相200Ｖ

ピ
ン
ク

ク
ロ

ピ
ン
ク

ク
ロ

ミ
ド
リ　

キ

シ
ロ

ア
オＣシ

ロク
ロ

ク
ロ

ク
ロ

ク
ロ

ア
オ

CN2ACN1ACN6 CN5

ダ
イ
ダ
イ

ダ
イ
ダ
イ

チ
ャ

ア
カ

ム
ラ
サ
キ

ダ
イ
ダ
イ

ア
カ

ダ
イ
ダ
イ

ピ
ン
ク

シ
ロ

LEV

CN5A

CN6A

バ
イ
パ
ス

ミ
ド
リ

チ
ャ

CN16
(風量､換気モード切換入力)
無電圧ａ接点

TH2
(液管)
　TH3
(ガス管)

CN21CN20

シロ
シロ

ダイダイ
ダイダイ

TH1
(OA)
TH4
(RA)

CN23シロ
アカ

CN22

キ

アカ
シロ
アオ
キ

CN32

CN52 CN51 CN41

SW3

SW5

Ｍ－ＮＥＴ
　伝送線

シールドＭＡスマートリモコン

MEリモコンとの
併用はできません

（別売システム部材）
PAR－32MA

TM2 TM3

出力
AC100V(0.1～2A)
AC200V(0.1～1A)
DC5V(0.1A)～DC30V(1A)

運転モニタ出力

異常モニタ出力/
普通換気（バイパス
換気）モニタ出力

共通

微
弱

キ

弱

ダ
イ
ダ
イ

強

ア
カ

CN16

ＣＣ

SW22

CN25

外部加湿入力
(ヒューミディスタットなど）

キ

ピ
ン
クキ

ピ
ン
ク

HUM1
 (OA)

HUM2
 (RA)

キ
キ
キ

ア
カ キ

お願い

※TM1：φ1.6VVF用
　TM2, TM3：0.3～
　1.25mm2の電線
※TM1～3は現地接続
　ネジ端子接続

※TM1の電源線は確実にネジ
　締め後、引張って抜けない
　ことを確認ください。
※TM2の伝送線は他機器の
　伝送線(TM3を含む)や
　電源線などと離して配線して
　ください。（誤動作防止）

湿度センサー
PGL-50HE

（別売システム部材）

■記号説明

記号 名称 記号 名称 記号 名称
TM1 端子台（AC200V入力） LED3 M-NET伝送線給電モニタ表示 CN5 コネクタ （ダンパー接続用）

TM2 端子台（M-NET伝送線、MAリモコン接続） W.S 水検知センサー CN5A コネクタ （ダンパーリミットスイッチ接続用）

TM3 端子台（モニタ出力） SV1,2 給水・排水電磁弁 CN6 コネクタ （給水・排水電磁弁接続用）

SW1～5 機能切換スイッチ LEV 電子リニア式膨張弁 CN6A コネクタ （水検知センサー接続用）

SW22 メンテナンスリセットスイッチ TH1 サ－ミスタ （外気温度検知） CN8 コネクタ （電子リニア式膨張弁接続用）

SA1 アドレス設定スイッチ（10 の位） TH2 サ－ミスタ （液配管温度検知） CN16 コネクタ （風量、換気モード切換入力）

SA2 アドレス設定スイッチ（1の位） TH3 サ－ミスタ （ガス配管温度検知） CN20 コネクタ （外気、還気サーミスタ接続用）

SA3 分岐口 No. 設定スイッチ TH4 サーミスタ （還気温度検知） CN21 コネクタ （液、ガス配管サーミスタ接続用）

S1,S2 ファストン端子（端子台接続用） HUM1,2 湿度センサー（外気、還気湿度検知） CN22 コネクタ （外気湿度センサー接続用）

M1,M2 送風機用電動機（排気、給気） A,B M-NET伝送線端子（無極性） CN23 コネクタ （PGL-50HEセンサー接続用）

C コンデンサ S シールド CN25 コネクタ （外部加湿入力）

GM バイパスダンパー用電動機 1,2 MA スマートリモコン配線端子（無極性） CN32 コネクタ （遠方入力）

LS リミットスイッチ CN1 コネクタ （排気側送風機接続用） CN41 コネクタ （HA）

LED1 200V 電源通電モニタ 表示 CN1A コネクタ （排気側コンデンサ接続用） CN51 コネクタ （集中管理）

LED2 MAスマートリモコン給電モニタ 表示、遅延運転
表示、外気湿度センサーメンテナンスリセット表示

CN2 コネクタ （給気側送風機接続用） CN52 コネクタ （遠方表示、デマンド入力）

CN2A コネクタ （給気側コンデンサ接続用）

 ▶結線図
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● �電源線と伝送線は誤動作防止のため5cm以上離して
配線してください。

● ��電源線とアース線は必ず固定板を用いて固定してください。
● ��接続後、電源線、アース線を引っ張って抜けないことを

確認してください。
● ��電源 (TM1) への接続は確実に行ってください。

電源線用及び
アース線用端子台

固定板

電源線

アース線

▶お願い

次のようなシステム構成ができます。必要な部分を接続してください。
システム構成によっては制約事項があります。以下の注意事項を守ってください。

1

同一グループ内に LGH- ＊＊ RDF6 形と旧機種（LGH- ＊＊ RDF5 形及び
LB- ＊＊DF5 形）の同時接続はできません。

2

MAスマートリモコンをご使用される場合、新旧リモコン（PAR-31MA
以前とPAR-32MA）の同時接続はできません。

室外ユニット 

室内ユニット 外気処理ユニット 
LGH-RDF6

外気処理ユニット 
LGH-RDF5

室外ユニット 

外気処理ユニット 
LGH-RDF6

PAR-32MA 
（主） 

PAR-31MA 
（従） 

室外ユニット 

外気処理ユニット 
LGH-RDF6

PAR-31MA 
（主） 

PAR-32MA 
（従） 

3

MAスマートリモコンをご使用される場合、旧リモコン（PAR-31MA以
前のリモコン）は接続できません。

4

ロスナイリモコン（PZ-52SF3）及びデラックスリモコン（PGL-60DR）
は接続できません。

室外ユニット 

外気処理ユニット 
LGH-RDF6

PAR-31MA

室外ユニット 

PZ-52SF3

外気処理ユニット 
LGH-RDF6

この製品はシステム構成時にユニット及びリモコンの新旧同時接続※1ができません。

●MEリモコンをご使用の場合、以下の機能が使用できません。
① 24 時間換気機能　　　
② ナイトパージ機能　　　
③ 温度設定（除加湿優先制御の場合）　　　
④ 換気モード手動切換　　　
⑤ 加湿モード手動切換　　　
⑥ 週間スケジュール設定
⑦ ロスナイエレメント、加湿エレメントのメンテナンス表示
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※1 新：LGH-＊＊RDF6 形及び PAR-32MA
　　 旧：LGH-＊＊RDF5 形以前及び PAR-31MA 以前のリモコン及びロスナイリモコン

1　共通工事

2　選択工事

1.� �電源線（単線φ1.6、例 VVF）を電源用端子台
に確実に差し込み、端子台のネジで固定します。

2.� �アース線は、必ずアース線用端子台に確実に端
子台のネジで固定します。

 ▶電源線を接続します

 ▶システム接続時の注意事項
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①② A B S
TM2

M-NET伝送線 シールド

①② A B S
TM2

MAリモコン線

CN25

1 3

×チャ

ダイダイ
アカ

使用しないため確実に絶縁処理します。

ヒューミディスタットなど
（加湿許可時：閉）

配線長は最大10mまで 接点定格　DC15V、0.1A以上
最小適用負荷　1mA以下

①② A B S C
TM2

③④
TM3

COM

電源

ランプ
または
管理機器

▶ 伝送線（M-NET 伝送線）と接続する場合…………………………………………………………………………   21ページ
▶ ヒューミディスタットなどと接続する場合…………………………………………………………………………… 21ページ
▶  MA スマートリモコンを接続する場合………………………………………………………………………………… 21ページ
▶  異常信号、バイパス信号を取り出す場合… ………………………………………………………………………… 21ページ
▶  電動ダンパーなどと接続したり、運転信号を取り出す場合………………………………………………………… 22ページ
▶  外部で強 / 弱 / 微弱運転切換をする場合（CO2 センサーなどを接続する場合）… …………………………… 22ページ
▶  外部で普通換気（バイパス換気）切換をする場合… ……………………………………………………………… 22ページ
▶  遠方 / 手元切換・発停入力を使用する場合… ……………………………………………………………………… 23 ページ
▶ 湿度センサー「PGL-50HE」を接続する場合……………………………………………………………………… 23 ページ

伝送線……�室外ユニットまたは室内ユニット、ME リモ
コン（使用する場合のみ）と外気処理ユニッ
トをつなぎます。（無極性）

種類（シールド線　CVVS・CPEVS またはこれに相当するもの）
●ノイズ対策のため、必ずシールド線を使用してください。

線径　1.25mm2 以上
●伝送線を伝送線用端子台（TM2）のⒶⒷに確実に接続します。

リモコン線……MA スマートリモコンと外気処理ユニッ
トを接続する。（無極性）

	 リモコン線をMAリモコン用端子台（TM2）
の①②に確実に接続します。

種類　2 芯シース付ケーブル
線径　0.3mm2

結線図を参照して端子台 (TM3) の③と COM に接続します。

回路基板コネクタ CN25 に別売の遠方発停用アダプ
ター（PAC-SE55RA）を使用して、①②にヒューミディ
スタットなどを接続します。
※�MAスマートリモコン（PAR-32MA）使用の場合、「加湿自動」選択時のみ本機能は有効
になります。
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 ▶伝送線（M-NET 伝送線）と接続する場合  ▶ MA スマートリモコンを接続する場合

 ▶ヒューミディスタットなどと接続する場合

 ▶異常信号、バイパス信号を取り出す場合

●MEリモコンを接続した場合、MAスマートリモコンとの
併用はできません。

●伝送線用端子台には200V 電源を接続しないでくださ
い。（故障します。）

●ロスナイリモコン（PZ-52SF3）は接続できません。

●AC 100V 2A / AC 200V 1Aを超える機器は接続
できません。

●異常信号、バイパス信号のどちらを取り出すかは、機能
切換スイッチ（SW4-4〜 6）にて行います。

●TM3 ④と併用する場合
　③④の合計値をAC 100V 2A / AC 200V 1A 以下
にしてください。 COM で配線を共締めしないでください。

●端子台のネジは0.5N・mより大きなトルクで締めな
いでください。基板が破損するおそれがあります。

▶お願い

▶メ モ ●端子台のネジは0.5N・mより大きなトルクで締めな
いでください。基板が破損するおそれがあります。

▶お願い

●端子台のネジは0.5N・mより大きなトルクで締めな
いでください。基板が破損するおそれがあります。

▶お願い

▶メ モ
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C③④
TM3

電動ダンパー

電源 ランプ

風量・換気
モード切換入力

使用しないため確実に絶縁処理する

ダイダイ 3
アカ 2

SW1：強運転スイッチ
（閉時、強運転します）

SW1 CN16
チャ 1

遠方表示用アダプター（別売）
PAC-SA88HA

外気処理ユニット
制御基板

CO2センサーなど
（CO2増加時：閉）

キ 4
ミドリ 5

配線長は最大10ｍまで

使用しないため確実に絶縁処理する

キ 4

ダイダイ3
アカ 2

ミドリ 5

SW1：弱運転スイッチ
（閉時、弱運転します）

SW1
CN16

風量・換気
モード切換入力

チャ 1

遠方表示用アダプター（別売）
PAC-SA88HA

CO2センサーなど
（CO2減少時：閉）

配線長は最大10ｍまで

外気処理ユニット
制御基板

風量・換気
モード切換入力

CO2センサーなど
（CO2減少時：閉）

外気処理ユニット
制御基板

使用しないため確実に絶縁処理する

キ 4

ダイダイ3
アカ 2

ミドリ 5

SW1：微弱運転スイッチ
（閉時、微弱運転します）

SW1

CN16
チャ 1

遠方表示用アダプター（別売）
PAC-SA88HA

配線長は最大10ｍまで

使用しないため確実に絶縁処理する

キ 4
ダイダイ3
アカ 2

ミドリ 5

SW1：普通換気運転スイッチ
(閉時、普通換気運転します)

SW1

CN16
チャ 1

遠方表示用アダプター(別売)
PAC-SA88HA

配線長は最大10ｍまで

風量・換気
モード切換入力

外気処理ユニット
制御基板

結線図を参照して端子台 (TM3) の④と COM に接続します。

市販の CO2 センサーなどを使用し、図のようにコネクタ
( 風量・換気モード切換用 )CN16 へ別売の遠方表示用
アダプター (PAC-SA88HA) を差し込んで結線します。

SW１「ON」時はリモコンの設定に関係なく外気処理
ユニットの風量は強運転となります。
常時弱または微弱運転で換気を行い、外部のセンサーで
室内空気の汚れを検知したときに強運転になるような使
い方をします。

SW１「ON」時はリモコンの設定に関係なく外気処理
ユニットの風量は弱運転となります。
常時強運転で換気を行い、外部のセンサーで室内空気の
汚れが少ないときに弱運転となるような使い方をします。

SW１「ON」時はリモコンの設定に関係なく外気処理
ユニットの風量は微弱運転となります。
常時強運転で換気を行い、外部のセンサーで室内空気の汚
れが少ないときに微弱運転となるような使い方をします。

コネクタ ( 風量・換気モード切換用 )CN16 へ別売の遠
方表示用アダプター (PAC-SA88HA) を差し込んで結
線します。
SW１「ON」時はリモコンの設定に関係なく外気処理ユ
ニットの換気モードは普通換気となります。

●外部入力信号に対する応答時間は、下表のようになります。

●AC 100V 2A / AC 200 V 1Aを超える機器は接続
できません。

●TM3 ③と併用する場合
　③④の合計値をAC 100V 2A / AC 200V 1A 以下
にしてください。 COM で配線を共締めしないでください。

外部信号形態 応答時間

パルス信号／遠方入切信号 最大 200msec

※ 24 時間換気運転中は外部風量切換できません。
※パワー給排気運転中は外部風量切換は有効です。
※�1つのグループ内に複数台の外気処理ユニットが接続されている場合について

も、それぞれ入力を行ってください。外部風量切換入力された外気処理ユニッ
トのみ風量が切り換わります。

※CO2 センサーなどの信号では運転 /停止は行えません。（CO2 センサーなどの
信号は運転中に有効となります。）

※ �暖房時外気温度が15℃以下、冷房・送風時8℃以下のときは熱交換換気となります。
※ �1つのグループ内に複数台の外気処理ユニットが接続されている場合には、それ

ぞれ入力を行ってください。普通換気切換入力された外気処理ユニットのみ換
気モードが切り換わります。

1. 外部で強制強運転させる場合

2. 外部で強制弱運転させる場合

3. 外部で強制微弱運転させる場合
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 ▶電動ダンパーなどと接続したり、運転信号を
　取り出す場合

 ▶外部で強 / 弱 / 微弱運転切換をする場合　
　（CO2 センサーなどを接続する場合）

 ▶外部で普通換気（バイパス換気）切換をする場合

●端子台のネジは0.5N・mより大きなトルクで締めな
いでください。基板が破損するおそれがあります。

▶お願い

▶メ モ
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配線長は最大10ｍまで

遠方発停用アダプター
（別売）

PAC-SE55RA
外気処理ユニット
制御基板

CN32

チャ 3

アカ 2

ダイダイ 1

リレー回路遠方制御盤

SW1

SW2

Y

X

Y

X

リ
レ
ー
電
源

SA1 SA2

SA3

SA3
分岐口

分流コントローラー
分岐口No.設定スイッチ

キ 3
シロ 2

アカ 1 CN23

湿度センサー（別売）
PGL-50HE

外気処理ユニット
制御基板

コネクタ（遠方入力）CN32 へ別売の遠方表示用アダプ
ター (PAC-SE55RA) を差し込んで結線します。

コネクタ（PGL-50HE センサー接続用）CN23 へ別売
システム部材の湿度センサー (PGL-50HE) を差し込んで
結線する。外気処理ユニットへの取り付け及び配線方法は、
PGL-50HE の据付工事説明書を参照ください。

SW1　�「ON」時はリモコンでの運転 /停止ができません。
SW2　�SW1　「ON」時は SW2 の ON で運転、SW2

のOFFで停止ができます。
SW1：遠方／手元切換スイッチ
SW2：発停スイッチ
X．Y：リレー ( 接点定格 DC12V 1mA)

室内湿度を検知して、加湿運転を行う場合に使用します。
（過加湿防止用）
機能設定�を併せて設定してください。
※1つのグループ内に複数台の外気処理ユニットが接続されている場合には、それ
ぞれの外気処理ユニットへ湿度センサーを接続してください。湿度センサーを接
続した外気処理ユニットのみ設定した室内湿度で加湿運転をON/OFF します。

※ �MAスマートリモコン（PAR-32MA）使用の場合、「加湿自動」選択時のみ本機
能は有効になります。

外気処理ユニットの M-NET アドレスを設定します。
（アドレスの決めかたについては現地のシステムにより
異なりますので技術資料などを参照してください。）

R2、WR2シリーズの室外ユニットを使用している場合、
分岐口 No. の設定が必要です。

1.� �コントロールボックスカバーをはずします。
●� 後で取り付けるまでなくさないよう保管してください。

2.� �基板上のアドレス設定スイッチを回します。
●� 左側(SA1)が10の位、右側(SA2)が1の位を示します。
●� 工場出荷時は「00」です。
●� �アドレス番号は1〜50で設定してください。

1.� �コントロールボックスカバーをはずす。
●� 後で取り付けるまでなくさないよう保管してください。

2.� �基板上の分流コントローラー分岐口 No. 設定ス
イッチ (SA3) を回します。

●� 外気処理ユニットの冷媒配管と接続されている分流コン
トローラーの接続口No. と同一にします。

●� 工場出荷時は「0」です。
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 ▶遠方 / 手元切換・発停入力を使用する場合  ▶湿度センサー「PGL-50HE」を接続する場合

3. アドレス設定及び分流コントローラー分岐口 No. 設定方法
1　アドレス設定のしかた　

2　分流コントローラー分岐口 No. の設定

●必ず元電源を切った状態で行ってください。 ●リモコンもアドレス設定が必要な場合があります。ご使用
のリモコン付属の取扱説明書をお読みください。

▶お願い ▶メ モ

●必ず元電源を切った状態で行ってください。
▶お願い
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1. �使用条件（空気条件）について 1. �故障の原因となりますので現地改造はしないで
ください。

2. �高湿度条件の場合

2. �メンテナンススペース

3. �外気取入口の設置場所

5. �本体の固定について

4. �ダクトの断熱処理（結露・結氷防止など）

3. �室内外の空気について

4. �塩害・温泉害などについて

5. �冷気ならびに霧の侵入について

6. �虫侵入対策について

機種によって使用できる空気条件（温湿度）が異なります。
三菱換気送風機総合カタログ巻末の技術・据付・資料編の
据付編にあるロスナイご使用上の注意事項をご覧いただき
条件を満足する環境でご使用ください。
外気０℃以下で室内吸込空気（RA）が露点温度９℃以上
の場合（例：温度２２℃、相対湿度４５％ )は、製品外部を
断熱材で対策しても製品内部に結露が発生します。
このような条件下では耐湿形ロスナイをご使用ください。

温水プール、浴室、きのこ栽培室などの高温多湿条件（３０℃
以上の時、相対湿度８０％以上）や霧の多発地帯で使用す
る場合、エレメント内部に結露が生じてドレンが発生するこ
とがあります。
このような条件下においては、外気処理ユニットは使用で
きませんので、耐湿形ロスナイを使用してください。

エアフィルター、ロスナイエレメント、加湿エレメント取
出側にはメンテナンスのための点検口（□４５０または□
６００）を必ず設けてください。

排気ガス・工場排煙ならびにごみ保管・処理の空気など異
臭の原因になる劣悪な空気が吸い込まれない位置、及び積
雪によって埋もれない位置に外気取入口を設置ください。
また、火山灰の影響を受ける地域では、外気取入口にフィ
ルターなどの除去装置を取り付けてください。

吊りボルトは耐震など必要に応じ、振れ止め用耐震支持部
材にて補強を行ってください。

使用条件によってはダクトに結露し天井材を汚損することが
ありますので以下の点にご注意ください。
①室外側［外気 (OA) 及び排気 (EA)］ダクト及び室内側
の給気 (SA)ダクトは断熱処理を行ってください。

②天井裏の空気条件によっては室内側［給気 (SA) 及び還
気 (RA)］ダクトが結露することがありますので、この場
合はダクトに断熱処理を行ってください。

③製品を運転しない場合でも室内外の圧力差や外風により
外気が製品内に侵入する場合があります。電動ダンパー
との併用をおすすめします。

④寒冷地域などでは使用条件範囲内で使用した場合でも、
外気条件と天井裏温湿度条件※１に

　よって、本体表面及びダクト接続部他が結露、結氷する
おそれがあります。

　このような条件下で使用される場合は、断熱材の追加工
事を実施してください。

※１ 結露条件例　外気：－５℃以下、設置場所露点温度：１０℃以上
　　（天井裏温度２２℃以上で相対湿度５０％以上のときなど）

⑤夏期冷房（冬期暖房）時、ロスナイ本体の設置雰囲気
温度が高温（低温）になる場合、室内側［給気 (SA)
及び還気 (RA)］ダクトは加温（冷却）されて熱回収効
果が減少してしまうため、断熱処理することをおすすめ
します。

室内空気 (RA)、室外空気 (OA) 及び製品据付場所の空気
が、酸・アルカリ・有機溶剤・オイルミスト・塗料・殺虫剤
などの有害ガス、腐食性成分を含んだ空気の場合、使用で
きません。

製品の安全上、塩害・温泉害等の発生している場所でのご
使用は避けてください。
錆の発生及び絶縁劣化による漏電火災や故障の原因となり
ます。（塩害の発生している場所でご使用する場合は外気
(OA)ダクトの途中に塩害防止フィルターを取り付けてくだ
さい。）

寒冷地や外風の強い場所ならびに霧の発生しやすい場所で
は運転停止時に、冷気・外風・霧が侵入することがあります。
侵入防止策として「電動ダンパー」の併用をおすすめします。

一般的に、郊外建物などで給気側屋外フード近くに窓面な
どがあり、照明光に虫が集まりやすい環境下においては給
気側屋外フードから製品内に侵入した虫が、室内に侵入す
る場合がありますので、別売のシステム部材「フィルター
付給気グリル」をご使用ください。
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6. �雨水の浸入防止

8. �給水配管、ドレン配管工事

7. �ダクト方向変更時

雨水を機内に浸入させないために以下の点にご注意ください。
①ベントキャップ・丸形フードは直接雨水がかかる場所で
は使用しないでください。

　フードに直接水がかかる場合、深形フード及びウエザー
カバーをご使用ください。

②深形フードをご使用の場合、深形フード（壁）から「ロ
スナイ」本体までのダクト長さを次の通りとしてくださ
い。

　PZ-10,15,20VSタイプの場合・・・１ｍ以上、
　PZ-25VSタイプの場合・・・２．５ｍ以上
③室外側［外気 (OA) 及び排気 (EA)］ダクトは壁側へ１
／３０以上の下り勾配をつけてください。

①給水は市水または上水を使用し、給水管系には必ずサー
ビス弁・排水弁を設けてください。　　

②加湿器への給水は、公共の水道管に直接接続すること
もできます。（公共の水道管に接続する場合、地区によ
り規制を受ける場合がありますのであらかじめ所轄官庁
にご相談ください。）

③給水管と本体給水口は振動などを吸収させるため、市
販の可とう性のあるフレキシブルパイプなどで接続し、
必ず防露工事を施してください。

④給水圧力は水道管に接続する場合、シスターンタンク
を使用する場合、いずれの場合も2.0×104Ｐａ～
49.0×104Ｐａになるように設定してください。

⑤給水配管工事の際、切り粉などが入らないよう真水でき
れいに洗い流してから配管するか、配管の途中に排水
弁を設け、水の白濁がなくなるまで十分予備排水を行っ
てください。

　（排水が不十分な場合は減圧電磁弁の故障や加湿エレメ
ントの機能低下の原因になります。）

⑥配管工事に際して、加湿エレメントの引き出しができる
ようドレン配管及び給水配管を配管してください。

　なお、サービス弁及び排水弁は点検口から届く範囲に
設置してください。

⑦加湿器への給水温度は４０℃以下としてください。
⑧凍結のおそれのある地域では給水配管に必ず凍結防止
（凍結防止用ヒーターなど市販品の施工）を実施して
ください。

※冬季（加湿時期）に凍結防止用ヒーターの電源を入れるよう使用される方に説明し
てください。

※停止時の凍結を防止するために必ず電動ダンパーを併用してください。

⑨ドレン配管は必ず実施し、ドレン配管の途中に水がたま
らないよう勾配（1/100以上）をつけてください。ま
た、ドレン配管にトラップは設けないでください。

⑩ドレン配管は硬質塩ビパイプ一般管ＶＰ－２５（外径φ
３２）を使用してください。

⑪必ず付属のドレンホースを使用し、外気処理ユニットド
レン排出口と現地配管の工事を行ってください。ドレン
ホースの透明カフスは必ずドレン配管側に接続（排水の
流れを可視化するため）してください。

⑫ドレンホースに無理な引張、圧縮荷重がかからないよ
うにしてください。

⑬本体ドレン接続口、現地配管とドレンホースの接続部
は日本水道協会規格品の硬質塩化ビニール管用接着剤
を使用し、接合及び止水をしてください。また、差込
部が抜けないよう付属の結束バンドにて、固定してく
ださい。

⑭製品本体が水平、もしくはドレン排出口側に傾けて（１°
以内）ドレン皿に水が溜まらないように取り付けられて
いることを確認してください。

　上記取付が守られない場合は、排水されず残水の不純
物（白粉など）の発生の原因となります。

⑮給水管・ドレン配管には防露工事を行ってください。
⑯本体の据付場所及び加湿部分への流入空気条件が０℃
以下にならないようにしてください。

⑰試運転や立会検査実施後及び長期間（２～３週間以
上）加湿機能を使用しない場合には、給水バルブを閉
止し排水弁を用いて製品本体内の水抜きを実施し、加
湿「切」にした上で、累計２４時間以上「強」ノッチ
運転で送風機を運転し、加湿エレメント内に水分が残
留しないようにしてください。

　水分が残っていると腐敗し異臭が発生する場合があり
ます。

　給水バルブ・サービス弁を閉止しない場合、凍結・
ウォータハンマなどの影響により減圧電磁弁・スト
レーナが破損し水漏れの原因となります。

　なお、異臭が発生した加湿エレメントは交換すること
になります。

⑱製品を運転しない場合には、凍結防止のため水抜きの
実施または凍結防止用ヒ－タ－ ( 市販品）の電源を入
れるなどの処置を施してください。

　（製品内の水抜きは、製品外部の給水管系の排水弁を
用いて実施してください。）

⑲給水装置の水圧検査時には、必ずサ－ビス弁を閉じて
から行ってください。

　（減圧電磁弁・ストレ－ナが破損し水漏れの原因とな
ります。）

⑳ドレン配管を集合配管とする場合、集合配管につなが
る他製品の運転の影響で排水が戻らないように、ドレ
ン排出口より低い位置（約１０cm）から配管してく
ださい。

�ドレン配管にドレンポンプ（ドレンアップメカ）を接
続してドレン排水を処理しないでください。

� 詳しくは据付工事説明書をご覧ください。

ダクト（OA、EA）方向変更時は、据付工事説明書を参
照ください。
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9. �電気工事について 11. �２４時間運転について

10. �その他

①必ずＤ種接地工事によるアース工事を実施してください。
②電気配線工事は電力会社の認定工事店で行ってください。
③電源には、必ず漏電遮断器を取り付けてください。
④ユニットの外部では、制御回路の電線（リモコン線・
伝送線）と電源配線が直接接触しないように配線して
ください。

⑤配線の接続はネジの緩みのないように確実に行ってく
ださい。

⑥天井裏内の配線（電源線・リモコン線・伝送線）はネ
ズミなどにより、かじられ切断する場合があるため、
できる限り鉄管などの保護管内に通してください。

⑦MAリモコン用・伝送線用端子台には200V電源を
接続しないでください。（故障します。）

⑧室内ユニットとリモコン及び室外ユニットを必ず配線
接続してください。

⑨制御配線には、「伝送線」と「リモコン線」があります。
システム構成により、配線の種類及び許容長が異なり
ます。配線工事の前に、必ず室外ユニットの据付工事
説明書をご覧ください。

⑩伝送線と他の伝送線及び電源線とは5㎝以上離して配
線してください。

⑪電源線・伝送線などはメンテナンスのじゃまにならな
いように配線工事をしてください。　

２４時間運転される場合は、以下の内容にご注意願います。
①２４時間（常時）運転した場合、使用条件範囲内で使
用した場合でも、外気条件と天井裏温湿度条件

　（結露条件例　外気：０℃以下、据付場所露点温度：
１０℃以上（天井裏温度２２℃以上で相対湿度５０％
以上のときなど））によっては本体表面及びダクト接
続部が結露・結氷するおそれがありますので結露防止
対策（断熱材の追加工事）を施してください。

②寒冷地域など終日または一時的に使用条件範囲外にな
る場所では２４時間運転はできません。

　使用条件範囲外となるときは運転を停止してください。
③山間部、湖、海岸など霧・もや・高湿度な空気の発生
のおそれがある地域において２４時間換気を行う場合
は、フィルター、ロスナイエレメントから水滴が垂れ
機外に水が漏れることがあります。製品保護のため、
外気処理ユニットは送風機を自動的に微弱風量運転ま
たは停止させます。

　ご使用になられる地域ごとに設定を切り換えてくださ
い。設定方法については据付工事説明書をご覧ください。

　気象庁気象統計データでは霧が多く発生する地域は、
下表となっていますので参考にしてください。

④虫侵入防止対策を実施してください。

・紫外線に当たると断熱材が劣化するため、紫外線の当た
る場所に据付しないでください。

・濡れて困るものの上に製品を据え付けしないでください。
  外気や据付場所の温湿度条件により製品から露が落ちる
場合があります。

・フード類について
①ステンレス製の屋外部材（フード類）は、海岸沿い及
び潮風の当たる地区に設置されると、錆が発生します
ので塗装品（受注品）をご使用ください。

②防虫網付きの屋外フードは、防虫網の清掃ができない
場合使用しないでください。

③屋外取付用のフードやベントキャップは、下水の臭気抜
き用途としてご使用できません。

・フレキサイレンサーについて
  フレキサイレンサーは、浴室や台所などの湿気の多い所
でご使用にならないでください。
   吸湿による落下や油付着の原因となります。
・製品の表面に８mm程度の断熱材が貼付けされていま
す。搬入据付時に断熱材を傷付けないように注意してく
ださい。

都道府県名 地域名

北海道 稚内、北見枝幸、釧路、雄武、紋別、網走、寿都、江差、
苫小牧、室蘭、浦河、帯広、根室

青森 八戸

岩手 宮古

宮城 石巻

福島 小名浜

栃木 奥日光

千葉 銚子、館山

静岡 石廊崎、御前崎

長野 軽井沢

高知 室戸岬

長崎 平戸、雲仙岳

熊本 阿蘇山

■霧多発地域
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冬季室内を暖房しているとき「普通換気」で運転しない
でください。
本体に結露を生じ天井などを汚す原因となります。
手元リモコンで「普通換気」に設定した場合でも結露防

止のため外気が８℃以下では、自動的に「ロスナイ換気」
となります。（この場合リモコンの表示は「普通換気」の
ままです。）

メンテナンスの頻度ならびに方法につきましては、カタログ
（ロスナイご使用上の注意事項）及び取扱説明書をご覧
ください。
部品の交換時期はご使用条件によって大きく異なりますが
主なメンテナンス部品の一般的な交換目安は以下の通り
と考えています。（保証期間ではありません。）
・ロスナイエレメント	：定期的な清掃が実施されれば１０年

程度使用できます。
・エアフィルター	 ：定期的な清掃が実施されれば５年

程度使用できます。
・高性能フィルター	 ：３０００時間
・モーター	 ：３００００時間
・加湿エレメント

・湿度センサー：約５年 (２４時間 /日×３６５日 /年×５年	
	 ＝４３８００時間を想定 )

「建築物における衛生的環境の確保に関する法律施行規則」
（略称：建築物衛生法〔旧ビル管理法〕）では、衛生上必
要な措置として下記が義務付けられています。（2003
年 4月施行）
｢加湿装置について、使用開始時及び使用期間中の１ヶ
月以内ごとに１回の定期点検（必要に応じて清掃）、排
水受け（ドレン受けなど）を備えるものは同じく１ヶ月
以内ごとに１回の定期点検（必要に応じて清掃）、１年
に１回の定期的な清掃を求めています。｣ 準拠した対応
をお願いします。

硬度 25 硬度 50 硬度 100

交換の目安 5年 3 年 2 年

※水道水内の不純物や混入物質が加湿エレメント内に堆積するため、加湿能力は
徐々に低下します。

※加湿能力が６０～８０％程度まで低下した場合を交換の目安としています。
※運転時間：１０時間 / 日×２０日 /月×５か月 / 年＝１０００時間 /年を想定。
※不純物の堆積具合は、水質（硬度、不純物の種類と量、ｐＨ、温度他）や使用条
件などに大きく左右されます。
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し
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
定
期
的
な
冷
媒
漏
え
い
点
検
（
保
守
契
約
な
ど
に
よ
る
、

遠
隔
か
ら
の
冷
媒
漏
え
い
の
確
認
な
ど
の
、
総
合
的
な
サ
ー
ビ
ス
も
含
む
）（

い
ず
れ
も
有
償
）
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

定
期
的
な
漏
え
い
点
検
で
は
、
漏
え
い
点
検
資
格
者
に
よ
っ
て
「
漏
え
い
点
検
記
録
簿
」
へ
、
機
器
を
設
置
し
た
と
き
か
ら
廃
棄
す
る
と
き
ま
で
の
す
べ
て
の
点
検
記
録
が
記
載
さ
れ
ま
す
の
で
、
お
客
様
に
よ

る
記
載
内
容
の
確
認
と
そ
の
管
理
（
管
理
委
託
を
含
む
）
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

な
お
、
詳
細
は
下
記
の
サ
イ
ト
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

※
JR

A：
社
団
法
人
 日

本
冷
凍
空
調
工
業
会

・
JR

A
 G
L-
14

に
つ
い
て
　
ht
tp
:/
/w

w
w
.jr
ai
a.
or
.jp
/i
nd

ex
.h
tm

l
・
フ
ロ
ン
漏
え
い
点
検
制
度
に
つ
い
て
　
ht
tp
:/
/w

w
w
.ja
ra
c.
or
.jp
/r
oe

i/

様
式

1
　

冷
媒

漏
え

い
点

検
記

録
簿

（
汎

用
版

）
年
　
　
　
月
　
　
　
日
〜
　
　
　
年
　
　
　
月
　
　
　
日
　
　

管
理

番
号

施
設

所
有

者
設

備
製

造
者

施
設

名
称

系
統

名
設

置
年

月
日

施
設

所
在

地
電

話

使
用

機
器

型
式

製
品

区
分

運
転

管
理

責
任

者
電

話
製

番
設

置
方

式
現
地
施
工

点
検

事
業

者
会

社
名

責
任

者
用

途
空
調
用

検
知

装
置

所
在

地
電

話
冷

媒
量

（
kg

）
合

計
充

填
量

合
計

回
収

量
合

計
排

出
量

排
出

係
数（

％
）

使
用

冷
媒

R
4
1
0
A

初
期

充
填

量
（

kg
）

点
検

周
期

基
準

実
施（

月
）

作
業

年
月

日
点

検
理

由
充

填
量

（
kg

）
回

収
量

（
kg

）
監

視・
検

知
手

段（
最

終
）

セ
ン

サ
ー

型
式

セ
ン

サ
ー

感
度

資
格

者
名

資
格

者
登

録
N

o.
チ

ェ
ッ

ク
リ

ス
ト

N
o.

確
認

者

28

MEMO 　

▶技術設計編 ＜第3章　据　　  付　　  工　　  事＞

　 

据　

付　

工　

事

第3章

01_技術設計編.indd   28 11.9.12   5:36:48 PM



室内ユニット
外気処理ユニット

除加湿優先制御時 外気温度制御時

暖房 加湿 暖房

冷房、ドライ 除湿 冷房

送風 送風 送風

運転モード 属性 FU 属性 IC

加湿（暖房）
室内ユニットの運転モードに連動
【暖房】＞【冷房】＞【送風】

の優先順位で連動 運転モード切換ボタンを
操作して選択します。

除湿（冷房）

送風

自動 設定できません。

属性 機能切換スイッチ 説明・動作

属性
FU

SW3-1：OFF
（工場出荷時）

室内ユニットと連動運転させるシステム
（室内ユニットからの指令によって動作します。）

属性
IC SW3-1：ON 室内ユニットと連動運転しないシステム

（リモコンからの操作によって動作します。）

制御名 特　長 運転モード表示

除加湿優先制御※2 設定温度によらず、【加湿】／【除
湿】を優先した運転を行います。

【加湿】／【除湿】
／【送風】※1

外気温度制御

外気温度と設定温度を比較し、
直膨コイルのサーモ ON／OFF
する運転を行います。中間期な
どに積極的にサーモ OFF させ
たい場合に使用します。

【暖房】／【冷房】
／【送風】

LGH-＊＊RDF6は、2つの制御タイプを備えています。

※1：�MA スマートリモコン（PAR-32MA）使用時（属性 IC）に限ります。	 �
属性 IC 時に使用するMEリモコン、集中管理リモコンや、属性 FU 時に室内
ユニットに接続されるMAリモコン、MEリモコン、集中管理リモコンでは、【加
湿】→【暖房】、【除湿】→【冷房】と読み替えてリモコン表示します。

※2：�マルチ S室外ユニットと接続した場合は、除加湿優先制御ができません。外
気温度制御に設定してご使用ください。

※�連動室内ユニットがすべて停止しているときに、室内ユニットのリモコン（MAま
たはMEリモコン）から「換気」運転操作をすると外気処理ユニットは【送風】
モードで運転します。

外気処理ユニットは、2つの属性を備えています。シス
テムによって切り換えて使用します。

外気処理ユニットの運転モードは【加湿（暖房）】、【除
湿（冷房）】、【送風】、【自動】の4つがあり、運転モー
ド決定方法は属性によって異なります。

連動関係にある室内ユニットと同じ運転モードになります。
ただし、室内ユニットが【ドライ】モードのときは、外
気処理ユニットは【除湿（冷房）】モードになります。

・�リモコンからの操作によって、運転モードが決定されます。�
�また、除加湿優先制御時のMAスマートリモコン（PAR-
32MA）の表示は、【加湿】、【除湿】、（【自動】）、【送風】
となります。

・�MEリモコン（PAR-F29ME）、あるいは外気温度制御
時のMAスマートリモコン（PAR-32MA）の表示は、【暖
房】、【冷房】、（【自動】）、【送風】となります。

・�LGH-＊＊RDF6では、属性 IC時に接続可能な手元リモ
コンは、MAスマートリモコン（PAR-32MA）、MEリ
モコン（PAR-F29ME）のみです。

・�除加湿優先制御で使用する場合、設定温度は変更でき
ません。					     �
また、MAスマートリモコンは設定温度が表示されませ
ん。MEリモコンは設定温度を変更しても自動的に固定
値に復帰します。

・�【自動】モードとは、【加湿（暖房）】モードと【除湿（冷
房）】モードを外気処理ユニットが自動で判別して切り
換える運転モードのことです。

・�【自動】モードは、室外ユニットが2管式冷暖同時「シ
ティマルチ R2Eeco またはWR2Eeco」シリーズの
とき、または、室外ユニットが2管式冷暖同時「シティ
マルチ R2Eeco またはWR2Eeco」シリーズ以外の
室外ユニットに1つのグループ接続でシステム構成さ
れているときに設定が可能です。

・�室外ユニットの機種により、【自動】、【加湿（暖房）】
機能がない場合があります。

2台以上の室内ユニットと連動し、連動している室内ユ
ニットの運転モードが異なる場合、外気処理ユニットの
運転モードは【加湿（暖房）】＞【除湿（冷房）】＞【送風】
の優先順で決まります。

※室外ユニットの機種により、【自動】、【加湿（暖房）】機能がない場合があります。

暖房 冷房 冷房 加湿（暖房）

冷房 送風 送風 除湿（冷房）

（室内ユニット1）（室内ユニット2）（室内ユニット3）

〈例1〉

〈例2〉

外気処理ユニット
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 ▶ 属性 FU 時の運転モードについて

▶ 属性 IC 時の運転モードについて

▶ 属性 IC 時の自動運転モードについて

1. 外気処理ユニットの制御
1　制御タイプ

2　属性切換

3　運転モード
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外気処理ユニット
ON状態

除湿（冷房）
モード

加湿（暖房）
モード

Yes

No
外気温度≧目標温度

Yes

No連続3分以上
外気温度＞除湿サーモOFF温度

連続3分以上
外気温度＜加湿サーモOFF温度

除湿（冷房）
モード

加湿（暖房）
モード

加湿（暖房）モードで運転中

Yes

No

除湿（冷房）
モード

加湿（暖房）
モード

除湿（冷房）モードで運転中

外気処理ユニット
ON状態

冷房モード 暖房モード

Yes

No直膨コイル通過前温度≧リモコン設定温度

1. 自動運転開始時（除加湿優先制御時）

2. 運転中の運転モード変更時（除加湿優先制御時）

3. 自動運転開始時（外気温度制御時）

外気温度と除湿サーモOFF温度及び加湿サーモOFF温度から算出した目標温度を比較して運転モードを決定します。

除湿（冷房）時は、外気温度と除湿サーモOFF温度を比較して運転モードを切り換えます。
加湿（暖房）時は、外気温度と加湿サーモOFF温度を比較して運転モードを切り換えます。

例）外気温度0℃、室内温度22℃でリモコン設定温度22℃の場合
�直膨コイル通過前温度＝外気温度－（外気温度－室内温度）×0.75＝0－（0－22）×0.75＝16.5℃より「直膨
コイル通過前温度16.5℃＜リモコン設定温度22℃」となり、外気処理ユニットは【暖房】モードで運転します。

�直膨コイル通過前温度とリモコン設定温度を比較して運転モードを決定します。

目標温度は、以下にて算出しています。
・除湿（冷房）サーモ OFF 温度：25℃（工場出荷時）
・加湿（暖房）サーモ OFF 温度：21℃（工場出荷時）

目標温度 =（除湿サーモ OFF 温度 + 加湿サーモ OFF 温度）／ 2
　　　　=（25+21）／ 2
　　　　=23℃（工場出荷時）

直膨コイル通過前温度は
・ロスナイ換気時：外気温度－（外気温度－室内温度）× 0.75
・普通換気時  　：外気温度
として算出しています。
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冷房モードで運転中

冷房モード 暖房モード

連続3分以上
外気温度＞リモコン設定温度+4℃

暖房モード 冷房モード

連続3分以上
外気温度＜リモコン設定温度－4℃

Yes

No

暖房モードで運転中

Yes

No

外気温度
[℃]

23
22

20
19

21

サーモOFF

サーモON

…
…

外気温度
[℃]

27

26

24

23

25

サーモON

サーモOFF

…
…

外気温度
[℃]

27

26

24
23
22

21

25

【除湿】運転
モード
サーモON

遷移領域
サーモOFF

【加湿】運転
モード
サーモON

…

20
19

…

4. 運転中の運転モード変更時（外気温度制御時）

1. 加湿（暖房）運転モード時

3. 自動運転モード時（属性 IC 時のみ）

2. 除湿（冷房）運転モード時

外気温度とリモコン設定温度±4℃を比較して運転モードを決定します。

外気温度21℃までサーモON運転
外気温度21℃を超えるとサーモOFF運転

外気温度＜21℃のとき、【加湿（暖房）】モードでサー
モON運転
�外気温度＞25℃のとき、【除湿（冷房）】モードでサー
モON運転
21℃≦外気温度≦25℃のとき、
前の運転モードを維持してサーモOFF運転（遷移領域）

例）
�外気が低温から温まっていく場合
�外気が上昇し、外気温度≧21℃になると、【加湿（暖房）】
モードでサーモOFFします。
更に上昇し、外気温度＞25℃になると、運転モードが【加
湿（暖房）】➡【除湿（冷房）】となり、【除湿（冷房）】モー
ドでサーモON運転します。

外気温度25℃を超えるとサーモON運転
外気温度25℃までサーモOFF運転

 �LGH- ＊＊ RDF6 タイプより、加湿OFF（温風吹出防
止のため）時、または微弱風量（直膨コイルの着霜凍
結保護のため）時はサ－モOFFするようにしています。

4　温調制御

製品内蔵の外気温度センサーにて計測した外気温度に応じ
て、運転モードと温調制御を決定します。
※基本的に温調制御に室温は関与しませんので、外気処理ユニットでの室温制御はできません。

 ▶ �除加湿優先制御時の温調制御条件（直膨コ
イルのサーモ判定）
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0

50

100

0 5 10 15 20 25
外気温度（℃）

外
気
相
対
湿
度
（
％
）

加湿モード
サーモOFF温度

サーモOFF

50％運転

25％運転

100％運転

60

70

80

90

10

20

30

40

外気処理ユニット基板 MA スマートリモコン（PAR-32MA）
モード 動　　作

機能切換スイッチ スイッチ設定 機能設定 No. 機能設定値

SW3-2
2

ON
OFF

52

0 しっかり
加湿モード

通常通り加湿運転を行います。（工場出荷時）加湿を優先して直
膨コイルの温調制御を行います。

2

ON
OFF 1 マイルド

加湿モード

外気処理ユニットの外気温度、外気湿度検知値より、加熱量を抑
えた運転を行います。吹出温度を抑えながら加湿する場合に使用
します。

4. しっかり加湿、マイルド加湿
（1）しっかり加湿（加湿優先）モード

リモコンの設定温度と外気温度を比較して直膨コイルの温調制御を行う「外気温度制御」に比べ、「しっかり加湿モー
ド」は、外気温度が 21℃まで暖房能力を落さずサ－モＯＮ加湿を継続しますので、湿度が不足しやすい中間期
（春・秋）でも室内を加湿できます。

（2）マイルド加湿（吹出温度セーブ）モード
人体やOA機器からの発熱が多く、冬でも冷房を行うような場合、加湿運転時に加える熱が空調負荷を増大させて
います。「マイルド加湿モード」は、外気の温度と湿度を検知して加湿運転時に加える熱量を自動調節します。

※マイルド加湿モードは吹出温度を一定にする機能はありません。

（3）マイルド加湿モード時の直膨コイル容量制御

※�マイルド加湿モード時は、同一室外ユニットに接続されている他の室内ユニットまたは外気処理ユニットの運転状態（サーモ ON／OFF）によって、吹出温度が安定しない、
または抑えられない場合があります。

�　容量制御 25％運転は制御目標値であり、実際には1～ 49％の範囲で直膨コイルの LEV 開度を調節しています。
　容量制御 50％運転は制御目標値であり、実際には 50 ～ 99％の範囲で直膨コイルの LEV 開度を調節しています。
※マルチ S室外ユニットとの接続では、除加湿優先制御設定はできません。
　外気温度制御に設定してください。
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外気処理
ユニット基板

MA スマートリモコン
（PAR-32MA） 温調制御

補正値機能切換
スイッチ

スイッチ
設定

機能設定
No.

機能
設定値

SW1-3 3

ON
OFF

55

0 0℃（補正なし）
（工場出荷時）

3

ON
OFF 1 －4℃

外気処理
ユニット基板

MA スマートリモコン
（PAR-32MA） 温調制御

補正値機能切換
スイッチ

スイッチ
設定

機能設定
No.

機能
設定値

SW1-3 3

ON
OFF

55

0 外気温度 +11℃
（工場出荷時）

3

ON
OFF 1 外気温度 +7℃

機能切換
スイッチ 設定 設定温度 設定 設定温度

SW3-3
SW3-4
SW3-5

ON
OFF

3 4 5
17℃

ON
OFF

3 4 5

21℃
（工場出荷時）

ON
OFF

3 4 5
18℃

ON
OFF

3 4 5
23℃

ON
OFF

3 4 5
19℃

ON
OFF

3 4 5
25℃

ON
OFF

3 4 5
20℃

ON
OFF

3 4 5
27℃

属性 運転モード 設定温度 処理温度

属性 IC
（リモコン接続）

冷房 リモコンで設定 直膨コイル
通過前温度

暖房 リモコンで設定 温調制御補正値

属性 FU
（室内ユニットと
連動設定）

冷房

連動室内ユニットのう
ち、冷房運転してい
る室内ユニットのリモ
コン設定温度平均値

直膨コイル
通過前温度

暖房 外気処理ユニット基板
SW3-3、4、5で設定 温調制御補正値

外気処理
ユニット基板

MA スマートリモコン
（PAR-32MA）

モード 動　作
機能切換
スイッチ

スイッチ
設定

機能設定
No.

機能
設定値

SW3-3
3

ON
OFF
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0 通常除湿
モード

通常通り除湿
運転を行います。
（工場出荷時）

3

ON
OFF 1

除湿能力
セ－ブ
モード

除湿量を抑えた
運転を行います。

5. 温調制御補正値設定

1. 運転モードによる温調制御

6. 除湿能力セーブモード

温調制御補正値の設定は
OAダクトが長い場合または、外気取入口が南側で日が
当たる時など、温調制御が入りにくい場合に使用します。
工場出荷時の温調制御補正値は ｢0℃（補正なし）｣ に
設定されています。

外気処理ユニットが【冷房】モード、【暖房】モードで
運転時、以下の設定温度と処理温度の差より直膨コイル
の温調（サーモON／OFF）を判定します。

冷房運転：｢設定温度｣ < ｢処理温度｣ のとき、温調ON（サーモON）
暖房運転：｢設定温度｣ > ｢処理温度｣ のとき、温調ON（サーモON）
※外気温度制御による温調制御は、室温制御を行うものではありません。

設定温度、処理温度は以下の通り

室内ユニットと連動設定されている場合、外気処理ユ
ニットの暖房運転（温調）をOFF させる設定温度を下
表に従って設定できます。

外気処理ユニットの吹出しが直接当ることで肌寒さを感
じる場合には、除湿量を抑える運転が可能です。

（1）通常除湿モード
リモコンの設定温度と直膨コイル通過前温度を比
較して直膨コイルの温調制御を行う「外気温度制
御」に比べ、外気温度がサ－モON下限温度より
高ければ、除湿能力を落さずに（直膨コイル容量
制御100％）運転します。

（2）除湿能力セ－ブモード
通常除湿モードに比べ、除湿能力を抑えた（直膨
コイル容量制御25％運転）運転をします。
※�除湿能力セ－ブモード時は、同一室外ユニットに接続されている他の室
内ユニットまたは外気処理ユニットの運転状態（サーモON／OFF）によっ
て、吹出温度が安定しない、または抑えられない場合があります。

　�容量制御 25％運転は目標値であり、実際には1～ 49％の範囲で直膨
コイルの LEV 開度を調節しています。

※除湿（冷房）運転時も有効です。

注）暖房運転時の温調制御補正値は選択できます。

 ▶ 外気温度制御時の温調制御条件
　（直膨コイルのサーモ判定）

直膨コイル通過前温度は
　・ロスナイ換気時：外気温度－（外気温度－室内温度）×0.75
　・普通換気時　：外気温度
として算出しています。

温調制御補正値の設定は
OA ダクトが長い場合または、外気取入口が南側で日が当
たるときなど、温調制御が入りにくい場合に使用します。
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加湿量/必要加湿量 

0.5

1

1.5

加湿量/必要加湿量 

0 2 4 6 8 10 12

通常加湿 
加熱セ－ブ加湿 吹出温度(℃） 

14
16
18
20
22
24
26
28
30

0 2 4 6 8 10 12
外気温度(℃）

外気温度(℃）

リモコン設定温度 

リモコン設定温度：21℃ 
室内空気条件：DB22℃、RH40％ 
室外空気条件：RH50％で温度は可変の場合 

2. 加熱セーブ加熱

リモコン設定温度と温度制御補正値との差（x） 通常加湿モード時（工場出荷状態） 加熱セーブ加湿モード時

4.0≦ x
100％運転

100％運転

2.0≦ x＜4.0 50％運転

1.0≦ x＜2.0 50％運転
25％運転

0.0≦ x＜1.0 25％運転

x＜0.0 サーモ OFF サーモ OFF

直膨コイル通過前温度とリモコン設定温度との差（x） 通常加湿モード時（工場出荷状態） 加熱セーブ加湿モード時

3.5≦ x
100％運転

100％運転

1.5≦ x＜3.5 50％運転

0.5≦ x＜1.5 50％運転
25％運転

－0.5≦ x＜0.5 25％運転

x＜－0.5 サーモ OFF サーモ OFF

外気処理ユニット基板 MA スマートリモコン
（PAR-32MA） モード 動　　作

機能切換スイッチ スイッチ設定 機能設定 No. 機能設定値

SW3-2 2

ON
OFF

59

0 通常加湿モード 通常通り加湿運転を行います。（工場出荷時）

2

ON
OFF 1 加熱セ－ブ

加湿モード
外気温度に合わせて、通常時よりも暖房能力を抑えた制御を行
います。

�外気温度が比較的高い場合に加湿過多となったり、OAルームなど発熱量が多い部屋で必要以上に室内温度が上昇して
しまうケ－スがあります。
このような場合に機能切換スイッチ SW3-2 を設定することで、温風吹出温度を抑えながら加湿するために、通常時に
比べ暖房能力を抑える制御を行います。

■直膨コイルの容量制御（暖房時）

3. 冷房運転時の直膨コイル容量制御について
以下の表に従って制御しています。

※�直膨コイルの容量制御は、同一室外ユニットに接続されている他の室内ユニットまたは外気処理ユニットの運転状態（サーモON／OFF）によって、吹出温度が安定しない、または抑えられない場合があります。
容量制御 25％運転は制御目標値であり、実際には1～ 49％の範囲で直膨コイルの LEV 開度を調節しています。
容量制御 50％運転は制御目標値であり、実際には 50 ～ 99％の範囲で直膨コイルの LEV 開度を調節しています。
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停止

MAスマ－トリモコン
（PAR-32MA）使用時（属性IC）

外部加湿制御入力
SW4-10

湿度センサー
（PGL-50HE）
SW4-8、SW4-9

無効（工場出荷時）

有効

リモコンの
加湿ボタン

運転

自動

ヒューミディ
スタットなど

設定値
以上

設定値
以下

室内（RA）湿度

設定値
以上

設定値
以下

取り付け無し（工場出荷時）

取り付け有

給水電磁弁OFF給水電磁弁ON

加湿（暖房）モード

外部加湿制御入力または
湿度センサー（PGL-50HE）使用時

の加湿ON／OFF判定

5　加湿制御

 ▶ �MA スマートリモコン（PAR-32MA）使用時、加湿（暖房）運転した場合

・�湿度センサー（PGL-50HE）や外部加湿制御入力（ヒュ－ミディスタットなど）を接続して使用する場合、1つのグル－
プ内に複数台の外気処理ユニットが接続されている場合には、それぞれの外気処理ユニットへ湿度センサーを接続してく
ださい。

　外部加湿制御入力・湿度センサー入力した外気処理ユニットのみ、設定した室内湿度で加湿 ON ／ OFF します。
・�MA スマートリモコン（PAR-32MA）使用時の注意点	  

リモコンの加湿ボタンで「運転」選択時は、外部加湿制御入力（ヒューミディスタットなど）や湿度センサー（PGL-50HE）
を接続していても、給水電磁弁 ON を継続します。

・�【しっかり加湿】モードに設定し、外部加湿制御入力（ヒュ－ミディスタットなど）や湿度センサー（PGL-50HE）を使
用して運転する際は、必ず加湿モードを「自動」にしてください。

外気処理ユニットは、工場出荷状態では【暖房】モードで運転時、あるいはMAスマートリモコン（PAR-32MA）か
らの加湿設定時（加湿ボタンで自動または運転と設定したとき）、給水電磁弁がONとなり加湿運転を行います。
【加湿（暖房）】モード時は、制御タイプ「除加湿優先制御」または「外気温度制御」によらず、給水電磁弁はONする制御にしています。
※LGH-＊＊RDF6 タイプより、給水電磁弁 OFF 時は温風吹出防止のため、サーモ OFF にする制御にしています。
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MEリモコン（PAR-F29ME）

使用時（属性IC）または属性FU時

外部加湿制御入力

SW4-10

湿度センサー

（PGL-50HE）

SW4-8、SW4-9

無効（工場出荷時）

有効 ヒューミディ

スタットなど

設定値

以上

設定値

以下

室内（RA）湿度

設定値

以上

設定値

以下

取り付け無し（工場出荷時）

取り付け有

給水電磁弁OFF給水電磁弁ON

加湿（暖房）モード

加湿自動

外部加湿制御入力または

湿度センサー（PGL-50HE）使用時

の加湿ON／OFF判定

 ▶ ME リモコン（PAR-F29ME）使用時（属性 IC）または属性 FU 時に暖房運転した場合

・�ME リモコン（PAR-F29ME）及び属性 FU 時はリモコンに加湿モード切換ボタンがないため、加湿モードは自動と
なります。

・�湿度センサー（PGL-50HE）や外部加湿制御入力（ヒューミディスタットなど）を接続して使用し、1つのグループ
内に複数台の外気処理ユニットが接続されている場合には、それぞれの外気処理ユニットへ湿度センサーを接続して
ください。

　外部加湿制御入力・湿度センサー入力された外気処理ユニットのみ設定した室内湿度で加湿 ON ／ OFF します。
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冷房運転

加湿ON

加湿有効設定
SW3-9

加湿自律制御
SW3-8

外気温度
（TH1）

外気温度制御

直膨コイル
液管（TH2）温度

給水電磁弁ON 給水電磁弁OFF

加湿操作無効（スイッチOFF：工場出荷時）

加湿操作有効（冷房時も電磁弁ON）

12℃を超える

12℃以下
有効

液管（TH2）温度が2℃以下のとき

液管（TH2）温度が4℃以上のとき

制御タイプ
SW4-1

除加湿優先制御

リモコンの
加湿ボタン

自動

停止運転

無効

外部加湿制御入力または
湿度センサー(PGL-50HE)使用時の

加湿ON／OFF判定

加湿OFF

MAスマ－トリモコン
（PAR-32MA）使用時（属性IC）

 ▶ MA スマートリモコン（PAR-32MA）使用時に冷房運転した場合

MA スマートリモコン（PAR-32MA）を使用の場合
加湿自律制御を有効にするには、加湿モードを自動に設定してください。
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冷房運転

制御タイプ
SW4-1

加湿有効設定
SW3-9

加湿自律制御
SW3-8

外気温度
（TH1）

外気温度制御

除加湿優先制御

直膨コイル
液管（TH2）温度

給水電磁弁ON 給水電磁弁OFF

加湿操作無効（工場出荷時）

加湿操作有効（冷房時も電磁弁ON）

12℃を超える

12℃以下
無効 有効

液管（TH2）温度が2℃以下のとき

液管（TH2）温度が4℃以上のとき

加湿自動

外部加湿制御入力または
湿度センサー（PGL-50HE）使用時の

加湿ON／OFF判定

加湿ON

加湿OFF

MEリモコン（PAR-F29ME）使用時（属性IC）
または属性FU時

 ▶ ME リモコン（PAR-F29ME）使用時（属性 IC）または属性 FU 時に冷房運転した場合

ME リモコン（PAR-F29ME）及び属性 FU 時はリモコンに加湿モード切換ボタンがないため、加湿モードは自動となります。
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MAスマ－トリモコン
（PAR-32MA）使用時（属性IC）

送風運転

加湿有効設定
SW3-9

給水電磁弁ON 給水電磁弁OFF

加湿操作無効（工場出荷時）

加湿操作有効（送風時も電磁弁ON）

リモコンの
加湿ボタン

停止

自動

運転

外部加湿制御入力または
湿度センサー（PGL-50HE）使用時の

加湿ON／OFF判定

加湿ON

加湿OFF

加湿自動

送風運転

加湿有効設定
SW3-9

給水電磁弁ON 給水電磁弁OFF

加湿操作無効（工場出荷時）

加湿操作有効（送風時も電磁弁ON）

外部加湿制御入力または
湿度センサー（PGL-50HE）使用時の

加湿ON／OFF判定

加湿OFF

MEリモコン（PAR-F29ME）使用時（属性IC）
または属性FU時

加湿ON

 ▶ MA スマートリモコン（PAR-32MA）使用時に送風運転した場合

加湿有効設定 SW3-9 が ON 設定であれば制御タイプによらず、送風運転時は加湿可能となります。

 ▶ ME リモコン（PAR-F29ME）使用時（属性 IC）または属性 FU 時に送風運転した場合

・�ME リモコン（PAR-F29ME）及び属性 FU 時はリモコンに加湿モード切換ボタンがないため、加湿モードは自動となります。
・加湿有効設定 SW3-9 が ON 設定であれば制御タイプによらず、送風運転時も加湿可能となります。
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リモコン名 MA スマートリモコン
（PAR-32MA）

ME リモコン
（PAR-F29ME）

制御タイプ 除加湿
優先制御

外気温度
制御

除加湿
優先制御

外気温度
制御

風量切換

2ノッチ
（強／弱） × × ○ ○

3ノッチ
（強／弱／微弱） ○ ○ × ×

外気処理ユニット
基板

MA スマートリモコン
（PAR-32MA）

モード 動　作
機能切換
スイッチ

スイッチ
設定

機能設定
No.

機能
設定値

SW2-7
SW2-8

7 8

ON
OFF

5

0
パワー
給排気
モード

リモコンからの
風量操作により
強・弱・微弱風量
が切り換わります。
（工場出荷時）

7 8

ON
OFF 1

パワー
給気
モード

排気用送風機は
弱 ･ 微弱風量で
運転します。
給気用送風機は強
･弱・微弱風量が
切り換わります。

7 8

ON
OFF 2

パワー
排気
モード

給気用送風機は
弱 ･ 微弱風量で
運転します。
排気用送風機は強
･弱・微弱風量が
切り換わります。

7 8

ON
OFF 3

省エネ
換気
モード

給排気用送風機
は弱 ･ 微弱風量
で運転します。
リモコンの風量操作
によらず省エネ換
気固定となります。

外気処理ユニット
基板

MA スマートリモコン
（PAR-32MA）

モード 動　作
機能切換
スイッチ

スイッチ
設定

機能設定
No.

機能
設定値

SW3-6 6

ON
OFF

12

0
排気用
送風機
運転

給気用送風機が停
止していても排気
用送風機は運転し
ます。（工場出荷時）

6

ON
OFF 1

排気用
送風機
停止

給気用送風機が停
止すれば排気用送
風機は停止します。

外気処理ユニット
基板

MA スマートリモコン
（PAR-32MA）

動　作
機能切換
スイッチ

スイッチ
設定

機能設定
No.

機能
設定値

SW2-9
9

ON
OFF

6

0 リモコンで設定した風量で
運転します。（工場出荷時）

9

ON
OFF 1

運転開始から 30 分間はリ
モコンの設定に関係なく強
制的に給気、排気用送風機
共に強運転で運転します。

外気処理ユニット
基板

MA スマートリモコン
（PAR-32MA）

モード 動　作
機能切換
スイッチ

スイッチ
設定

機能設定
No.

機能
設定値

SW3-7
7

ON
OFF

13

0
排気用
送風機
運転

リモコンで設定し
た風量で運転しま
す。（工場出荷時）

7

ON
OFF 1

排気用
送風機
微弱風
量運転

排気用送風機は
微弱風量に落とし
て運転します。

6　風量制御

 ▶ リモコンでの風量切換

 ▶ �外気処理ユニット基板上の機能切換スイッ
チによる風量切換について

1. 属性 IC 時

1.マルチ換気モード

2. 属性 FU 時
連動関係にある室内ユニットのリモコン（MEリモコン、
MAスマートリモコン、集中管理リモコンなど）が換気
の風量切換機能付のリモコンであれば、風量切換を行う
ことができます。
この場合、風量切換は2ノッチ（強／弱）となります。

使用環境や設置場所に応じた給排気バランスを選択する
場合に設定します。
工場出荷時は給気用・排気用共にリモコンで設定した風
量で運転するように設定されています。

※ �MAスマートリモコン（PAR-32MA）以外をご使用の場合、微弱風量はありません。
※�パワー給気モード、パワー排気モードは外部風量切換入力よりも優先されます。�
外部風量切換入力で強風量が入力された場合でも、排気用または給気用の送風
機は弱風量となります。

2. 運転開始時の強制パワー給排気

3. 排気用送風機運転設定〔1〕

運転開始時、30分間は風量を強固定で運転させる場合
に設定します。
30分後はリモコンからの風量操作に切り換わります。
夜間停止時に室内空気が汚れ、運転開始時に急速換気し
たい場合などに設定します。
工場出荷時は、リモコン設定した風量で運転されるよう
に設定されています。

暖房運転時の除霜時、冷媒回収時などに給気用送風機が停
止しますが、そのときの排気用送風機の動作を設定しま
す。工場出荷時は排気用送風機運転に設定されています。

4. 排気用送風機運転設定〔2〕
�外気温度が低温のときは給気用送風機が間欠運転（寒冷
地運転）しますが、そのときの排気用送風機の動作を設
定します。工場出荷時はリモコンで設定した風量で運転
されるように設定されています。
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外気処理ユニット
基板

MA スマートリモコン
（PAR-32MA）

動　作
機能切換
スイッチ

スイッチ
設定

機能設定
No.

機能
設定値

SW5-7 7

ON
OFF

6

0 遅延なし（工場出荷時）

7

ON
OFF 2 遅延運転あり

▶ �給気用送風機の強制停止モード

5. 遅延運転設定（室内ユニット冷暖房起動時の遅延動作）
�室内ユニットと連動時は室内ユニットが運転開始したと
き、室内ユニットと連動しないときはリモコンで運転開始
したときに30分間遅れて外気処理ユニットが運転する
モードです。室内ユニットで早く温調を行いたい場合に使
用します。工場出荷時は「遅延なし」に設定されています。

外気処理ユニット本体内の風路をダンパーで切り換える
ことにより、ロスナイ（熱交換）または普通（バイパス）
換気を行います。

3つの制御モードがあります。
・ロスナイ換気（熱交換換気）
モード

：�常時熱交換器（ロスナイエレ
メント）を介した熱交換換気を
行います。

・普通換気（バイパス換気）
モード

：�常時熱交換器（ロスナイエレメ
ント）を介さず換気を行います。

・自動換気切換モード ：�本体内蔵の温度センサーによ
り、適切な換気モードに自動
で切り換えます。

下記条件に該当する場合は換気モードがロスナイ換気固
定となります。MAスマートリモコンから普通換気を設
定した場合、換気モード表示は普通換気でもダンパー動
作はロスナイ換気となります。（手元リモコンの換気モー
ド表示は変わりません。）
・�外気温度が 8℃以下のとき【冷房モード、送風モー
ド】（製品結露防止）				    �
この条件で普通換気禁止となった場合…外気温度が
10℃以上になったとき、禁止を解除します。

・�外気温度が15℃以下のとき、【暖房モード】（冷風吹
出し防止）					     �
この条件で普通換気禁止となった場合…外気温度が
17℃以上になったとき、禁止を解除します。

・�外気処理ユニットが異常のとき
・属性 FUモードで送風連動時
・運転停止時

手元リモコン 換気モード

MAスマートリモコン
（PAR-32MA）

リモコンの【換気】ボタンにより、自動切換、ロ
スナイ換気、普通換気の換気モード切り換えが
できます。ナイトパージ運転時は普通換気とな
り、換気モードを切り換えることができません。

MEリモコン
（PAR-F29ME） 自動切換固定になります。

外気処理ユニットは以下のときに、冷風防止などの理由
で給気用の送風機を停止します。
（�このとき、外気処理ユニット基板上の機能切換スイッチ 
SW3-6がONであれば、排気用の送風機も停止します。）

・�外気処理ユニットが「暖房霜取中」または「送風霜取中」
のとき。

・�外気処理ユニットが「冷媒回収」（マルチS室外ユニッ
ト接続のみ）または「暖房停止モード」「暖房起動モー
ド」（R2室外ユニット接続のみ）のとき。

・�連動設定されている室内ユニットが「霜取中」のとき。�
「冷媒回収」（マルチS室外ユニット接続のみ）のとき。�
「暖房停止モード」「暖房起動モード」（R2室外ユニッ
ト接続のみ）のとき。

 ▶ �給気用送風機強制弱ノッチモード
外気処理ユニットが加湿異常を検知したときは、水飛散
防止のため給気用送風機を強制的に弱風量に切り換えま
す。（強風量運転時のみ）

 ▶ �寒冷地運転対応
－15℃＜外気温度≦－10℃の場合、給気用送風機を間
欠運転（60分運転毎に10分停止）します。
外気温度≦－15℃の場合、給気用送風機を間欠運転（5
分運転毎に55分停止）します。
（製品使用温度範囲は、外気温度が－15℃までです。）

 ▶ �高湿度外気侵入防止運転対応
外気湿度≧80%の場合、給気用送風機を強制微弱運転、
または間欠運転します。
（製品使用湿度範囲は、外気湿度が80%までです。）

7　ロスナイ（熱交換）換気 / 普通（バイパス）換気切換

▶ 換気モード

▶ 普通換気禁止

▶ システムごとのダンパー制御

ダンパーは30秒周期で制御を行っています。このため
換気モード切換からダンパー操作までは、最大30秒の
遅延を生じることがあります。また、ダンパーが動作す
る20秒前からダンパーが切り換わるまでの間、排気用
送風機が停止します。

▶ ダンパー操作
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運転開始時にこのエリアに温度があるとロスナイ換気。  
運転中にこのエリアに温度が移動した場合は前の状態を保持する。 

50
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35

4℃
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10
8℃ 8℃ 

5

0 5 10 15 20 25 30 35 40 45 50 0 5 10 15 20 25 30 35 40 45 50
室内温度（℃） 室内温度（℃）

 （a）冷房及び属性ICモード時の送風時 

外
気
温
度（
℃
）

外
気
温
度（
℃
）

50

45

40

35

30

25

20

15

10

5

（b）暖房時 

ロスナイ換気 普通換気 不定領域 

室内温度＝外気温度 室内温度＝外気温度 

ロスナイ換気

普通換気 

普通換気 

普通換気 

不定領域 
不定領域 

不定領域 
4℃

4℃

6℃

4℃

2℃

目標温度 

室内温度＝外気温度 室内温度＝外気温度 

目標温度 2℃ ロスナイ換気

出　力 機　能 出力端子 接点容量
最大定格

運転モニター

各運転信号を取り出
すことができます。
どの運転信号を取り
出すかは、機能切換
スイッチ SW4-4 ～
6にて行います。

TM3
COM－④

AC100V 2A 以下
または
AC200V 1A 以下

異常モニター
出力／普通換気
（バイパス換気）
モニター出力

異常時、または普通
換気（バイパス換気）
時に運転信号を取り
出すことができます。
異常信号、バイパス信
号どちらを取り出すか
は機能切換スイッチ
SW4-4 ～ 6 にて行
います。

TM3
COM－③

AC100V 2A 以下
または
AC200V 1A 以下

SW4-4 SW4-5 SW4-6 TM3  COM －③ TB22 ②

OFF OFF OFF 異常

異常

ON OFF OFF 冷房

OFF ON OFF 給気送風機運転表示／
サーモ ON 表示※1

ON ON OFF 暖房

OFF OFF ON 異常
バイパス

ON OFF ON バイパス

OFF ON ON
設定しないでください。

ON ON ON

除加湿運転制御：�目標温度はMAスマートリモコン（PAR-32MA）使用時（属性 IC時のみ）リモコンからの機能設定
No.9（「▶機能設定一覧（56ページ参照）」の設定値に従います。
設定値0（通常モード）の場合
・加湿（暖房）モード時：目標温度＝21℃
・除湿（冷房）モード時：目標温度＝25℃

設定値1（外気冷房優先モード※1）の場合、目標温度＝19℃固定
※1 �外気冷房優先モードとは、室内温度よりも外気温度が低い場合に積極的に外気を取り入れて冷房するためのモードです。

外気温度制御   ：目標温度＝リモコン設定温度

外気処理ユニット基板上には、外気処理ユニットの動作
状態を外部へ出力するための出力端子と、外部から外気
処理ユニットの風量と換気モードを切り換えるための入
力端子があります。

■端子台モニタ出力・異常／バイパス表示出力切換

※1 �SW1-5 の設定によります。（SW1-5：OFF →給気送風機運転表示、SW1-
5：ON →サーモ ON 表示）

 ▶ 自動切換アルゴリズム温度マップ

8　外気処理ユニット基板上の外部入出力端子

 ▶ 出力端子
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CN16

接点定格 DC15V　0.1A以上

最小適用負荷 1mA以下

配線長 10m以内

チャ 1

アカ 2

キ 4

ダイダイ3

ミドリ 5

絶縁処理

外気処理ユニット基板上コネクタ

 CO2センサーなど

（CO2増加時：閉）

遠方表示用アダプター（別売）

PAC-SA88HA

風量・換気モード

切換入力

CN16

接点定格 DC15V　0.1A以上

最小適用負荷 1mA以下

配線長 10m以内

チャ 1

アカ 2

キ 4

ダイダイ 3

ミドリ 5

絶縁処理

 CO2センサーなど 

（CO2減少時：閉）

遠方表示用アダプター（別売）

PAC-SA88HA

風量・換気モード

切換入力

外気処理ユニット基板上コネクタ

CN16

接点定格 DC15V　0.1A以上

最小適用負荷 1mA以下

配線長 10m以内

チャ 1

アカ 2

キ 4

ダイダイ 3

ミドリ 5
絶縁処理

 CO2センサーなど

（CO2減少時：閉）

遠方表示用アダプター（別売）

風量・換気モード

切換入力

PAC-SA88HA 外気処理ユニット基板上コネクタ

 ▶ �入力端子
1. 風量切換入力
市販のCO2センサーなどにより、外部から風量を切り換える場合に使用します。
・24時間換気運転中は外部風量切換できません。
・パワー給排気運転中は、外部風量切換は有効です。
・�1つのグループ内に複数台の外気処理ユニットが接続されている場合についても、それぞれ入力を行ってください。
外部風量切換入力された外気処理ユニットのみ風量が切り換わります。

・CO2センサーなどの信号では運転／停止は行えません。（CO2センサーなどの信号は運転中に有効となります。）
（1） 外部入力により強風量で運転させる場合

�通常は弱／微弱風量で換気を行い、CO2センサーなどで室内空気の汚れを検知したときに自動的に強風量に切り換え
ます。（手元リモコン、システムコントローラーの風量表示は変わりません。）
外気処理ユニット基板上のコネクタ（CN16）に遠方表示用アダプター（PAC-SA88HA）を差し込み、チャとアカ
の線にCO2センサーなどからの信号（無電圧 a接点）を入力します。
下図にて接点ON（閉）時は手元リモコン、システムコントローラーの設定風量に関係なく強風量に切り換わります。

（2）外部入力により弱風量で運転させる場合
�通常は強風量で換気を行い、CO2センサーなどで室内空気の汚れがないことを検知したときに自動的に弱風量に切
り換えます。（手元リモコン、システムコントローラーの風量表示は変わりません。）
�外気処理ユニット基板上のコネクタ（CN16）に遠方表示用アダプター（PAC-SA88HA）を差し込み、チャとダ
イダイの線にCO2センサーなどからの信号（無電圧 a接点）を入力します。
�下図にて接点ON（閉）時は手元リモコン、システムコントローラーの設定風量に関係なく弱風量に切り換わります。

（3）外部入力により微弱風量で運転させる場合
�通常は強風量で換気を行い、CO2センサーなどで室内空気の汚れがないことを検知したとき自動的に微弱風量に切
り換えます。（手元リモコン、システムコントローラーの風量表示は変わりません。）
�外気処理ユニット基板上のコネクタ（CN16）に遠方表示用アダプター（PAC-SA88HA）を差し込み、チャとキ
の線にCO2センサーなどからの信号（無電圧 a接点）を入力します。
�下図にて接点ON（閉）時は手元リモコン、システムコントローラーの設定風量に関係なく微弱風量に切り換わります。

43

MEMO 　

▶制御設計編 ＜第4章　動　　  作　　  原　　  理＞

　 

動　

作　

原　

理

第4章

02_制御設計編.indd   43 11.9.12   10:11:13 AM



CN16

接点定格 DC15V　0.1A以上
最小適用負荷 1mA以下

配線長 10m以内

チャ 1
アカ 2

キ 4
ダイダイ 3

ミドリ 5

絶縁処理

外気処理ユニット基板上コネクタ
 外部スイッチなど

（バイパス換気時：閉）
遠方表示用アダプター（別売）

PAC-SA88HA

風量・換気モード
切換入力

キ 3

シロ 2

アカ 1 CN23

湿度センサー（別売）
PGL-50HE 外気処理ユニット基板上コネクタ

2. 普通（バイパス）換気切換入力
外部スイッチなどからの信号により換気モードを強制的に普通（バイパス）換気に切り換えたい場合に使用します。
�普通（バイパス）換気入力中、手元リモコン、システムコントローラーの換気モード表示は変わりません。
�接続には遠方表示用アダプター（別売：PAC-SA88HA）が必要です。
�外気処理ユニット基板上のコネクタ（CN16）に遠方表示用アダプター（PAC-SA88HA）を差し込み、チャとミドリ
の線に外部スイッチなどの信号（無電圧 a接点）を入力します。下図にて接点ON（閉）時は手元リモコン、システム
コントローラーの換気モードの設定に関係なくバイパス換気に切り換わります。
ただし、「▶普通換気禁止（41ページ）」の条件時は、ロスナイ換気固定となります。

※�1つのグループ内に複数台の外気処理ユニットが接続されている場合には、それぞれ入力を行ってください。普通換気入力された外気処理ユニットのみ換気モードが切り換わ
ります。

3. 湿度センサー（別売システム部材）と接続する場合
�コネクタCN23（湿度センサー：PGL-50HE接続用）へ別売システム部材の湿度センサー（PGL-50HE）を差し込
んで結線する。外気処理ユニットへの取り付け及び配線方法は、PGL-50HEの据付工事説明書を参照ください。

※�1つのグループ内に複数台の外気処理ユニットが接続されている場合には、それぞれの外気処理ユニットへ湿度センサーを接続してください。湿度センサーを接続した外気処
理ユニットのみ、設定した室内湿度で加湿運転を ON／OFFします。

※ �MA スマートリモコン（PAR-32MA）使用の場合、リモコンの加湿ボタンで【自動】を選択時のみ、本設定は有効になります。
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形　名 PGL-50HE

電　源 DC5V（外気処理ユニット本体基板から電源供給）

接続方法 コネクタ接続

設定湿度 相対湿度40% , 45% , 50%（外気処理ユニット本体基板
の機能設定スイッチにて設定）

運転内容 センサー部湿度が設定湿度を超えると加湿を停止
設定湿度より約10%低くなると自動的に加湿を再開

感湿部 RA（還気）湿度感知用センサー

質　量 0.10 kg

分類 使用用途 機能 使用
端子 使用オプション

入力
※１

外気処理ユニットグループ
ごとに外部からの接点・ス
イッチなどの入・切により、
発停制御をする方法
・�タイマーアダプターとし
て使用可能※1

・�「切り忘れ防止」や「強
制停止」として使用可能

遠方／手
元切換※3

CN32
遠方発停用
アダプター
（PAC-SE55RA）発停

（レベル）
※2
※4

外気処理ユニットグループ
ごとに外部からのパルス
入力（a 接点）により、運
転／停止を反転させ、発
停制御をする方法

発停
（パルス）

※2
※4

CN51

遠方表示用
アダプター
（PAC-SA88HA）
※5
※6

外気処理ユニットグループ
ごとにHA、JEMA 規格
によるHA 端子で、発停
制御をする方法
・��本規格に合致したテレコ
ンからの発停制御として
使用可能

発停
（パルス）
（HA、
JEMA規格）

※2
※4

CN41

外気処理ユニットごとに外
部からの接点・スイッチな
どの入・切により、冷暖房
運転の禁止（強制送風）
制御をする方法
・��外気処理ユニットごとのデ
マンド制御として使用可能

デマンド
（レベル） CN52

遠方表示用
アダプター
（PAC-SA88HA）
※5
※6

出力
※7

外気処理ユニットグループ
ごとに外部へ信号を取り
出す方法
・�運転状態の表示装置とし
て使用可能

・�外部機器との連動制御と
して使用可能

運転状態
CN51

M 制御用遠方
表示キット
（PAC-YU80HK）
※6

異常状態

運転モード
（暖房）状態

CN52
運転モード
（冷房）状態

サーモ
ON（または
送風）状態

92

80

33

最大有効長1500

RA(還気)
湿度感知用センサー

（単位 mm）

 ▶ �湿度センサー（PGL-50HE）
1. 特長

2. 各部のなまえと外形寸法図

3. 仕様

外気処理ユニット本体の室内RA（還気）風路に湿度セ
ンサーを取り付け、加湿運転時に部屋の湿度が高くなっ
た場合に加湿を停止させ、室内の過加湿を防止します。
また、部屋の湿度が低くなった場合には、自動的に加湿
を再開させます。

湿度センサーの交換の目安について
湿度センサーの交換時期はご使用条件によって大きく異な
りますが、交換の目安は以下の通りです。

（保証期間ではありません。）
交換の目安は約 5 年

（24 時間 / 日×365 日 / 年×5 年＝ 43800 時間を想定）

■入出力信号用コネクタを使用した各種制御
　（各種オプションによる接続）

※1� 信号入力は、グループ内の親機のみに接続してください。（ただし、デマンド
入力は外気処理ユニット個別に信号入力が必要です。）

※2�グループ運転で発停入力を使用する場合は、手元リモコンが必要です。（MA
スマートリモコンまたはMEリモコン）

※3� 遠方に設定時には、手元リモコンからの操作はできません。手元リモコンは“集
中管理表示”となります。

※4�グループ運転で発停入力を使用する場合は、「室内外自動アドレス立ち上げ」
はできません。

※5� CN51または CN52を出力信号と併用する場合は、M制御用遠方表示キット
を必ずご使用ください。

※6� M 制御用遠方表示キットは、そのままCN51及び CN52 の入力信号もご使
用になれます。

※7 信号出力の「運転状態」及び「運転モード（暖房／冷房）状態」をご使用にな
る場合は、親機のみに接続してください。「異常状態」「サーモ ON（または送
風）状態」をご使用になる場合、または保護運転時の運転モニタ出力設定（機
能切換スイッチ SW5-8）を ONで使用する場合は、外気処理ユニットごとに
個別に接続してください。

9　遠方切換、入出力信号用コネクタを使用した各種制御

●湿度センサーは本体基板との組み合わせにより、加湿
用の給水を入切するものです。部屋の湿度を一定に保
つ機能は搭載していません。

●湿度センサーは製品本体内のRA（還気）の湿度を計測し
ています。使用条件、設置場所によっては実際の部屋内
における湿度と若干のズレを生じることがあります。した
がって設定湿度の数値は加湿停止の目安としてください。

●部屋内に他の加湿器がある場合、過加湿防止はできません。
●加湿が停止した後、次に加湿を再開するまでには多少
時間がかかります。また、加湿再開時、多少部屋内の
湿度が下がることがあります。

●1つのグループ内に複数台の外気処理ユニットが接続
されている場合には、それぞれの外気処理ユニットへ
湿度センサーを接続してください。湿度センサーを接
続した外気処理ユニットのみ設定した室内湿度で加湿
運転をON/OFFします。

▶お願い
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リ
レ
ー
電
源 X

Y
Y

Xスイッチ2

スイッチ1
チャ3

アカ2

ダイダイ1

外気処理 
ユニット 
基板 

遠方発停用 ■CN32
アダプター（別売） リレー基板

配線長は最大10mまで延長可能 

CN32

発停の種類 遠方／手元
切換

発停
パルス入力

HA 発停
（JEMA） 電源発停 復電

自動復帰

1 遠方／手元切換 CN32 △※2 △※2 △※2 ○
2 発停パルス入力 CN51 △※2 ○ ○ ○
3 HA 発停（JEMA） CN41 △※2 ○ ○ ○
4 電源発停 － △※2 ○ ○ ×
5 復電自動復帰 － ○ ○ ○ ×

項　目 内　容

入力信号 パルス信号（a 接点）

パルス規格
200msec以上

（パルス通電時間） 
200msec以上
（パルス間隔） 

スイッチ 1
（遠方／手元切換スイッチ）

スイッチ 2
（発停スイッチ） 状　態 リモコン表示及び操作

OFF － 手元／－ リモコン操作有効

ON OFF 遠方／停止 遠方中は " 集中管理表示”リモコン運転操作「ON ／
OFF」禁止（無効）ON ON 遠方／運転

スイッチ1 遠方／手元切換スイッチ

スイッチ2 発停スイッチ
※スイッチ1が ON 時のみ有効

X、Y：リレー（接点：最小適用負荷　DC12V 1mA）

■入力信号組み合わせ制限※1

■発停パルス入力信号

※１�システムコントローラーにて発停操作禁止を行っている場合は、遠方／手元切換・発停パルス入力・HA 発停（JEMA）・電源発停は無効となります。
※２�発停パルス入力・電源発停・HA 発停（JEMA）は、遠方／手元切換（CN32）が“手元”に設定されている場合にのみ使用可能です。

手元リモコンからの発停を禁止したい場合に使用します。
遠方発停用アダプター（PAC-SE55RA）が必要です。
�外気処理ユニット基板上の遠方切換用コネクタ（CN32）に遠方発停用アダプター（PAC-SE55RA）を差し込んで、
遠方制御の信号（無電圧 a接点）を接続します。

スイッチ1がON時、手元リモコンでの運転／停止操作ができません。
スイッチ1がON時、スイッチ2がONで運転、OFFで停止になります。
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L1 運転状態表示ランプ ※1

L2 異常／バイパス 状態表示ランプ ※2

L3 サーモ ON（SW1-5 ON 時）、
送風機（SW1-5 OFF 時）状態表示ランプ ※3

L4 冷房状態表示ランプ

L5 暖房状態表示ランプ

表示用電源 DC30V 以下 1A
AC100V/200V 1A

XA～XE：リレー 接点定格 AC250V/DC30V 1A
　　　　　  最小適用負荷 DC5V 10mA

SW12

①外気処理ユニット基板上機能切換スイッチ SW1-6 が OFF のとき
遠方発停スイッチ
※スイッチを押す（パルス入力する）毎に運転／停止を反転します。

②外気処理ユニット基板上機能切換スイッチ SW1-6 が ON のとき
遠方運転スイッチ
※スイッチを押す（パルス入力する）ことにより運転します。（SW22 で停止します。）

SW22

①外気処理ユニット基板上機能切換スイッチ SW1-6 が OFF のとき
デマンドスイッチ
※スイッチ ON 時、冷暖房運転のサーモ ONを禁止（強制送風）します。

②外気処理ユニット基板上機能切換スイッチ SW1-6 が ON のとき
遠方停止スイッチ
※スイッチを押す（パルス入力する）ことにより停止します。（SW12 で運転します。）

外部電源 DC12～24V 1接点当たり約10mA

SW11

①外気処理ユニット基板上機能切換スイッチ SW1-6 が OFF のとき
遠方発停スイッチ
※スイッチを押す（パルス入力する）毎に運転／停止を反転します。

②外気処理ユニット基板上機能切換スイッチ SW1-6 が ON のとき
遠方運転スイッチ
※スイッチを押す（パルス入力する）ことにより運転します。（SW21で停止します。）

SW21

①外気処理ユニット基板上機能切換スイッチ SW1-6 が OFF のとき
デマンドスイッチ
※スイッチ ON 時、冷暖房運転のサーモ ONを禁止（強制送風）します。

②外気処理ユニット基板上機能切換スイッチ SW1-6 が ON のとき
遠方停止スイッチ
※スイッチを押す（パルス入力する）ことにより停止します。（SW11で運転します。）

接点定格 DC15V 0.1A 以上
最小適用負荷 1mA 以下

※1 停止中の保護運転時も運転状態表示を行う場合は、「▶ 保護運転時の運転モ
ニタ出力設定（62 ページ）」を参照ください。

※2 L2 の出力する信号は、本体機能切換スイッチ（SW4-4 ～ 6）で設定します。
「▶ 端子台モニタ出力・異常／バイパス表示出力切換（66 ページ）」を参照く
ださい。

※3「▶ �表示出力切換（65 ページ）」を参照ください。

外部電源 
DC12～24V
運／停パルス 
（または運転パルス） 

（または運転パルス） 
運／停パルス 

SW12

TB23

M制御用遠方表示キット 

TB21

TB22

AC

A1

A2

BC

B1

B2

COM

1

2

3

4

5  

SW22

SW11

SW21

L1

L2

L3

L4

L5

コモン 

デマンド 
（または停止パルス） 

デマンド 
（または停止パルス） 

端子台接続 

配線長は最大100mまで 

コネクタ接続 

表示用電源 

運転状態 

異常／バイパス 
サーモON 
（送風）状態 
冷房状態 

暖房状態 

有電圧入力（有極性）  

リレー接点出力  

無電圧入力 

XA

XB

XC

XD

XE

XA

CN53

CN54

CN51

外気処理 
ユニット 
基板 

CN52

XB

XC
XD
XE

1

2

3

4

5

1

2

3

4

5

※出力信号をご利用時は、必ず本表示キットをご使用ください。

■表示信号出力 ■有電圧入力の場合

■無電圧入力の場合
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リ
レ
ー
電
源

リ
レ
ー
電
源

X
スイッチ1 絶縁 

絶縁 
絶縁 

外気処理 
ユニット 
制御基板 

配線長は最大10mまで延長可能 

CN51
X

スイッチ2

絶縁 
絶縁 

外気処理 
ユニット 
制御基板 

配線長は最大10mまで延長可能 

CN52
絶縁 

Y
Y

■CN51（運転（パルス）入力） ■CN52（停止（パルス）入力）
表示信号出力

チャ1
アカ2
ダイダイ3
キ4
ミドリ5

チャ1
アカ2
ダイダイ3
キ4
ミドリ5

遠方表示用 
アダプター 

（PAC-SA88HA）

遠方表示用 
アダプター 

（PAC-SA88HA）

リ
レ
ー
電
源

リ
レ
ー
電
源

 

X

スイッチ1

チャ1
アカ2

絶縁 
絶縁 
絶縁 

ダイダイ3
キ4
ミドリ5

外気処理 
ユニット 
制御基板 

遠方表示用 
アダプター 

配線長は最大10mまで延長可能 

CN51
X

スイッチ2

絶縁 
絶縁 

外気処理 
ユニット 
制御基板 

遠方表示用 
アダプター 

（PAC-SA88HA）（PAC-SA88HA）

配線長は最大10mまで延長可能 

CN52
絶縁 

Y
Y

表示信号出力
■CN51（運転／停止（パルス）入力） ■CN52（デマンド入力）

チャ1
アカ2
ダイダイ3
キ4
ミドリ5

スイッチ2 デマンドスイッチ
※スイッチ2 ON 時、冷暖房運転を禁止（強制送風）します。

Y：リレー（接点：最小適用負荷 DC12V 1mA）

スイッチ2 遠方発停スイッチ（モーメンタリースイッチ）
※スイッチ2を押す（パルス入力する）ことにより停止します。（スイッチ1で運転します。）

Y：リレー（接点：最小適用負荷 DC12V 1mA）

スイッチ1 遠方発停スイッチ（モーメンタリースイッチ）
※スイッチ1を押す（パルス入力する）毎に運転／停止を反転します。

X：リレー（接点：最小適用負荷 DC12V 1mA）

スイッチ1 遠方発停スイッチ（モーメンタリースイッチ）
※スイッチ1を押す（パルス入力する）ことにより運転します。（スイッチ2で停止します。）

X：リレー（接点：最小適用負荷 DC12V 1mA）

遠方表示用アダプター（PAC-SA88HA）
1. 外気処理ユニット基板上の機能切換スイッチ SW1-6 が OFF のとき

2. 外気処理ユニット基板上の機能切換スイッチ SW1-6 が ON のとき

CN25

1 32

× チャ 

ダイダイ 
アカ 

使用しないため確実に
絶縁処理をしてください。

ヒューミディスタットなど
（加湿許可時：閉）

接点定格 DC15V  0.1A以上
最小適用負荷 1mA以下

配線長は最大10mまで

�外気処理ユニット基板上コネクタ（CN25）に別売の遠方発停用アダプター（PAC-SE55RA）を使用して、ヒューミディ
スタットなどを接続します。
なお、湿度センサー（PGL-50HE／別売：システム部材）との併用はできません。

※�1つのグループ内に複数台の外気処理ユニットが接続されている場合は、それぞれの外気処理ユニットに接続してください。
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ナイトパージ設定有効、停止中 

温度モニター運転 
（5分間） 

ナイトパージ運転 
（バイパス換気） 55分停止 

ナイトパージ終了 
（停止） 

冷房(除湿)運転 
または 

OA（外気）温度28℃ or 17℃以上 
（24時間以内） 

ナイトパージ 
運転中 

RA温度＞22℃ 
かつ 

RA温度－OA温度＞5℃ 

時刻1時 

時刻6時 

No

No

No

No

No

Yes

Yes Yes

Yes

Yes

運転／停止操作 状態変化 備　　考

手元リモコン 運転／停止 運転 －

システムコントローラー 運転／停止 停止 －

外部入力

遠方 OFF 停止 －

遠方 ON 運転 －

発停パルス入力 停止 －

運転パルス入力 運転 CN51①②を運転パルス入力、CN52 ①⑤を停止パルス入力として
使用する場合です。停止パルス入力 停止

 10　ナイトパージ

ナイトパージ設定が有効の場合、MA スマートリモコン (PAR-32MA) がナイトパージ設定中「  」アイコンが表
示されます。また、ナイトパージ運転はAM1:00 ～ AM6:00 の間に次の条件を全て満たした場合に行います。
・RA（還気）温度＞22℃
・RA（還気）温度－OA（外気）温度＞5℃
・停止あるいは24時間換気運転中
・冷房（除湿）運転していた。あるいは24時間以内にOA（外気）
温度 28℃ or 17℃以上を検知した。（3 機能設定切換一覧「▶
OA（外気）温度検知値切換、自動換気切換パターン選択（60ペー
ジ）」にて設定できます。）

●風量は機能設定されたモードで運転します。
●次の①～④のいずれかの場合、ナイトパージ運転を終了し、翌日
の開始条件になるまでナイトパージ運転は行いません。

①6：00～0：59
② 1：00～5：59にMAスマートリモコンまたは集中コントローラー
で運転停止した場合

③1：00～5：59に「運転／停止」ボタンで運転操作したとき
④1：00～5：59にスケジュールタイマー（週間タイマー）運転に
よる運転

⑤1：00～5：59に発停（パルス）入力、遠方入力による運転 /停止
　（ナイトパージ運転は2011年 2月現在 MAスマートリモコン
　（PAR-32MA）と接続したときにのみ有効です。）

 ▶ ナイトパージ中の操作
■運転／停止操作によるナイトパージ中の状態変化

▶お知らせ
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●ナイトパージ運転中はMA スマートリモコン（PAR-32MA）から換気モード、加湿モード、運転モード、設定温度は
切り換えできません。

●ナイトパージ運転中は温調制御しません。
●ナイトパージを使用する場合は、MA スマートリモコン（PAR-32MA）の時刻設定を行ってください。
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外気処理ユニット基板
モード 動　作機能切換

スイッチ
スイッチ

設定

SW5-6

6

ON
OFF

霧多発地域以外
（霧発生が少
ない地域）

およそ相対湿度が 80％以上に
なると給気用送風機が停止し
ます。（排気用送風機は運転し
ています。）（工場出荷時）

6

ON
OFF

霧多発地域※1

（山間部、湖、
海岸など高湿
度な空気が発
生するおそれ
のある地域）

およそ相対湿度が 80％以上に
なると給気用送風機が停止し、
排気用送風機は運転していま
すが、長時間 80％以上が続く
と給排気用送風機ともに停止
します。

都道府県名 地域名

北海道 稚内、北見枝幸、釧路、雄武、紋別、網走、寿都、江差、
苫小牧、室蘭、浦河、帯広、根室

青森 八戸

岩手 宮古

宮城 石巻

福島 小名浜

栃木 奥日光

千葉 銚子、館山

静岡 石廊崎、御前崎

長野 軽井沢

高知 室戸岬

長崎 平戸、雲仙岳

熊本 阿蘇山

機能名称 可否 備　　考

MAスマート
リモコン

運転／停止 ○ ナイトパージを終了して運転を行います。

風量切換 ○ ナイトパージ移行時はナイトパージ設定風量で動作します。

加湿モード切換 × 加湿停止固定となります。

換気モード切換 × 普通換気固定となります。

運転モード切換 × 停止操作を行う前の運転モードとなります。

設定温度 × 停止操作を行う前の設定温度となります。

システム
コントローラー

運転／停止 ○ ナイトパージを終了して停止します。

風量切換 ○ ナイトパージ移行時はナイトパージ設定風量で動作します。

運転モード切換 ○ ナイトパージ中は停止操作を行う前の運転モード表示を継続します。
運転モード表示切換は可能ですが、ナイトパージ中は暖房（加湿）、冷房（除湿）を行うことはできません。

設定温度 ○ 運転モード表示が暖房（加湿）、冷房（除湿）時は、設定温度表示切換が可能です。
制御タイプが除加湿優先制御で使用する場合、設定温度は変更できません。

風量切換入力 ○ －

普通換気切換入力 － 普通換気固定となります。

運転モニタ出力 ○ －

異常モニタ出力 △ 加湿異常など常時監視を行っている異常のみ有効です。

■ナイトパージ中のリモコン操作、外部入出力の使用可否

 11　保護運転

 ▶ �高湿度間欠運転
製品保護のために、高湿度の外気（およそ相対湿度80%
以上）を本体内蔵の外気湿度センサーにて検出し、送風
機を自動的に微弱風量運転または停止させ換気モードを
熱交換換気に固定します。
使用する地域ごとに設定を切り換えて使用します。
工場出荷時は高湿度な空気の発生が少ない地域（霧多発
地域以外）に設定されています。
※�製品使用湿度範囲は外気湿度が相対湿度 80％までです。相対湿度 80％以上
の運転を推奨する機能ではありません。

※MA スマートリモコン（PAR-32MA）からの機能切換はできません。

上記以外の地域で視程50ｍ～ 200ｍの濃い霧が1日
に4時間以上発生する地域では、高湿度外気侵入防止設
定を「霧多発地域」に設定してください。
また、非常に濃い霧（視程50ｍ以下）を吸込む場合に
は製品から漏水のおそれがありますので運転を停止して
ください。

※1：霧多発地域
気象庁　気象統計デ－タでは、霧が多く発生する地域は右表となっています
ので参考にしてください。（2011年 2 月現在）

▶お知らせ
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● �MA スマートリモコンからナイトパージを停止させるには、「運転／停止」ボタンを1回押して運転画面にした後、「運
転／停止」ボタンをもう1回押してください。

●�システムコントローラーではナイトパージ中も通常と同じ運転表示を行います。停止操作でナイトパージを停止させるこ
とができます。
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時　間

外気相対湿度

80%以上

80％未満

排　気
強・弱
微弱
停止

給　気
強・弱
微弱
停止

給気用送風機が停止中に相対湿度がおよそ80%未満になっても復帰しません。

55分 5分 55分 5分

外気相対湿度

時　間

給　気
強・弱
微弱
停止

排　気
強・弱
微弱
停止

3時間
5分

3時間

間欠運転開始後6時間

5分

80%

70%

高湿度間欠運転制御　タイムチャ－ト
（1） 霧多発地域以外の場合（工場出荷時）

�間欠条件：およそ相対湿度80%以上の外気を検知した場合
復帰条件：給気運転時、およそ相対湿度80%未満の外気を検知した場合
給気用送風機：55分停止　5分運転（微弱風量）
排気用送風機：常時微弱風量

（2） 霧多発地域の場合
�高湿度空気の検知時間によって運転パターンは1st、2nd、3rd とステージが進み、給排気用送風機の風量ノッチが
以下に示すように切り換わります。
間欠条件：およそ相対湿度80%以上の外気を検知した場合
復帰条件：給気運転時、およそ相対湿度70%以下の外気を検知した場合

①1st ステージ（間欠運転開始から6時間まで）
給気用送風機：175分停止　5分運転（微弱風量）
排気用送風機：常時微弱風量

②2ndステージ（間欠時間6時間から30時間まで）
給気用送風機：355分停止　5分運転（微弱風量）
排気用送風機：355分停止　5分運転（微弱風量）

外気相対湿度

時　間

停止

排　気
強・弱
微弱
停止

給　気
強・弱
微弱

6時間
5分

6時間
5分

6時間
5分

6時間
5分

間欠運転開始後30時間間欠運転開始後6時間

給気用送風機が停止中に相対湿度が
およそ70%以下になっても復帰しません。

80%

70%
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外気相対湿度

時　間

給　気
強・弱

停止

排　気
強・弱
微弱
停止

微弱

8時間
5分

8時間
5分

間欠運転開始後30時間

80%

70%

硬度 25 硬度 50 硬度 100

交換の目安 5年 3 年 2 年

③ 3rd ステージ（間欠時間30時間以降）
給気用送風機：475分停止　5分運転（微弱風量）
排気用送風機：475分停止　5分運転（微弱風量）

 ▶ 乾燥ランニング  ▶ 加湿電磁弁凍結防止機能

 ▶ 寒冷地運転対応 ▶ 自動排水機能

加湿運転停止後、長時間運転されずに放置されると加湿
エレメント内の残水が腐敗し異臭を放つ場合があります。
�このような場合の対策として、加湿運転停止後64時間
経過後に、給気用送風機を10時間だけ自動的に送風運
転し、加湿エレメントを乾燥させるようにしています。

加湿用電磁弁の凍結を防止するために外気処理ユニット
が停止後（45分経過後）、本体内蔵の外気温度センサー
が－3℃以下を検知した場合に排気用送風機のみを間欠
運転させ、室内側の熱によって電磁弁の凍結を防止させ
ます。

�低温の外気を吸い込むと熱交換器（ロスナイエレメント）
が結露し、性能が低下するおそれがありますので、外気
温度に応じて送風機を自動的に間欠運転させています。
－15℃＜外気温度≦－10℃の場合、給気用送風機を間
欠運転（60分運転毎に10分停止）します。
外気温度≦－15℃の場合、給気用送風機を間欠停止運
転（5分運転毎に55分停止）します。
（製品使用温度範囲は、外気温度が－15℃までです。
－15℃以下の運転を推奨する機能ではありません。）

水道水内の不純物や混入物質が加湿エレメント内に堆積
することで、加湿能力は徐々に低下していきます。
加湿能力の低下を緩和するために、4時間連続して加湿
運転を行った場合、30分間加湿運転を停止し、加湿エ
レメント内の水を強制的に排水するようにしています。
使用過程において加湿量が少なくなった場合は、加湿エ
レメントの交換を行ってください。（お客様ご負担）
●加湿エレメントの交換の目安は約5年（硬度25の水
を使用した当社試験の場合）です。

　（運転時間：10時間／日×20日／月×5ヶ月／年＝
1000時間／年　で5000時間を想定）

　�ただし、不純物の堆積具合は、水質（硬度、不純物の
種類と量、pH、温度他）や使用条件などにより大きく
左右されます。
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手　順 設定項目 備　　考

1 基板上のアドレス設定スイッチ（SA1、SA2）でアドレスを設定します。 室内外自動アドレス立ち上げの場合、アドレス設定は不要です。工場出
荷時の「00」のままにしてください。

2 基板上の分岐口No. 設定スイッチ（SA3）で分岐口No.を設定します。 分流コントローラーを使用しない場合、分岐口No. 設定は不要です。

3 基板上の機能切換スイッチで属性（SW3-1）を設定します。 室内ユニットと連動して使用する場合は属性 FU（OFF）、手元リモコンを
接続するなど単独で使用する場合は属性 IC（ON）に設定してください。

4 基板上の機能切換スイッチ（SW1～ SW5）を用途に合わせて設定し
ます。

MA スマートリモコンを使用する場合でも、MA スマートリモコンの機能設
定に対応していない機能は機能切換スイッチで設定する必要があります。

5
MAスマートリモコンを使用する場合、機能選択から機能設定を行いま
す。また機能設定を変更した場合、必ずすべての設定内容を記録するな
どの管理を行います。

MA スマートリモコンから機能設定を行うと、それ以後は一部の機能
切換スイッチ操作が無効となります。

機能切換
スイッチ No.

制御タイプ

除加湿優先制御 （SW4-1 OFF） 機能設定 No. 外気温度制御（SW4-1 ON） 機能設定 No.

SW1

1 送風機試運転 － 送風機試運転 －

2 メンテナンス表示設定 1～3 メンテナンス表示設定 1～3

3 外気温度 補正値設定 55 暖房（加湿）運転時 
温調制御 補正値設定 55

4 OFF 固定（触れないでください。） － OFF 固定 （触れないでください。） －

5 表示出力切換 － 表示出力切換 －

6 発停パルス入力切換 － 発停パルス入力切換 －

7 ダンパーモーター試運転 － ダンパーモーター試運転 －

8 加湿用電磁弁試運転 － 加湿用電磁弁試運転 －

9 停電時自動復帰選択 4 停電時自動復帰選択 4

10 電源発停機能 4 電源発停機能 4

SW2

1

機種により異なります。
（触れないでください。） － 機種により異なります。

（触れないでください。） －

2

3

4

5

6

7 マルチ換気モード設定 （給気用） 5 マルチ換気モード設定 （給気用） 5

8 マルチ換気モード設定 （排気用） 5 マルチ換気モード設定 （排気用） 5

9 運転開始時 強制パワー給排気設定 6 運転開始時 強制パワー給排気設定 6

10 OFF 固定（触れないでください。） － OFF 固定 （触れないでください。） －

外気処理ユニットの据付工事時には、使用する用途に合わせてアドレス設定、分岐口No. 設定、機能切換スイッチ設定、
またMAスマートリモコン使用時にはMAスマートリモコンからの機能設定を行う必要があります。それぞれの設定は
必ず以下の順序で行ってください。

使用する用途に合わせて機能切換スイッチの設定を行ってください。	
・工場出荷時の制御タイプは除加湿優先制御（SW4-1 OFF）です。
・�試運転（SW1-1、SW1-7、SW1-8）以外は、外気処理ユニットの電源を落として設定を行ってください。
・「機能設定No.」の記載がある機能は、MAスマートリモコンから機能設定を行うことができます。
　�使用方法、制約事項などの詳細は「2 MAスマートリモコン（PAR-32MA）からの機能選択（54ページ）」を参照してください。

▶お知らせ
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2. 機能設定

●�機能切換スイッチとMA スマートリモコンからの機能設定、両方から設定可能な機能については、MA スマートリモコンから
機能設定を行うと、それ以後はMA スマートリモコンからの機能設定優先となり、機能切換スイッチ操作が無効となります。

●��MA スマートリモコンからの機能設定後に、機能切換スイッチで属性（SW3-1）を変更した場合は、必ずMA スマート
リモコンから機能設定をやり直してください。

1　機能切換スイッチ（SW1、SW2、SW3、SW4、SW5）の切り換え
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機能切換
スイッチ No.

制御タイプ

除加湿優先制御 （SW4-1 OFF） 機能設定 No. 外気温度制御（SW4-1 ON） 機能設定 No.

SW3

1 属性設定 － 属性設定 －

2 加湿能力切換 52 加湿モード切換 59

3 除湿能力切換 53
属性 FU 時
暖房（加湿）運転 停止温度設定 －4 OFF 固定 （触れないでください。） －

5 OFF 固定 （触れないでください。） －

6 排気用送風機運転設定〔1〕 12 排気用送風機運転設定〔1〕 12

7 排気用送風機運転設定〔2〕 13 排気用送風機運転設定〔2〕 13

8 OFF 固定 （触れないでください。） － 加湿自律制御設定 11

9 送風時 加湿有効設定 － 冷房・送風時 加湿有効設定 －

10 OFF 固定 （触れないでください。） － OFF 固定 （触れないでください。） －

SW4

1 制御タイプ設定 51 制御タイプ設定 51

2 OFF 固定 （触れないでください。） － OFF 固定 （触れないでください。） －

3 OFF 固定 （触れないでください。） － OFF 固定 （触れないでください。） －

4
端子台モニタ出力・
異常／バイパス表示出力切換 － 端子台モニタ出力・

異常／バイパス表示出力切換 －5

6

7 OFF 固定 （触れないでください。） － OFF 固定 （触れないでください。） －

8 湿度センサー
（PGL-50HE）設定 58 湿度センサー

（PGL-50HE）設定 58
9

10 外部加湿入力設定 － 外部加湿入力設定 －

SW5

1 OFF 固定 （触れないでください。） － OFF 固定 （触れないでください。） －

2 OFF 固定 （触れないでください。） － OFF 固定 （触れないでください。） －

3 OFF 固定 （触れないでください。） － OFF 固定 （触れないでください。） －

4 OFF 固定 （触れないでください。） － OFF 固定 （触れないでください。） －

5 OFF 固定 （触れないでください。） － OFF 固定 （触れないでください。） －

6 高湿度外気侵入防止設定 － 高湿度外気侵入防止設定 －

7 遅延運転設定 6 遅延運転設定 6

8 保護運転時 運転モニタ出力設定 14 保護運転時 運転モニタ出力設定 14

9 OFF 固定 （触れないでください。） － OFF 固定 （触れないでください。） －

10 OFF 固定 （触れないでください。） － OFF 固定 （触れないでください。） －

2　MA スマートリモコン（PAR-32MA）からの機能選択

手元リモコンにMAスマートリモコンを使用する場合の
み、一部の機能切換スイッチの設定、ナイトパージ設定、
24時間換気設定などをMAスマートリモコンから設定
することができます。
�室内ユニットとの連動（属性 FU）で使用する場合、手元
リモコンにMEリモコンを使用する場合は、機能切換ス
イッチ（SW1～SW5）で機能設定を行ってください。

メイン画面から、「メインメニュー」→「サービスメニュー」
よりリモコンからの機能選択操作を行います。
サービスメニューを選択するとパスワード入力画面が表
示されます。
現在設定されているサービス用パスワード（数字4桁）
を入力します。

�F1  ～ F2  ボタンで桁を選択し、 F3  ～ F4  ボタンに
て0～9の数字を設定します。
4桁のパスワードを入力後、決定ボタンを押します。

●サービス用パスワードの初期値は「9999」です。管
理者以外の方が設定変更しないよう、必要に応じパス
ワードを変更してください。パスワードは必要な方が分
かるよう適切に管理してください。

�●サービス用パスワードを忘れてしまった場合、サービス用
パスワード入力画面にて F1  ～ F2  ボタンを同時に3 秒
連続押しするとパスワードを「9999」に初期化できます。
 パスワードが一致すると、サービスメニューが表示され
ます。

▶お知らせ

▶お願い
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機能選択 

は遷移できません 

メイン 

リモコン設定初期化 

機能選択 
M-NETアドレス 
機能設定No 
機能設定値 
    検索中 

機能選択 
M-NETアドレス         1 
機能設定No    1 
機能設定値      2 
実行内容選択 設定/確認 
実行 

アドレス 

機能選択 
M-NETアドレス   1 
機能設定No    1 
機能設定値      2 
    設定中 

機能選択 
M-NETアドレス   1 
機能設定No    1 
機能設定値      2 
    設定完了 
前の画面へ 戻る 

機能選択 
M-NETアドレス   1 
機能設定No    1 
機能設定値      2 
    設定中 

機能選択 
M-NETアドレス   1 
機能設定No    1 
機能設定値      2 
    設定完了 
前の画面へ 戻る 

�サービスメニューにて「機能選択」を選択すると自動的
に現在リモコンが接続されている外気処理ユニットの検
索を行います。（「検索中」が点滅します。）

検索が終了すると現在リモコンが接続されている外気処
理ユニットのグループ内で最小M-NETアドレスを表示
します。ここで設定する必要がなければ戻るボタンを押
して「サービスメニュー」に戻ります。

「M-NETアドレス」の選択方法は、システム内のアドレ
ス設定方法が手動アドレス設定の場合と室内外自動アド
レス設定の場合によって異なります。
＜手動アドレス設定の場合＞
　�同じグループ内に外気処理ユニットが複数台ある場合、グループ
内の外気処理ユニットを全て同じ設定値にする「一括設定」と、
グループ内の外気処理ユニットについて個別に設定値を変更する
「個別設定」を行うことができます。ただし、「個別設定」に対
応していない機能については、必ず「一括設定」を行ってください。
●「一括設定」を行う場合、「M-NETアドレス」で「一

括」を選択します。
●�「個別設定」を行う場合、「M-NET アドレス」で設定値

を変更したい外気処理ユニットのアドレスを選択します。

機能設定したいM-NET アドレス、機能設定No.、機能
設定値を F1  ～ F4  ボタンにて選択し、決定ボタンを
押します。「設定中」が点滅表示され、正常に完了すると
「設定完了」が表示されます。

ただし、システム内のアドレス設定方法が室内外自動ア
ドレス設定の場合、M-NET アドレスは初期値（グルー
プ内の最も若いアドレス）から変更しないでください。
M-NET アドレスが「一括」の場合には、設定内容の確
認が行えません。

確認したい外気処理ユニットのM-NET アドレスと機能
設定No. を F1  ～ F4  ボタンにて選択し、決定ボタン
を押します。「確認中」が点滅表示され、正常に完了する
と設定されている機能設定値が表示されます。

＜自動アドレス設定の場合＞
　�同じグループ内に外気処理ユニットが複数台ある場合、必
ずグループ内の外気処理ユニットを全て同じ設定値にする
「一括設定」を行ってください。グループ内の外気処理ユニッ
トについて、個別に設定値を変更することはできません。
●「M-NETアドレス」で「一括」を選択します。
●� グループ内の外気処理ユニットが1台のみの場合、
「M-NETアドレス」は初期値（グループ内の最も
若いアドレス）から変更しないでください。

●サービスメニューの項目によっては外気処理ユニットを
停止させる必要があります。また、集中コントローラー
での集中管理設定中は操作できません。

 ▶ 操作手順
1. 外気処理ユニットの検索

2.M-NET アドレスの表示

3.M-NET アドレスの選択

4. 機能設定を変更する場合

5. 設定内容を確認する場合

▶お知らせ

●M-NET アドレス」は F3  ボタンを押す度に設定値が
「－1」され、「1」の次に「一括」が表示されます。
また F4  ボタンを押す度に設定値が「＋1」され、「127」
の次に「一括」が表示されます。

●機能設定一覧にない「機能設定 No.」及び「設定値」
は選択しないでください。

●�MAスマートリモコンから機能設定の変更を行うと、それ以降は
その機能設定が属するブロック内（「▶ 機能設定一覧（56ペー
ジ）」参照）の機能切換スイッチ操作が無効となります。ただし、
MAスマートリモコンから機能設定の変更を行う前、及び機能
設定リセット（「6. 工場出荷時に戻す場合（56ページ）」参照）
を行った後は機能切換スイッチ操作が有効となります。

●�ブロック（「▶ 機能設定一覧（56 ページ）」参照）に属
していない機能切換スイッチは常に操作が有効です。

▶お知らせ

▶お知らせ
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機能切換
スイッチ

機能設定
No.

M-NET
アドレス※ 1 機能名称

設定値 工場
出荷時0 1 2 3 4

1-2

1 一括 エアフィルター メンテナンス表示設定 表示
しない

表示
する － － － 1

2 一括 熱交換器（ロスナイエメント） メンテナン
ス表示設定

表示
しない

表示
する － － － 1

3 一括 加湿エレメント メンテナンス表示設定 表示
しない

表示
する － － － 1

1-9
1-10 4 一括 電源復帰モード設定 停止 運転 自動

復帰 － － 0

2-7
2-8 5 個別 マルチ換気モード設定 パワー

給排気
パワー
給気

パワー
排気

省エネ
換気 － 0

2-9
5-7 6 個別 運転開始時

パワー給排気、遅延運転設定 無効 強制パワー
給排気 遅延運転 － － 0

－ 7 一括 ナイトパージ設定 無効 有効
強風量

有効
弱風量

有効
微弱風量 － 0

－ 8 － 設定変更しないでください。 － － － － － 5

－ 9 一括

ナイトパージ温度設定 外気温度
28℃

外気温度
17℃ － － －

0
自動換気 目標温度設定
（除加湿優先制御のみ有効） 無効 19℃

固定 － － －

－ 10 一括 24 時間換気設定 無効 有効 － － － 0

3-8 11 個別 加湿自律制御設定
（外気温度制御のみ有効） 無効 有効 － － － 0

3-6 12 個別 排気用送風機運転設定〔1〕 変化なし 停止 － － － 0

3-7 13 個別 排気用送風機運転設定〔2〕 変化なし 微弱風量 － － － 0

5-8 14 個別 保護運転時 運転モニタ出力設定 無効 有効 － － － 0

－ 50 個別 機能設定リセット（No.1〜 No.14） 無効 リセット － － － 0

�検機能設定リセット（機能設定No.50、No.100、No.250）を「1：リセット」に設定することで、対応するブロック内（「▶ 機
能設定一覧（56ページ）」参照）の設定値を工場出荷時に戻すことができます。ただし、機能切換スイッチを工場出荷時
から変更していた場合は、機能切換スイッチの設定内容が有効となります。
「4. 機能設定を変更する場合（55ページ）」の手順に従い、機能設定リセットを行ってください。

6. 工場出荷時に戻す場合

●�機能切換スイッチの設定内容はMAスマートリモコンから工場出荷時に戻すことはできません。基板上の機能切換スイ
ッチを直接操作するか、MA スマートリモコンの機能選択で工場出荷時の設定値に変更してください。

●�同じグループ内に外気処理ユニットが複数台ある場合で、「個別設定」に対応していない機能については、機能設定リセ
ットで工場出荷時に戻した後も、必ずグループ内の外気処理ユニットをすべてを同じ設定値にしてください。

●�MA スマートリモコンからの機能選択で機能設定を変更した場合、必ずすべての設定内容を記録するなどの管理を行っ
てください。

■ブロック１（換気機能設定）

－：設定しないでください

▶お知らせ

▶お願い
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機能切換
スイッチ

機能設定
No.

M-NET
アドレス※ 1 機能名称

設定値 工場
出荷時0 1 2 3 4

4-1 51 一括 制御タイプ設定 除加湿
優先制御

外気温度
制御 － － － 0

3-2 52 個別 加湿能力切換
（除加湿優先制御のみ有効）

しっかり
加湿モード

マイルド
加湿モード － － － 0

3-3 53 個別 除湿能力切換
（除加湿優先制御のみ有効）

通常
除湿モード

除湿能力
セーブモード － － － 0

3-9 54 一括

除加湿優先制御 送風時
　加湿有効設定 無効 有効 － － －

0

外気温度制御 送風・冷房時
　加湿有効設定 無効 有効 － － －

1-3 55 個別

除加湿優先制御 外気温度
　補正値設定

補正
なし

外気温度
－4℃ － － －

0

外気温度制御
暖房（加湿）運転時
温調制御
　補正値設定

外気温度
+11℃

外気温度
+7℃ － － －

－ 56 － 設定変更しないでください。 － － － － － 0

－ 57 － 設定変更しないでください。 － － － － － 0

4-8
4-9 58 個別 湿度センサー（PGL-50HE）設定 使用

しない 40% 45% 50% － 0

3-2 59 個別 加湿モード切換
（外気温度制御のみ有効）

通常
加湿モード

加熱セーブ
加湿モード － － － 0

－ 100 個別 機能設定リセット
（No.51～ 59） 無効 リセット － － － 0

■ブロック2（加湿／除湿機能設定）

－：設定しないでください

※1： �同じグループ内に外気処理ユニットが複数台ある場合、グループ内の外気処理ユニットについて、個別に設定値を変更する「個別設定」に対応しているかどうかを示します。
�システム内のアドレス設定方法が手動アドレス設定の場合のみ適用されます。室内外自動アドレス設定の場合は、本内容に関わらず必ず「一括設定」を行ってください。
「個別」：�「個別設定」に対応しています。機能選択の「M-NET アドレス」で設定値を変更したい外気処理ユニットのアドレスを選択します。
「一括」：�「個別設定」に対応していません。グループ内の外気処理ユニットすべてを同じ設定値にしてください。機能選択の「M-NET アドレス」で「一括」を選択します。

※2： �MA スマートリモコンからの機能設定後に、機能切換スイッチで属性（SW3-1）を変更した場合は、必ず MA スマートリモコンから機能設定をやり直してください。
※3：�機能設定の内容は外気処理ユニットの基板上に記憶されています。基板交換を行うと、機能設定の内容はすべて工場出荷時に戻ります。
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1 2 3 4 5 7 96 8 10 1 2 3 4 5 7 96 8 10

1 2 3 4 5 7 96 8 10 1 2 3 4 5 7 96 8 10

SW3（除加湿優先制御時の場合）

ON
OFF

1 リモコンを直接接続する場合の設定
2 加湿能力切換
3 除湿能力切換
4
5
6 排気用送風機運転設定〔1〕
7 排気用送風機運転設定〔2〕
8 触れないでください。
9 送風時の加湿用電磁弁ON設定
10 触れないでください。

触れないでください。

SW3（外気温度制御時の設定）

ON
OFF

1 リモコンを直接接続する場合の設定
2 加湿モード切換
3　
4
5
6 排気用送風機運転設定〔1〕
7 排気用送風機運転設定〔2〕
8 加湿自律制御設定
9 冷房・送風時の加湿用電磁弁ON設定
10 触れないでください。

暖房運転
停止温度設定

SW4

ON
OFF

1 制御タイプの設定
2
3
4
5
6
7
8　
9　
10 外部加湿入力設定

触れないでください。

触れないでください。

端子台モニタ出力
異常／バイパス表示出力設定

湿度センサー（PGL-50HE）設定

SW5

ON
OFF

1
2
3
4

触れないでください。

5
6 高湿度外気侵入防止設定
7 遅延運転設定
8 保護運転時の運転モニタ出力設定
9 触れないでください。
10

SW1

ON
OFF

1 2 3 4 5 7 96 8 10 1 2 3 4 5 7 96 8 10

1 送風機試運転
2 フィルタ－などメンテナンス表示
3 温調制御補正値設定
4 触れないでください。
5 表示出力切換
6 遠方入力機能切換
7 ダンパー試運転
8 加湿用電磁弁試運転
9 停電時自動復帰選択
10 電源発停機能

SW2

ON
OFF

1
2

機種により異なりますので3
触れないでください。4

5
6
7 マルチ換気モ－ド設定（給気用）
8 マルチ換気モ－ド設定（排気用）
9
10 触れないでください。

運転開始時の強制パワ－給排気設定

SW2 能力コード 機　種

ON
OFF

1 2 3 4 5 6

6
（P36）※ LGH-50RDF6

ON
OFF

1 2 3 4 5 6

10
（P56）※

LGH-80RDF6-50
LGH-80RDF6-60

ON
OFF

1 2 3 4 5 6

13
（P71）※

LGH-100RDF6-50
LGH-100RDF6-60

MAスマートリモコン（PAR-32MA）使用の場合は、リモコンからも機能設定切換が可能です。
属性 FU時やMEリモコン使用の場合は、外気処理ユニット基板スイッチにて機能設定を行ってください。

■工場出荷時の外気処理ユニット基板SW設定

3　機能設定切換一覧

基板交換時、能力コ－ドは以下の通り設定してください。

※（Ｐ＊＊）は、室内ユニット相当形番を示します。
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外気処理ユニット基板 MA スマートリモコン
（PAR-32MA）

動　作
機能切換
スイッチ

スイッチ
設定

機能設定
No.

機能
設定値

SW1-2

2

ON
OFF

1 1
リモコンへエアフィルター
のメンテナンスサインを表
示します。（工場出荷時）

2 1

リモコンへ熱交換器（ロ
スナイエレメント）のメン
テナンスサインを表示し
ます。（工場出荷時）

3 1
リモコンへ加湿エレメント
のメンテナンスサインを表
示します。（工場出荷時）

2

ON
OFF

1 0
リモコンへエアフィルター
のメンテナンスサインを表
示しません。

2 0

リモコンへ熱交換器（ロ
スナイエレメント）のメン
テナンスサインを表示し
ません。

3 0
リモコンへ加湿エレメン
トのメンテナンスサイン
を表示しません。

外気処理ユニット基板 MA スマートリモコン
（PAR-32MA）

モード 動　作
機能切換
スイッチ

スイッチ
設定

機能設定
No.

機能
設定値

SW1-9

9

ON
OFF

4

0※ 復帰時
停止

停電復旧時、外気
処理ユニットは停止
（工場出荷時）
※ �SW1-10 が ON
の場合、機能設
定値は「1」

9

ON
OFF 2※

復帰時
再運転
可能

停電復旧時、外気
処理ユニットは停
止前の運転状態に
復帰
※ �SW1-10 が ON
の場合、機能設
定値は「1」

外気処理ユニット基板 MA スマートリモコン
（PAR-32MA）

モード 動　作
機能切換
スイッチ

スイッチ
設定

機能設定
No.

機能
設定値

SW1-10
10

ON
OFF

4

0※ 無効

SW1-9 の設 定に
応じて動作します。
（工場出荷時）
※ �SW1-9 が ON
の場合、機能設
定値は「2」

10

ON
OFF 1 有効

電源「入」「切」で
運転・停止を切り
換えます。

外気処理ユニット基板 MA スマートリモコン
（PAR-32MA）

モード 動　作
機能切換
スイッチ

スイッチ
設定

機能設定
No.

機能
設定値

SW2-7
SW2-8

7 8

ON
OFF

5

0
パワー
給排気
モード

リモコンからの風
量操作により、強、
弱、微弱風量が切
り換わります。
（工場出荷時）

7 8

ON
OFF 1

パワー
給気
モード

排気用送風機は
弱 ･微弱風量で運
転します。
給気用送風機は
強・弱・微弱風量
が切り換わります。

7 8

ON
OFF 2

パワー
排気
モード

給気用送風機は
弱・微弱風量で運
転します。
排気用送風機は
強・弱・微弱風量
が切り換わります。

7 8

ON
OFF 3

省エネ
換気
モード

給排気用送風機
は弱 ･微弱風量で
運転します。
リモコンの風量操作
によらず省エネ換
気固定となります。

メンテナンス表示を行わない場合に設定してください。
工場出荷時は「表示する」に設定されています。

停電後、電源復旧したときの運転状態を設定します。
工場出荷時は「復帰時停止」に設定されています。
※室内ユニットと連動する場合（属性 FU）は設定できません。

外気処理ユニットに供給する元電源（200V）の「入」「切」
により運転・停止を行う場合を設定します。
工場出荷時は「無効」に設定されています。
※室内ユニットと連動する場合（属性 FU）は設定できません。

使用環境や設置場所に応じた給排気バランスを選択させる
場合に設定します。設定できるモードは次の4種類です。
工場出荷時は給気用・排気用共に「リモコンで設定した
風量で運転する」ように設定されています。

※ �MA スマートリモコン（PAR-32MA）以外をご使用の場合は、微弱風量はあり
ません。

※パワー給気モード、パワー給排気モードは外部風量切換入力よりも優先されます。
外部風量切換入力で強風量が入力された場合でも、排気用または給気用の送風
機は弱風量となります。

※MEリモコンをご使用の場合は、エアフィルターのメンテナンス表示のみが表示
されます。

※機能設定 No.2、No.3 は MA スマートリモコン（PAR-32MA）使用の場合に
限り設定が可能です。

※メンテナンス表示は以下の積算時間によって表示されます。
・加湿エレメント	 ：加湿器用電磁弁の運転積算時間が1,000 時間以上
・エアフィルター	 ：給気用送風機の運転積算時間が 3,000 時間以上
・ロスナイエレメント	：ロスナイ換気の運転積算時間が 5,000 時間以上

1. 工場出荷時に戻す場合

2. 電源発停機能
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外気処理ユニット基板 MA スマートリモコン
（PAR-32MA）

動　作
機能切換
スイッチ

スイッチ
設定

機能設定
No.

機能
設定値

SW2-9
9

ON
OFF

6

0※

リモコンで設定した風量で
運転します。（工場出荷時）
※ �SW5-7がONの場合、

機能設定値は「2」

9

ON
OFF １

運転開始から 30 分間はリ
モコンの設定に関係なく強
制的に給気、排気用送風
機共に強運転で運転します

外気処理ユニット基板 MA スマートリモコン
（PAR-32MA）

動　作
機能切換
スイッチ

スイッチ
設定

機能設定
No.

機能
設定値

SW5-7
7

ON
OFF

6

0※
遅延なし（工場出荷時）
※ �SW2-9がONの場合、
機能設定値は「1」

7

ON
OFF 2※

遅延運転あり
※ �SW2-9がONの場合、

機能設定値は「1」

外気処理
ユニット基板

MA スマートリモコン
（PAR-32MA）

モード 動　作
機能切換
スイッチ

スイッチ
設定

機能設定
No.

機能
設定値

－ － 7

0
ナイトパージ

無効

ナイトパ－ジ運転
しません。
（工場出荷時）

1
ナイトパージ

有効
（強風量運転）

強風量でナイト
パ－ジ運転します。

2
ナイトパージ

有効
（弱風量運転）

弱風量でナイト
パ－ジ運転します。

3
ナイトパージ

有効
（微弱風量運転）

微弱風量でナイト
パ－ジ運転します。

外気処理
ユニット基板

MA スマートリモコン
（PAR-32MA）

動　作
機能切換
スイッチ

スイッチ
設定

機能設定
No.

機能
設定値

－ － 9
0

OA（外気）温度 28℃（工場出
荷時）、自動換気標準

1
OA（外気）温度 17℃、外気冷
房優先モード

外気処理
ユニット基板

MA スマートリモコン
（PAR-32MA）

モード 動　作
機能切換
スイッチ

スイッチ
設定

機能設定
No.

機能
設定値

－ － 10

0 無効
運転中、「運転／停止」ボタ
ン操作で停止（工場出荷時）

1 有効

運転中、「運転／停止」ボタ
ン操作で微弱運転（24 時間
換気）、「運転／停止」ボタ
ンの 5 秒間長押しで停止

運転開始時、30分間は風量を強固定で運転させる場合
に設定します。30分後はリモコンからの風量操作に切
り換わります。
夜間停止時に室内の空気が汚れ、運転開始時に急速換気
したい場合に使用します。
工場出荷時は、リモコン設定した風量で運転されるよう
に設定されています。

※ナイトパージを行う場合は、MA スマートリモコン（PAR-32MA）の時刻設定を
行ってください。

※ナイトパージを行う場合は、MA スマートリモコン（PAR-32MA）使用の場合に
限ります。

※ナイトパージ運転中は換気モード、加湿モード、運転モード、設定温度の切り換
えはできません。

※ナイトパージ運転中は温調制御できません。

※「1 運転開始時のパワー給排気設定」の運転開始時のパワー給排気設定と併用
した場合、遅延運転は行いません。

※運転停止後 2時間は遅延運転を行いません。

室内ユニットと連動時は室内ユニットが運転開始したと
き、室内ユニットと連動しないときはリモコンで運転開
始したときに30分間遅れて外気処理ユニットが運転す
るモードです。室内ユニットで早く温調を行いたい場合
に使用します。工場出荷時は「遅延なし」に設定されて
います。

ナイトパージとは、夏場の夜間にこもった熱気を自動排
気し、翌朝の冷房負荷を軽減させるものです。
ナイトパージ設定の有効／無効及びナイトパージ運転
時の風量を選択します。（詳細は「10 ナイトパージ
（49ページ）」を参照してください。）
工場出荷時は「ナイトパージ無効」に設定されています。

ナイトパ－ジのOA（外気）温度検知値を切り換えます。
夏期以外も積極的にナイトパ－ジ運転する場合、または
自動換気時の普通換気に判定する温度を通常よりも低め
に設定して外気冷房を優先させる場合に使用します。
工場出荷時は、「OA（外気）温度28℃」に設定されて
います。

運転中に、運転／停止ボタンの操作により停止になるか、
微弱運転（24時間換気）を行うかの選択を行います。
工場出荷時は「無効」に設定されています。

※設定切換は、MA スマートリモコン（PAR-32MA）使用の場合に限ります。
※ �24 時間換気設定を有効に設定されている場合、運転中に「運転／停止」ボタンを押

すと停止画面に 24 時間換気運転中アイコン 及び「24h 換気中」が点灯し、微弱
運転に切り換わります。停止させるには、「運転／停止」ボタンを 5 秒間長押しします。

※�集中コントローラーなどMA スマートリモコン（PAR-32MA）以外のコントロー
ラーから停止操作した場合は 24 時間換気運転はしません。（停止します。）

 ▶ 運転開始時のパワー給排気設定、遅延運転設定
1. 運転開始時のパワー給排気設定

2. 遅延運転設定（室内ユニット冷暖房起動時の遅
延動作）

 ▶ ナイトパージ設定

 ▶ OA（外気）温度検知値切換、自動換気切
換パターン選択

 ▶ 24 時間換気設定
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■運転／停止、風量操作による24時間換気中及び運転中の状態変化

■24時間換気中のリモコン操作、外部入出力、ナイトパージの使用可否

操　　作

状態変化

備　　考24時間
換気中 運転中

手元リモコン
運転／停止 運転 24時間換気 －

風量切換 変化なし 風量切換 －

システムコントローラー
運転／停止 停止 停止 24時間換気を行うことはできません。

風量切換 運転 風量切換 24時間換気を終了して運転を行います。

外部入力

遠方OFF 停止 停止 －

遠方ON 運転 変化なし －

発停パルス入力 停止 停止 －

運転パルス入力 運転 変化なし CN51①②を運転パルス入力、CN52①⑤を停止パルス入
力として使用する場合です。停止パルス入力 停止 停止

機能名称 可否 備　　考

MAスマートリモコン

運転／停止 ○ 24時間換気を終了して運転を行います。

風量切換 × 微弱風量固定となります。

加湿モード切換 × 加湿停止固定となります。

換気モード切換 × 停止操作を行う前の換気モードとなります。

運転モード切換 × 停止操作を行う前の運転モードとなります。

設定温度 × 停止操作を行う前の設定温度となります。

システムコントローラー

運転／停止 ○ 24時間換気を終了して停止します。

風量切換 ○ 24時間換気中は弱風量表示となります。弱風量以外に切り換えると24時間換
気を終了して運転します。

運転モード切換 ○
24時間換気中は停止操作を行う前の運転モード表示を継続します。
運転モード表示切換は可能ですが、24時間換気中は暖房（加湿）、冷房（除湿）
を行うことはできません。

設定温度 ○ 運転モード表示が暖房（加湿）、冷房（除湿）時は、設定温度表示切換が可能です。
制御タイプが除加湿優先制御で使用する場合、設定温度は変更できません。

風量切換入力 × 微弱風量固定となります。

普通換気切換入力 ○ －

運転モニタ出力 ○ －

異常モニタ出力 △ 加湿異常など常時監視を行っている異常のみ有効です。

ナイトパージ ○ ナイトパージ条件を満たした場合はナイトパージを行います。

●�システムコントローラーからの操作で24 時間換気を行うことはできません。
●�システムコントローラーでは24時間換気中も通常と同じ運転表示を行います。24時間換気中にシステムコントローラー
から運転を行うには、一度停止操作を行った後に運転操作を行うか、風量切換で弱風量以外に切り換えてください。

●�MA スマートリモコンから24 時間換気を停止させるには、「運転／停止」ボタンを5 秒以上押し続けてください。

▶お知らせ
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外気処理ユニット基板 MA スマートリモコン
（PAR-32MA）

モード 動　作
機能切換
スイッチ

スイッチ
設定

機能設定
No.

機能
設定値

SW3-8

8

ON
OFF

11

0
加湿

自律制御
禁止

加湿用電磁弁 ON
条件時は常に加湿
エレメントに給水
（工場出荷時）

8

ON
OFF 1

加湿
自律制御
許可

加湿用電磁弁 ON
条件時でかつ、外
気温度が12℃以下
のとき加湿エレメン
トに給水

外気処理ユニット基板 MA スマートリモコン
（PAR-32MA）

モード 動　作
機能切換
スイッチ

スイッチ
設定

機能設定
No.

機能
設定値

SW5-8
8

ON
OFF

14

0 出力
しない

保護運転中は運転
モニタ出力しません。
（工場出荷時）

8

ON
OFF 1 出力

する
保護運転中も運転
モニタ出力します。

外気処理ユニット基板 MA スマートリモコン
（PAR-32MA）

動　作
機能切換
スイッチ

スイッチ
設定

機能設定
No.

機能
設定値

－ － 50

0
リセットしない
（工場出荷時）

1

機能設定 No.1～14 の項
目をリセットします。
・�外気処理ユニット基板スイ
ッチの設定状態に機能設
定が戻ります。

・�外気処理ユニット基板スイ
ッチの割付がない項目は、
初期設定値に戻ります。

外気処理ユニット基板 MA スマートリモコン
（PAR-32MA）

モード 動　作
機能切換
スイッチ

スイッチ
設定

機能設定
No.

機能
設定値

SW3-6
6

ON
OFF

12

0
排気用
送風機
運転

給気用送風機が停
止していても排気
用送風機は運転（工
場出荷時）

6

ON
OFF 1

排気用
送風機
停止

給気用送風機が停
止すれば排気用送
風機も停止

外気処理ユニット基板 MA スマートリモコン
（PAR-32MA）

モード 動　作
機能切換
スイッチ

スイッチ
設定

機能設定
No.

機能
設定値

SW3-7
7

ON
OFF

13

0
排気用
送風機
運転

リモコンで設定した
風量で運転
（工場出荷時）

7

ON
OFF 1

排気用
送風機
微弱風量
運転

排気用送風機は
微弱風量に落とし
て運転

冷房時の加湿操作において、加湿器給水を外気温度によっ
て自動的に止める機能があります。
工場出荷時は「加湿自律制御禁止」に設定されています。

外気処理ユニットが運転停止中の保護運転時に運転状態
をモニタ出力する場合に設定します。
工場出荷時は「出力しない」に設定されています。

MAスマートリモコン（PAR-32MA）使用の場合、機
能設定No.1 ～ 14の項目の機能リセットが可能です。
基板交換時や設定変更の場合に使用します。工場出荷時
は「リセットしない」に設定されています。暖房運転時の除霜時、冷媒回収時などには給気用送風機が

停止しますが、そのときの排気用送風機の動作を設定しま
す。工場出荷時は「排気用送風機運転」に設定されています。

外気温度が低温のときは給気用送風機が間欠運転（寒冷
地運転）しますが、そのときの排気用送風機の動作を設
定します。工場出荷時は「排気用送風機運転」されるよ
うに設定されています。

※�暖房・送風運転時は本設定無効になります。
※MA スマートリモコン（PAR-32MA）使用の場合、「加湿自動」選択時のみ本
設定は有効になります。

※ �HA パルス入力を使用する場合は「出力しない」に設定してください。

※ �MA スマートリモコン（PAR-32MA）で本機能設定 No. の設定値を確認した場
合、常に設定値「0」が表示されます。

 ▶ 加湿自律制御設定【外気温度制御時の設定】  ▶ 保護運転時の運転モニタ出力設定

 ▶ 機能設定 No.1～14 のリセット機能

 ▶ 排気用送風機運転設定〔1〕

 ▶ 排気用送風機運転設定〔2〕
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外気処理ユニット基板 MA スマートリモコン
（PAR-32MA）

モード 動　作
機能切換
スイッチ

スイッチ
設定

機能設定
No.

機能
設定値

SW3-9

9

ON
OFF

54

0 加湿操作
無効

加湿運転のみ加
湿操作可能
（工場出荷時）
（�除湿・送風運転時、
加湿用電磁弁は
OFFとなります。）

9

ON
OFF 1 加湿操作

有効

加湿 ･送風運転で
加湿操作可能
（�除湿運転時、加湿
用電磁弁は OFF
となります。）

外気処理ユニット基板 MA スマートリモコン
（PAR-32MA）

モード 動　作
機能切換
スイッチ

スイッチ
設定

機能設定
No.

機能
設定値

SW3-9
9

ON
OFF

54

0 加湿操作
無効

暖房運転のみ加湿
操作可能
（工場出荷時）
（�冷房・送風運転時、
加湿用電磁弁は
OFFとなります。）

9

ON
OFF 1 加湿操作

有効
暖房 ･冷房 ･送風
で加湿操作可能

外気処理ユニット基板 MA スマートリモコン
（PAR-32MA）

モード 動　作
機能切換
スイッチ

スイッチ
設定

機能設定
No.

機能
設定値

SW3-2

2

ON
OFF

52

0
しっかり
加湿
モード

通常通り加湿運転
を行います。
（工場出荷時）
加湿を優先して直
膨コイルの温調制
御を行います。

2

ON
OFF 1

マイルド
加湿
モード

外気処理ユニット
の外気温度 ･ 外気
湿度検知値により
加湿量を抑えた運
転を行います。
吹出し温度を抑え
ながら加湿する場
合に使用します。

外気処理ユニット基板 MA スマートリモコン
（PAR-32MA）

モード 動　作
機能切換
スイッチ

スイッチ
設定

機能設定
No.

機能
設定値

SW3-3
3

ON
OFF

53

0 通常除湿
モード

通常通り除湿運転
を行います。
（工場出荷時）

3

ON
OFF 1

除湿能力
セ－ブ
モード

除湿量を抑えた運
転を行います。

外気処理ユニット基板 MA スマートリモコン
（PAR-32MA）

タイプ 動　作
機能切換
スイッチ

スイッチ
設定

機能設定
No.

機能
設定値

SW4-1

1

ON
OFF

51

0 除加湿
優先制御

室内へ吹き出す空
気に対し、加湿、
除湿を優先した運
転を行います。
（工場出荷時）

1

ON
OFF 1

外気温度
制御

外気温度と設定温
度を比較し、直膨
コイルのサ－モを
ON／OFF する運
転を行います。

�外気処理ユニットが送風運転でも加湿操作を可能に設定
できます。詳細は「5 加湿制御（35ページ）」を参照
してください。工場出荷時は「加湿操作無効」に設定さ
れています。

外気処理ユニットが冷房・送風運転でも加湿操作を可
能に設定できます。詳細は「5 加湿制御（35ページ）」
を参照してください。工場出荷時は「加湿操作無効」に
設定されています。

加湿能力を切り換えます。詳細は「4 温調制御（31ペー
ジ）」を参照してください。工場出荷時は「しっかり加
湿モード」に設定されています。

除湿能力を切り換えます。詳細は「4 温調制御（31ペー
ジ）」を参照してください。工場出荷時は「通常除湿モー
ド」に設定されています。

外気処理ユニットの運転パタ－ンを以下の2つから選
択することができます。詳細は「1 制御タイプ（29ペー
ジ）」を参照してください。工場出荷時は「除加湿優先
制御」に設定されています。
※マルチ Sシリ－ズの室外ユニットを接続時は必ず「外気温度制御」に設定してください。

※マイルド加湿モードは吹出温度を一定にする機能はありません。

 ▶ 暖房（加湿）運転時以外での加湿有効設定

 ▶ 加湿能力切換【除加湿優先制御時の設定】

 ▶ 除湿能力切換【除加湿優先制御時の設定】

 ▶ 制御タイプの設定

1. 送風時の加湿有効設定【除加湿優先制御時の設定】

2. 冷房・送風時の加湿有効設定【外気温度制御時の設定】
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外気処理ユニット基板 MA スマートリモコン
（PAR-32MA）

温調制御補正値
機能切換
スイッチ

スイッチ
設定

機能設定
No.

機能
設定値

SW1-3
3

ON
OFF

55

0
0℃（補正なし）
（工場出荷時）

3

ON
OFF 1 －4℃

外気処理ユニット基板 MA スマートリモコン
（PAR-32MA）

動　作
機能切換
スイッチ

スイッチ
設定

機能設定
No.

機能
設定値

SW4-8
SW4-9

8 9

ON
OFF

58

0
湿度センサー取付なし
（工場出荷時）

8 9

ON
OFF 1

RA（還気）湿度が約 40%
以上で加湿運転を OFF に
します。

8 9

ON
OFF 2

RA（還気）湿度が約 45%
以上で加湿運転を OFF に
します。

8 9

ON
OFF 3

RA（還気）湿度が約 50%
以上で加湿運転を OFF に
します。

外気処理ユニット基板 MA スマートリモコン
（PAR-32MA）

温調制御補正値
機能切換
スイッチ

スイッチ
設定

機能設定
No.

機能
設定値

SW1-3
3

ON
OFF

55

0 +11℃（工場出荷時）

3

ON
OFF 1 +7℃

温調制御補正値が選択できます。OAダクトが長い場合
または、外気取入口が南側で日が当たるときなどで温調
制御が入りにくい場合に使用します。「4 温調制御（31
ページ）」も合わせて参照してください。

別売システム部材の湿度センサー（PGL-50HE）で室
内湿度を検知して加湿運転を行う場合に設定します。
�工場出荷時は「取付なし」に設定されています。「5 加
湿制御（35ページ）」も合わせて参照してください。

加湿モード設定を行います。工場出荷時は「通常加湿モー
ド」に設定されています。

・暖房運転停止温度設定
�外気処理ユニットが室内ユニットと連動した運転をし
ている場合、外気処理ユニットの暖房運転（温調）を
自動的に停止させる設定温度を次表のとおり設定しま
す。工場出荷時は21℃に設定されています。

※MA スマートリモコン（PAR-32MA）からの機能切換はできません。

�工場出荷時の外気温度補正値は「0℃（補正なし）」に
設定されています。

工場出荷時の温調制御補正値は「+11℃」に設定され
ています。

 ▶ 温調制御補正値設定

 ▶ 湿度センサー（PGL-50HE）設定

 ▶ 加湿モード切換【外気温度制御時の設定】

1. 除加湿優先制御時の設定

2. 外気温度制御時の設定

機能切換
スイッチ モード 設定温度の設定方法

SW1-3
室内ユニットと連動した運転 SW3-3、4、5で設定

リモコン操作による運転 リモコンで設定

機能切換
スイッチ 設定 設定温度 設定 設定温度

SW3-3
SW3-4
SW3-5

ON
OFF

3 4 5
17℃

ON
OFF

3 4 5

21℃
（工場出荷時）

ON
OFF

3 4 5
18℃

ON
OFF

3 4 5
23℃

ON
OFF

3 4 5
19℃

ON
OFF

3 4 5
25℃

ON
OFF

3 4 5
20℃

ON
OFF

3 4 5
27℃

外気処理ユニット基板 MA スマートリモコン
（PAR-32MA）

モード 動　作
機能切換
スイッチ

スイッチ
設定

機能設定
No.

機能
設定値

SW3-2

2

ON
OFF

59

0 通常加湿
モード

通常通り加湿制御
を行います。
（工場出荷時）

2

ON
OFF 1

加熱
セ－ブ
加湿
モード

外気処理ユニットの
みの運転で、暖房
時、室温が必要以
上に上昇してしまう
場合に使用します。
外気処理ユニット
の外気温度検知値
により、通常時に比
べ暖房能力を抑え
た制御を行います。

※加湿（暖房）運転時は、「外気温度 + 温調制御補正値 <21℃」のときに温調します。
　なお、21℃は工場出荷時の設定です。
　�MA スマートリモコン（PAR-32MA）使用の場合、機能設定 No.207 にて
17～21℃への設定変更が可能です。

※�除湿（冷房）運転時は、「外気温度 + 温調制御補正値 >25℃」のときに温調します。
　なお、25℃は工場出荷時の設定です。
　�MA スマートリモコン（PAR-32MA）使用の場合、機能設定 No.208 にて
23 ～27℃への設定変更が可能です。

※�湿度センサー（PGL-50HE）を使用しない場合、または市販のヒューミディスタ
ットなどを使用するために「▶外部加湿入力設定（66 ページ）」を有効に設定す
る場合は、本スイッチは工場出荷時のままにしてください。

※�外気処理ユニットの暖房運転時は「設定温度＞外気温度 + 温調制御補正値」の
ときに温調制御を開始します。

　設定温度の設定方法は室内ユニットに連動している場合と、連動していない場合
　で異なります。
　（SW3-1を参照してください。）
※外気温度制御時の温調制御補正値は暖房モード時のみ有効です。
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外気処理ユニット基板 MA スマートリモコン
（PAR-32MA）

動　作
機能切換
スイッチ

スイッチ
設定

機能設定
No.

機能
設定値

SW1-6
6

ON
OFF

－ －

CN51①－②
　運転／停止パルス入力
CN52 ①－⑤
　デマンド入力（工場出荷時）

6

ON
OFF

CN51①－②
　運転パルス入力
CN52 ①－⑤
　停止パルス入力

システム部材の遠方表示用アダプター（PAC-SA88HA）
を用いることにより遠方操作ができます。
�工場出荷時は「OFF」に設定されています。「9 遠方切換、
入出力信号用コネクタを使用した各種制御　（45ペー
ジ）」も合わせて参照してください。
※MA スマートリモコン（PAR-32MA）からの機能切換はできません。

製品保護のため高湿度の外気（相対湿度80%以上）を
本体内蔵のOA湿度センサーにて検出し、送風機を自動
的に微弱風量運転または停止させます。詳細は「11 保
護運転（50ページ）」を参照してください。
ご使用になられる地域ごとに設定を切り換えてくださ
い。工場出荷時は「霧多発地域以外（霧発生が少ない地
域）」に設定されています。
※MA スマートリモコン（PAR-32MA）からの機能切換はできません。

 ▶ 遠方入力機能切換

 ▶ 高湿度外気（相対湿度 80%以上）侵入防止設定

外気処理ユニット基板 MA スマートリモコン
（PAR-32MA）

モード 動　作
機能切換
スイッチ

スイッチ
設定

機能設定
No.

機能
設定値

SW5-6

6

ON
OFF

－

－

霧多発地域
以外

（霧発生が少
ない地域）

およそ相対湿度
が80%以上にな
ると給気用送風
機が停止します。
（排気用送風機は
運転しています。）
（工場出荷時）

6

ON
OFF －

霧多発地域
（山間部、
湖、海岸な
ど高湿度な
空気発生の
おそれがあ
る地域）

およそ相対湿度
が 80%以上にな
ると給気用送風機
が停止し、排気用
送風機は運転して
いますが、長時間
80%以上が続く
と給排気用送風機
ともに停止します。

外気処理ユニット基板 MA スマートリモコン
（PAR-32MA）

動　作
機能切換
スイッチ

スイッチ
設定

機能設定
No.

機能
設定値

－ － 100

0
リセットしない
（工場出荷時）

1

機能設定 No.51～ 59 の
項目をリセットします。
・�外気処理ユニット基板上の
機能切換スイッチの設定状
態に機能設定が戻ります。

・�外気処理ユニット基板上の機
能切換スイッチの割付がない
項目は、初期設定値に戻ります。

MAスマートリモコン（PAR-32MA）使用の場合、機
能設定No.51～59の項目の機能リセットが可能です。
基板交換時や設定変更の場合に使用します。工場出荷時
は「リセットしない」に設定されています。

※ �MA スマートリモコン（PAR-32MA）で本機能設定 No. の設定値を確認した場
合、常に設定値「0」が表示されます。

※「異常または普通換気」の表示は機能切換スイッチ（外気処理ユニット基板）
SW4-4、5、6で設定します。

 ▶ 機能設定 No.51～ 59 のリセット機能

外気処理ユニット基板 MA スマートリモコン
（PAR-32MA）

モード 動　作
機能切換
スイッチ

スイッチ
設定

機能設定
No.

機能
設定値

SW1-5
5

ON
OFF

－ －

SAファン
運転表示

「運転」・「異常また
は普通換気」・
「冷房」・「暖房」・
「SAファン運転」
（工場出荷時）

5

ON
OFF

サーモ
ON

運転表示

「運転」・「異常ま
たは普通換気」・
「冷房」・「暖房」・
「サーモON運転」

システム部材の M 制御用遠方表示キット（PAC-
YU80HK）を用いることにより下表の内容（5種類）の
運転表示内容が取り出せます。工場出荷時は「SAファ
ン運転表示」に設定されています。「9 遠方切換、入出
力信号用コネクタを使用した各種制御（45ページ）」
も合わせて参照してください。
※MA スマートリモコン（PAR-32MA）からの機能切換はできません。

 ▶ 表示出力切換
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※1「▶表示出力切換（65 ページ）」の設定になります。

外気処理ユニット基板 MA スマートリモコン
（PAR-32MA） TM3- ③の

動作

TB22-
②出力の

動作機能切換
スイッチ

スイッチ
設定

機能設定
No.

機能
設定値

SW4-4
SW4-5
SW4-6

ON
OFF

4 5 6

－ －

異常時に信号
を取り出すこと
ができます。
（工場出荷時）

異常時に信
号を取り出
すことがで
きます。

ON
OFF

4 5 6

冷房 運 転時
に運転信号を
取り出すこと
ができます。

ON
OFF

4 5 6

SAファン運
転時／熱交
換器サーモ
ON 時 に 運
転信号を取り
出すことがで
きます。※１

ON
OFF

4 5 6

暖 房運転時
に運転信号を
取り出すこと
ができます。

ON
OFF

4 5 6

異常時に信
号を取り出す
ことができ
ます。

普 通 換 気
（バイパス
換気）運転
時に運転信
号を取り出
すことがで
きます。

ON
OFF

4 5 6

「普通換気（バ
イパス換気）」
運転時に運
転信号を取り
出すことがで
きます。

ON
OFF

4 5 6
設定しないでください。

ON
OFF

4 5 6

端子台TM3- ③から出力する信号及びシステム部材のM
制御用遠方表示キット（PAC-YU80HK）の TB22- ②
から出力する信号を設定します。工場出荷時は TM3- ③
及び TB22- ②出力は異常信号取り出しに設定されてい
ます。「9 遠方切換、入出力信号用コネクタを使用した
各種制御（45ページ）」も合わせて参照してください。
※MA スマートリモコン（PAR-32MA）からの機能切換はできません。

 ▶ 端子台モニタ出力・異常／バイパス表示出力切換

室内ユニットと連動した運転をするか、リモコン操作に
よる運転をするかを設定します。
工場出荷時は「室内ユニットと連動して運転（リモコン
を使用しない）」に設定されています。
※設定変更時は、外気処理ユニットの室外ユニット電源を入れ直してください。
※MA スマートリモコン（PAR-32MA）からの機能切換はできません。

市販のヒューミディスタットなどの外部からの信号で加
湿制御を行う場合、設定します。
工場出荷時は無効に設定されています。「5 加湿制御
（35ページ）」も合わせて参照してください。
※MA スマートリモコン（PAR-32MA）からの機能切換はできません。
※MA スマートリモコン（PAR-32MA）使用の場合、「加湿自動」選択時のみ本
機能は有効になります。

外部加湿入力を使用しない場合または「▶湿度センサー
（PGL-50HE）設定（64ページ）」を「取付なし」以
外に設定する場合は、本スイッチは無効に設定してくだ
さい。

 ▶ リモコンを直接接続する場合の設定
　（外気処理ユニットの属性選択）

 ▶ 外部加湿入力設定

外気処理ユニット基板 MA スマートリモコン
（PAR-32MA）

モード 動　作
機能切換
スイッチ

スイッチ
設定

機能設定
No.

機能
設定値

SW3-1
1

ON
OFF

－ －

属性FU

室内ユニットと連
動して運転
（リモコンを使用
しない）
（工場出荷時）

1

ON
OFF 属性 IC

リモコン操作によ
る運転
（室内ユニットと連
動しないで使用）

外気処理ユニット基板 MA スマートリモコン
（PAR-32MA）

モード 動　作
機能切換
スイッチ

スイッチ
設定

機能設定
No.

機能
設定値

SW4-10
10

ON
OFF

－ －

無効
外部加湿入力を
使用しません
（工場出荷時）

10

ON
OFF 有効

市販のヒューミ
ディスタットなど
を用いて加湿制御
を行います
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リモコン MA スマートリモコン ME リモコン
M-NET アドレス設定 不要 必要

主従リモコン設定 2 台使用時は必要 不要

室内外ユニットアドレス設定 自動アドレス設定時は不要 必要

リモコン接続位置 同じグループ内ならば、どのユニットに接続してもよい 室内外伝送線上ならば、どこに接続してもよい

グループ変更 MA スマートリモコン配線の変更が必要 ユニットとMEリモコンのグループ変更操作が必要

選定ポイント ・�システム拡張、グループ変更の可能性が少ない
・�グループ編成（間仕切り）が決まっている

・�リモコンを特定の場所にまとめて設置したい
・�システム拡張、グループ変更の可能性がある
・�グループ編成（間仕切り）が決まっていない

リモコン MA スマートリモコン
（PAR-32MA）

ME リモコン
（PAR-F29ME）

　備　　　　考　
外気処理ユニット制御タイプ

（機能切換スイッチ SW4-1）
除加湿
優先制御

外気温度
制御

除加湿
優先制御

外気温度
制御

操
　
　
作

運転／停止 ○ ○ ○ ○

運転モード切換 ○ ○ ○ ○ MA スマートリモコンは、制御タイプを除加湿優先制御で使用する場
合、運転モードの暖房を加湿、冷房を除湿に置き換えて表示します。

設定温度 × ○ × ○
制御タイプを除加湿優先制御で使用する場合、設定温度は変更できません
MA スマートリモコンは設定温度が表示されません。MEリモコ
ンは設定温度を変更しても自動的に固定値に復帰します。

風量切換（強／弱／微弱） ○ ○ △ △ MEリモコンでは微弱風量に設定できません。強／弱の2段切換となります。

換気モード設定（自動／ロスナイ／普通） ○ ○ × × MEリモコンでは自動換気固定となります。

加湿モード切換（自動／運転／停止） ○ ○ × × MEリモコンでは加湿自動固定となります。

機
　
　
能

設定温度範囲制限 × ○ × ○ 制御タイプを除加湿優先制御で使用する場合、範囲制限は無効です。

操作ロック ○ ○ ○ ○

MA スマートリモコンは運転／停止、運転モード、設定温度をそ
れぞれ操作ロックすることができます。
MEリモコンは全ボタンロック、運転／停止ボタン以外のロック
から選択することができます。

オン／オフタイマー ○ ○ ○ ○ 1日または毎日を選択して設定できます。

切忘れ防止タイマー ○ ○ ○ ○

週間スケジュール ○ ○ × ×

異常表示 ○ ○ ○ ○

異常履歴 ○ ○ × ×

ナイトパージ ○ ○ × ×

24 時間換気 ○ ○ × ×

機能設定 ○ ○ × × 一部の機能切換スイッチをリモコンから変更することができます。

表
　
　
示

リモコン名表示 ○ ○ × ×

時刻表示 ○ ○ × ×

除湿／加湿表示 ○ × × × 制御タイプを除加湿優先制御で使用する場合、運転モードの暖
房を加湿、冷房を除湿に置き換えて表示します。

保護運転表示 ○ ○ × × 機器の保護運転中にアイコン表示を行います。

パワー給排気運転、遅延運転中表示 ○ ○ × × 30 分間の強制パワー給排気運転中、または遅延運転中にアイコン表示を行います。

エアフィルターメンテナンス表示 ○ ○ ○ ○ メンテナンス時期をアイコン表示でお知らせします。

熱交換器（ロスナイエレメント） ○ ○ × × メンテナンス時期をアイコン表示でお知らせします。

加湿エレメントメンテナンス表示 ○ ○ × × メンテナンス時期をアイコン表示でお知らせします。

※ �ロスナイ用のデラックスリモコン（PGL-60DR）、ロスナイリモコン（PZ-52SF3）、リモコンスイッチ（PZ-42SM）は使用できません。
※ ��PAR-31MA 以前のMA スマートリモコン（PAR-31MA、PAR-30MA）やMA スムースリモコン（PAR-24MA）は使用できません。
※ �同じグループ内でMA スマートリモコンとMEリモコンを併用することはできません。
※ ��同じ冷媒系統内でMA スマートリモコンとMEリモコンを併用する場合、必ずシステムコントローラーを使用してください。
※ ��属性 FUに設定した外気処理ユニットは、MA スマートリモコンを接続できません。またグループ設定はできません。
※ ��MEリモコンは室外ユニットからの給電で動作します。室外ユニットの給電能力内で接続台数を決めてください。詳細は室外ユニットのシステム設計・工事マニュアルを参照してください。

○：対応　　×：未対応　　△：一部未対応
※ 属性 FUに設定した外気処理ユニットに対しては、連動する室内ユニットのリモコンにどちらを使用しても機能に違いはありません。単独または連動での運転／停止、強／弱

風量の操作のみ行うことができます。

属性 IC で使用する場合、外気処理ユニットに直接接続するMAスマートリモコン（PAR-32MA）と、M-NET伝送線
上に接続するMEリモコン（PAR-F29ME）のどちらかを手元リモコンとして使用することができます。選択に際して
は、以下を参考にしてください。
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※１ � 微弱風量切換はできません。
※2 �� スケジュール動作として設定可能です。
※3 � 暖房設定時に加湿器が運転します。
※4 �� 加湿の運転、停止、自動操作が可能です。
※5 �� 除加湿優先制御時は、「冷房、加湿」モード時、「除湿、加湿」の表示になります。
※6 �� 除加湿優先制御時は設定温度変更できません。（加湿時：21℃、除湿時：25℃）
※7 �� 24 時間換気中は「運転（風量弱）」表示になります。
※8 �� ナイトパージ中は「運転」表示になります。
※9  ��MA スマートリモコンで微弱風量設定時は「弱風量」表示になります。
※10  ��除加湿優先制御時は設定温度表示しません。
※11  ��年間スケジュールと季節別の週間スケジュール設定が可能です。
※12  ��他のシステムリモコンを併用した場合は、システムリモコンにて設定したグループ範囲に従って管理します。他のシステムリモコンを併用しない場合は、1台ずつの個別管理となります。

※１ �� 微弱風量切換はできません。
※2 �� 連動室内ユニットが暖房設定時に加湿器が運転します。
※3 � 連動する室内ユニットの運転モードと同じモードで動作します。
　　 � 連動する室内ユニットが複数台あり、それぞれ異なる運転モードで動作している場合、下記優先順位に従って、運転モードが決定されます。
　　　　暖房＞冷房＞送風＞停止（ドライ判定時は冷房で動作します。）
※4 �� 暖房モード時の設定温度は外気処理ユニット回路基板上のディップスイッチにて設定します。
　　  �除加湿優先制御時は設定温度変更できません。（加湿時：21℃、除湿時：25℃）
※5  ��スケジュール動作として設定可能
※6 �� どのグループに連動設定されている外気処理ユニットが運転しているかはわかりません。
※7 �� 年間スケジュールと季節別の週間スケジュール設定が可能です。
※8 �� 連動設定時は外気処理ユニットに接続できません。
※9 �� 他のシステムリモコンを併用した場合は、システムリモコンにて設定したグループ範囲に従って管理します。他のシステムリモコンを併用しない場合は、1台ずつの個別管理となります。

機 種 名 形　名
管理可能な

台数
G（グループ）

/ 台

操作・設定 監　視 スケジュール・その他
発
停
風
量
切
換

換
気
モ
ー
ド
切
換

加
湿
切
換

運
転
モ
ー
ド
切
換

設
定
温
度

ナ
イ
ト
パ
ー
ジ
設
定

24
時
間
換
気
設
定

優
先
指
示
（
手
元
リ
モ
コ
ン
操
作
禁
止
）

操
作
簡
易
ロ
ッ
ク

状
態
（
運
転
／
停
止
）

状
態
（
24
時
間
換
気
）

状
態
（
ナ
イ
ト
パ
ー
ジ
）

風
量
換
気
モ
ー
ド

加
湿
運
転
モ
ー
ド

設
定
温
度

異
常
異
常
内
容

フ
ィ
ル
タ
ー
清
掃
サ
イ
ン

ロ
ス
ナ
イ
エ
レ
メ
ン
ト
清
掃
サ
イ
ン

加
湿
エ
レ
メ
ン
ト
清
掃
サ
イ
ン

優
先
指
示（
手
元
リ
モ
コ
ン
操
作
禁
止
）

簡
易
タ
イ
マ
ー（
1
回
の
み
有
効
の
タ
イ
マ
ー
）

週
間
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

年
間
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

一
日
の
発
停
回
数

一
週
間
の
発
停
回
数

設
定
最
小
単
位
（
分
）

異
常
履
歴

ON/OFFリモコン PAC-YT40ANR-W 16G/50台 ◎ × × × × × × × × × ◎ ×
※7

×
※8 × × × × × ◎ × × × × × × × × × × × ×

スケジュールタイマー
（M-NET用） PAC-YT34ST-W 50G/50台 ◎ × × ※2

※3
△
※2

△
※2
※6

× × △
※2 × ◎ ×

※7
×
※8 × × × ○ × ◎ ◎ × × × × × ○ × 16 112 5 ×

システムリモコン PAC-SF44SR-W 50G/50台 ◎ ◎
※1 × ※3 ◎ ◎

※6 × × ◎ × ◎ ×
※7

×
※8

○
※9 × × ○ ○ ◎ ◎ ○ × × × × × × × × × ○

Web対応集中
コントローラー G-150AD 50G/50台 ◎ ◎

※1 × ※3 ◎ ◎
※6 × × ◎ × ◎ ×

※7
×
※8

○
※9 × × ○ ○ ◎ ◎ ○ × × ○ × ◎ ◎ 24 168

※11 1 ○

LMアダプター PAC-YV03LMAP ー /50台※12 □ □
※1 × ※3 □ □

※6 × × □ × □ ×
※7

×
※8

□
※9 × × □ □ □ □ □ × × □ × × × × × × ×

MEリモコン PAR-F29ME 1G/16台 ○ ○
※1 × ※3 ○ ○

※6 × × × ○ ○ ×
※7

×
※8

○
※9 × × ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ × × 2 × 10 ×

M-NETコンパクト
リモコン PAC-YT51CR 1G/16台 ○ ○

※1 × ※3 ○ ○
※6 × × × × ○ ×

※7
×
※8

○
※9 × × ○ ○ ○ ○ × × × ○ × × × × × × ×

グループリモコン PAC-SC60GR 8G/16台 ◎ ◎
※1 × ※3 ◎ ◎

※6 × × × × ◎ ×
※7

×
※8

○
※9 × × ○ ○ ◎ ◎ ○ × × ○ × × × × × × ○

MAスマート
リモコン PAR-32MA 1G/16台 ○ ○ ○ ○

※4
○
※5

○
※6 ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

※5
○
※10 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × 8 56 1 ○

機 種 名 形　名
管理可能な

台数
G（グループ）

/ 台

操作・設定 監　視 スケジュール・その他
換
気
連
動

風
量
切
換
（
強
／
弱
／
停
止
）
※１

換
気
モ
ー
ド
切
換

加
湿
切
換

運
転
モ
ー
ド
切
換

設
定
温
度

ナ
イ
ト
パ
ー
ジ
設
定

24
時
間
換
気
設
定

優
先
指
示
（
手
元
リ
モ
コ
ン
操
作
禁
止
）

操
作
簡
易
ロ
ッ
ク

状
態
（
運
転
／
停
止
）

状
態
（
24
時
間
換
気
）

状
態
（
ナ
イ
ト
パ
ー
ジ
）

風
量
換
気
モ
ー
ド

加
湿
運
転
モ
ー
ド

設
定
温
度

異
常
異
常
内
容

フ
ィ
ル
タ
ー
清
掃
サ
イ
ン

ロ
ス
ナ
イ
エ
レ
メ
ン
ト
清
掃
サ
イ
ン

加
湿
エ
レ
メ
ン
ト
清
掃
サ
イ
ン

優
先
指
示（
手
元
リ
モ
コ
ン
操
作
禁
止
）

簡
易
タ
イ
マ
ー（
1
回
の
み
有
効
の
タ
イ
マ
ー
）

週
間
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

年
間
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

一
日
の
発
停
回
数

一
週
間
の
発
停
回
数

設
定
最
小
単
位
（
分
）

異
常
履
歴

ON/OFFリモコン PAC-YT40ANR-W 16G/50台 ◎ × × × × × × × × × ◎ × × × × × × × ◎ × × × × × × × × × × × ×

スケジュールタイマー
（M-NET用） PAC-YT34ST-W 50G/50台 ◎ × × ○

※2
○
※3

○
※4 × × △

※5 × ◎ × × × × × ○ × ◎ ◎ × × × × × ○ × 16 112 5 ×

システムリモコン PAC-SF44SR-W 50G/50台 ◎ ○ × ◎
※2

◎
※3

◎
※4 × × ◎ × △

※6 × × ○ × × ○ ○ ◎ ◎ ○ × × ○ × × × × × × ○

Web対応集中
コントローラー G-150AD 50G/50台 ◎ ○ × ◎

※2
◎
※3

◎
※4 × × ◎ × ◎ × × ○ × × ○ ○ ◎ ◎ ○ × × ○ × ◎ ◎ 24 168

※ 7 1 ○

LMアダプター PAC-YV03LMAP ー /50台※9 □ × × × □
※3

□
※4 × × × × □ × × × × × × × × × × × × × × × × × × × ×

MEリモコン PAR-F29ME 1G/16台 ○ ○ × ○
※2

○
※3

○
※4 × × × ○ ○ × × ○ × × ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ × × 2 × 10 ×

M-NETコンパクト
リモコン PAC-YT51CR 1G/16台 ○ × × ○

※2
○
※3

○
※4 × × × × × × × × × × ○ ○ ○ ○ × × × ○ × × × × × × ×

グループリモコン PAC-SC60GR 8G/16台 ◎ ○ × ◎
※2

◎
※3

◎
※4 × × × × ○ × × ○ × × ○ ○ ◎ ◎ ○ × × ○ × × × × × × ○

MAスマート
リモコン※8 PAR-32MA 1G/16台 ○ ○ × ○

※2
○
※3

○
※4 × × × ○ ○ × × ○ × × ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ ○ × 8 56 1 ○

■手元リモコン・システムコントローラー機能一覧（外気処理ユニット属性 IC 設定時）

■手元リモコン・システムコントローラー機能一覧（外気処理ユニット属性 FU 設定時）

 ◎：グループ/一括　○：グループのみ（機能あり）　×：機能なし　△：条件つきで対応　□：個別管理

◎：グループ/一括　○：グループのみ（機能あり）　×：機能なし　△：条件つきで対応　□：個別管理
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①
⑦ ⑧ ⑨ ⑩

⑥

②③④

⑤

ファンクションボタン

F１ F2 F3 F4

メイン画面 メインメニュー画面

⑦ ⑧ ⑨ ⑩ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩
操作ガイド

1度押すと運転し、もう1度押すと停止します。
24時間換気設定されている場合は「運転」「24時
間換気」を切り換えます。

設定の決定をします。

前の画面に戻ります。

メインメニューを表示します。

運転内容を表示します。
バックライト消灯中にボタン操作すると、バックラ
イトが点灯します。一定時間ボタン操作が行われな
いと自動的に消灯します。バックライトの点灯時間
は画面により異なります。

メイン画面：加湿モードまたは運転モードを切り換えます。
メインメニュー画面：カーソルが下に移動します。

メイン画面：風量の切り換えまたは設定温度を下げます。
メインメニュー画面：カーソルが上に移動します。

メイン画面：換気モードの切り換えまたは設定温度を上げます。
メインメニュー画面：前のページを表示します。

メイン画面：メイン画面表示を切り換えます。
メインメニュー画面：次のページを表示します。

ファンクションボタンは操作する画面によって動作が変
わります。
液晶表示下部の操作ガイドに従って操作してください。
集中管理中、操作ロックにより操作が禁止されている項
目に対応する操作ガイドは表示されません。

運転中、緑色に点灯します。
立上げ時・異常時は点滅します。

① 運転 / 停止  ボタン

⑦ ファンクションボタン F1  

⑧ ファンクションボタン F2  

⑨ ファンクションボタン F3  

⑩ ファンクションボタン F4  

② 決定  ボタン

③ 戻る  ボタン

④ メニュー  ボタン

⑤ 液晶表示部（バックライト付）

⑥ 運転ランプ

バックライトが消えている状態での最初のボタン操作は効き
ません。
バックライトのみ点灯します。
（ 運転 / 停止  ボタンは除く）
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⑥

③

⑦

①

④②
⑧
⑨

⑥

⑫⑤

④②
⑦

⑬ ⑰⑱⑲

⑪

⑳

⑬⑭ ⑮ ⑯

⑩
⑰

運転中の状態を表示します。

リモコンの名前を表示します。
（異常猶予中は４桁のコードを表示します。）

設定温度を表示します。

現在の時刻曜日を表示します。

風量の状態を表示します。

ファンクションボタンの機能名を表示します。

発停操作が集中管理中のときに表示します。

設定温度範囲制限設定が有効のときに表示します。

運転モード操作が集中管理中のときに表示します。

操作ロック設定が有効のときに表示します。

フィルターリセット操作が集中管理中のときに表示
します。

設定温度操作が集中管理中のときに表示します。

オン / オフタイマー設定が有効のときまたは消忘れ
防止設定が有効のときに表示します。

週間スケジュールタイマー設定が有効のときに表示
します。

ナイトパージ設定が有効またはナイトパージ運転中
に表示します。

機器を保護する運転中に表示します。

パワー給排気運転または遅延運転中に表示します。

加湿モード状態を表示します。

換気モード状態を表示します。

24時間換気設定が有効のときは  を表示します。
また、24時間換気運転中のときは  及び「24h
換気中」を表示します。

エアフィルター、ロスナイエレメント、加湿エレメ
ントのメンテナンス時期になると表示します。

① 運転モード表示（73 ページ）

② リモコン名表示（81 ページ）

③ 設定温度表示（73 ページ） 

④ 時刻曜日表示（81 ページ）

⑤ 風量表示（72 ページ） 

⑥ 操作ガイド

⑦  表示

⑫  表示（76 ページ）

⑧  表示

⑬  表示（77 ページ）

⑩  表示

⑨  表示

⑭  表示（73 ページ）

⑮  表示（75 ページ）

⑯  表示

⑱  表示

⑲  表示

⑳ 加湿モード表示（72 ページ）

 換気モード表示（72 ページ）

⑰  表示、  表示

⑪  表示（79 ページ） 21
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風向・ルーバー・換気設定

ハイパワー運転

タイマー設定

制限設定

省エネ設定

自動清掃設定

フィルター情報

異常情報

メンテナンス

メイン画面

オン/オフタイマー

消忘れ防止タイマー

週間スケジュール設定

室外サイレントモード設定

設定温度範囲制限
操作ロック

設定温度自動復帰
省エネ運転スケジュール

設定できません。

73ページ

74ページ

75ページ

76ページ
77ページ

78ページ

79ページ

80ページ

81ページ

81ページ
81ページ

81ページ
81ページ
82ページ

82ページ

83ページ

83ページ

83ページ

83ページ

84ページ

54ページ

84ページ

85ページ

85ページ

設定できません。

運転開始時刻と停止時刻を設定します。
運転を開始してから停止するまでの時間を設定します。

設定できません。

設定温度の範囲を制限します。
指定した操作をロックします。

設定時間後に設定した温度に戻ります。
設定できません。

設定できません。

設定できません。

ユニットに異常が発生したとき、異常内容を表示します。

リモコンを「主リモコン」、「従リモコン」に設定します。
ペアリモコンで使用するときには必ず設定が必要です。

初期設定

主従設定

リモコン名称設定
時刻設定
メイン画面表示設定

メイン画面に表示させるリモコン名称を設定します。
現在の時刻を設定します。

コントラスト調整

自動モード設定

管理者用パスワード登録

リモコン表示設定

自動運転モード機能のある外気処理ユニットに接続した場合、
自動モード使用、不使用を設定します。
管理者用のパスワード（数字4文字）を設定します。

設定できません。
液晶の濃度の調整を行います。
リモコン表示に関する各項目について、必要に応じ設定します。

メニュー ボタン
を押します。

F1　F2 ボタン
で選択し、
決定 ボタン
を押します。

Q&A

試運転を行います。

サービス

試運転

サービス情報登録 サービス情報画面を表示します。

点検

サービス用パスワード登録

自己診断

サービスメニューの操作を行うためのパスワードを変更します。

機能選択 外気処理ユニットの機能を設定します。

リモコン診断 リモコンの操作がきかない場合に本機能を確認します。

リモコン設定初期化 リモコンを出荷状態に戻します。

代表的なトラブルシューティングなどが表示されます。

点検メニュー画面を表示します。

リモコンにて各ユニットの異常履歴を検索します。

ロスナイ設定 設定できません。

サービスマン用です。
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02_制御設計編.indd   71 11.9.12   10:11:42 AM



運転画面1 運転画面2

操作項目 操作部 手　　順

①運転開始

運転ランプ 運転 / 停止  ボタンを押す。
運転ランプ（緑）が点灯

②加湿モードの変更

運転画面1

F1 F2 F3 F4

F1  ボタンを押すごとに
「自動」→「運転」→「停止」の順に変わります。

■本アイコンは加湿器運転が有効時に表示されます。

③風量切換

運転画面1

F1 F2 F3 F4

F2  ボタンを押すごとに
「微弱」→「弱」→「強」の順に変わります。

■「微弱」風量にした場合、暖房モード、冷房モードでもサーモOFFにな
ります。（温調運転しません）

④換気モード切換

運転画面1

F1 F2 F3 F4

F3  ボタンを押すごとに
「熱交換換気」固定→「普通換気」固定→「自動換気切換」の順に変わります。

■ナイトパージ運転中は「普通換気」固定になります。

⑤運転画面の変更

運転画面1・運転画面2

F1 F2 F3 F4

F4  ボタンを押す。
「運転画面1」→「運転画面2」の順に変わります。

自　動 運　転 停　止
⇔

状況に合わせて
表示が変わる

微　弱 弱 強

「熱交換換気」固定「普通換気」固定 自動換気切換

⇔

状況に合わせて
表示が変わる

〈最初の運転〉

〈通常の運転〉

運転開始の前に‥‥電源が入っているか確認します。
停電や電気工事または外気温度が10℃以下で24時間以上電源を切って放置した場合は電源を入
れてから12時間以上運転をお待ちください。
すぐに運転を開始すると室外ユニットの圧縮機故障の原因となります。
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操作項目 操作部 手　　順

⑥運転モード

運転画面2

F1 F2 F3 F4

F1  ボタンを押すごとに
「冷房（または除湿）」→「送風」→「自動」→「暖房（または加湿）」の順
に変わります。

■室外ユニットの機種により自動、暖房（または加湿）がない場合があります。
■除加湿優先制御の場合「暖房」を「加湿」、「冷房」を「除湿」と表示します。

⑦設定温度

運転画面2

F1 F2 F3 F4

設定温度は F2  ボタンを押すごとに1℃ずつ下がり、 F3  ボタンを押す
ごとに1℃ずつ上がります。
■除加湿優先制御の場合、温度設定は表示しません。
■設定できる温度

⑧運転停止

運転ランプ 運転 / 停止  ボタンを押す。
運転ランプが消灯

冷房 除湿 送風 自動 暖房 加湿

冷房運転 暖房運転 自動運転 送風運転
19〜30℃ 17〜 28℃ 19〜 28℃ 設定できません

※24 時間換気設定を有効に設定されている場合、運転中に 運転 / 停止  ボタンを押すと運転画面に 24 時間換気運転中アイコン  及び「24h 換気中」が表示され、微弱風
量運転に切り換わります。停止させるには 運転 / 停止  ボタンを 5 秒間長押しします。

※ナイトパージ運転中に停止させる場合は 運転 / 停止  ボタンを押して一旦運転操作した後、2 分以上経過後に再度 運転 / 停止  ボタンを押してください。

※運転停止操作のため 運転 / 停止  ボタンを押したとき、保護運転アイコン  が表示される場合があります。アイコン表示中は機器保護のために送風機が継続運転します。保
護運転終了後、アイコン表示が消えます。
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F1 F2 F3 F4

F1 F2 F3 F4

F1 F2 F3 F4

①メインメニュー画面で「タイマー設定」を選択し、 
決定  ボタンを押します。

②現在の設定状況が表示されます。
　タイマー情報画面で「オン / オフタイマー」を選択し、

決定  ボタンを押します。

③タイマー設定画面が表示されます。
　 F1  F2  ボタンで「オン / オフタイマー」「運転時刻」
「停止時刻」「実行」のうち、変更したい項目を選択します。

以下の場合、オン/ オフタイマー設定は実行されません。
オン/ オフタイマー無効中／異常中／点検中（サービスメニュー
内）／試運転中／リモコン診断中／時刻未設定／機能選択中／集
中管理中（運転 / 停止が禁止の場合）

 ▶ オン/ オフタイマーの設定方法〔タイマー設定〕
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画面移動方法
■メインメニュー画面へ戻る・・・   メニュー  ボタン
■前の画面に戻る・・・   戻る  ボタン
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F1 F2 F3 F4

F1 F2 F3 F4

F1 F2 F3 F4

F1 F2 F3 F4

F1 F2 F3 F4

①タイマー設定画面を表示します。
　タイマー設定画面で「消忘れ防止」を選択し、 決定  
ボタンを押します。

②現在の設定状況が表示されます。
　 F1  F2  ボタンで「消忘れ防止タイマー」「運転後」
のうち、変更したい項目を選択します。

③ F3  F4  ボタンでご希望の設定に切り換えます。
■消忘れ防止タイマー　「無効」「有効」
■運転後　設定範囲：30 ～ 240 分
　　　　　10 分単位で設定

④ F3  F4  ボタンでご希望の設定に切り換えます。
■オン / オフタイマー　「無効」「有効」
■運転時刻　5 分単位で設定
※ボタンを押し続けると連続で数字が変わります。
■停止時刻　5 分単位で設定
※ボタンを押し続けると連続で数字が変わります。
■実行　「一回のみ」「繰返し」

⑤ご希望の設定に切り換えた後、決定  ボタンを押します。

　オン / オフタイマー設定が有効の時、詳細メイン画面
に「  」が表示されます。

　設定確定画面が表示されます。

以下の場合、消忘れ防止タイマー運転は実行されません。
消忘れ防止タイマー無効中／異常中／点検中（サービスメニュー
内）／試運転中／リモコン診断中／時刻未設定／機能選択中／集
中管理中（運転 / 停止が禁止の場合）

 ▶ 消忘れ防止タイマーの設定方法〔タイマー設定〕
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F1 F2 F3 F4

F1 F2 F3 F4

④週間スケジュール設定画面が表示されます。
　現在の設定状況が表示されます。
　1日8パターンまで設定できます。
　パターン設定を行う場合は、 F1  F2  ボタンで曜
日を選択し、 F3  ボタンを押して設定する曜日を確
定します。（曜日は複数選択できます。）

　ご希望の曜日を選択した後、決定  ボタンを押します。

③スケジュール設定無効/有効切り換え画面が表示されます。
　スケジュールを有効にする場合は、 F3  F4  ボタ

ンで「有効」を選択し、 決定  ボタンを押します。
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F1 F2 F3 F4

④ご希望の設定に切り換えた後、決定  ボタンを押します。

画面移動方法
■メインメニュー画面へ戻る・・・   メニュー  ボタン
■前の画面に戻る・・・   戻る  ボタン

　設定確定画面が表示されます。

　消忘れ防止タイマー設定が有効のとき、詳細メイン画
面に「  」が表示されます。

F1 F2 F3 F4

F1 F2 F3 F4

①メインメニュー画面で「週間スケジュール設定」を選
択し、 決定  ボタンを押します。

②現在の設定状況が表示されます。
　 F1  F2  ボタンで月〜日曜日までの設定内容が確
認できます。

　 F4  ボタンでパターン5〜8を表示します。
　設定画面へ進むには 決定  ボタンを押します。

以下の場合、週間スケジュール運転は実行されません。
オン/オフタイマー有効中／週間スケジュール無効中／異常中／
点検中（サービスメニュー内）／試運転中／リモコン診断中／時
刻未設定／機能選択中／集中管理中（禁止中の項目［運転 /停止］
に該当する設定内容は実行されません。）

 ▶ 週間スケジュール設定
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F1 F2 F3 F4

⑤パターン設定画面が表示されます。

　 F1  ボタンでパターンを選択します。
　 F2  ボタンで「時刻」「運転 /停止」「風量」を選択します。
　 F3  F4  ボタンでご希望の設定に切り換えます。
■時刻　5分単位で設定
　※ボタンを押し続けると連続で数字が変わります。
■運転 /停止　「運転」「停止」「----」（変更しない）
■24時間換気設定を有効にしている場合
運転中に週間スケジュール設定で停止した場合、24
時間換気運転になります。

■風量：「強」「弱」「微弱」「----」（変更しない）
　　ご希望の設定に切り換えた後、 決定  ボタンを押します。
　　設定確定画面が表示されます。

画面移動方法
■設定更新・曜日選択画面に戻る・・・ 決定  ボタン
■メインメニュー画面へ戻る・・・   メニュー  ボタン
■前の画面に戻る・・・   戻る  ボタン

当日実行する週間スケジュール設定があるとき、運転画
面1に「  」が表示されます。

オン /オフタイマー有効中は表示されません。
■リモコンが2台ある場合、「主」設定されたリモコン
のみアイコンが表示されます。
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F1 F2 F3 F4

F1 F2 F3 F4

F1 F2 F3 F4

①メインメニュー画面で「制限設定」を選択し、 決定  
ボタンを押します。

②現在の設定状況が表示されます。
　 F1  F2  ボタンで「設定温度範囲制限」を選択し

決定  ボタンを押します。

③設定温度範囲制限設定画面が表示されます。
　 F1  ボタンで「設定温度範囲制限」「冷房・ドライ
上下限値」「暖房上下限値」「自動上下限値」のうち、
変更したい項目を選択します。

 ▶ 設定温度範囲制限の設定方法〔制限設定〕
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④ F3  F4  ボタンでご希望の設定に切り換えます。
■設定温度範囲制限　「無効」「有効」
■冷房・ドライ上下限値
■暖房上下限値
■自動上下限値

　ご希望の設定に切り換えた後、 決定  ボタンを押します。
　設定確定画面が表示されます。

モード 下限値 上限値

冷房、ドライ 19 ～30℃ 30 ～19℃

暖房 17～28℃ 28～17℃

自動 19 ～28℃ 28～19℃

設定温度範囲制限の設定範囲
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F1 F2 F3 F4

　設定温度範囲制限設定が有効の時、詳細メイン画面に
「  」が表示されます。

F1 F2 F3 F4

F1 F2 F3 F4

①制限設定画面を表示します。
　制限設定画面で「操作ロック」を選択し、
　 決定  ボタン を押します。

②操作ロック設定画面が表示されます。
　 F1  F2  ボタンで「操作ロック設定」「発停操作」
「運転モード操作」「設定温度操作」「風向操作」のうち、
変更したい項目を選択します。

　 F3  F4  ボタンでご希望の設定に切り換えます。
■操作ロック設定　「無効」「有効」
■発停操作　「－」「ロック」
■運転モード操作　「－」「ロック」
■設定温度操作　「－」「ロック」
■風向操作　「－」「ロック」

　ご希望の設定に切り換えた後、 決定  ボタンを押します。
設定確定画面が表示されます。

 ▶ 操作ロックの設定方法〔制限設定〕

画面移動方法
■メインメニュー画面へ戻る・・・   メニュー  ボタン
■前の画面に戻る・・・   戻る  ボタン

画面移動方法
■メインメニュー画面へ戻る・・・   メニュー  ボタン
■前の画面に戻る・・・   戻る  ボタン
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（設定温度ロック時の画面例）

　操作ロック設定が有効の時、詳細メイン画面に「  」
が表示されます。

　操作ロックに対応する操作ガイドが表示されなくなり
ます。

画面移動方法
■メインメニュー画面へ戻る・・・   メニュー  ボタン
■前の画面に戻る・・・   戻る  ボタン

F1 F2 F3 F4

F1 F2 F3 F4

F1 F2 F3 F4

F1 F2 F3 F4

①メインメニュー画面で「省エネ設定」を選択し、
　 決定  ボタンを押します。

②現在の設定状況が表示されます。
　 F1  F2  ボタンで「設定温度自動復帰」を選択し、

決定  ボタンを押します。

③設定温度自動復帰設定画面が表示されます。
　 F1  F2  ボタンで「設定温度自動復帰」「冷房時」
「暖房時」のうち、変更したい項目を選択します。

④ F3  F4  ボタンでご希望の設定に切り換えます。
　■設定温自動復帰　「無効」「有効」
　■冷房時　時間の設定範囲：30 分～ 120 分
　　　　　　　　　　　　　　（10 分単位）
　　　　　　温度の設定範囲：19℃～ 30℃
　■暖房時　時間の設定範囲：30 分～ 120 分
　　　　　　　　　　　　　　（10 分単位）
　　　　　　温度の設定範囲：17℃～ 28℃
　ご希望の設定に切り換えた後、 決定  ボタンを押します。
　「冷房時」は自動冷房、「暖房時」は自動暖房を含みます。
　設定画面が表示されます。

 ▶ 設定温度自動復帰の設定方法〔省エネ設定〕

設定温度範囲制限が有効中及び集中管理中（禁止中の項目が
「設定温度」の場合）は、本設定は実行されません。
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F1 F2 F3 F4

ｴｱﾌｨﾙﾀｰ
ﾛｽﾅｲｴﾚﾒﾝﾄ
加湿ｴﾚﾒﾝﾄ制限
の清掃が必要です。実施後、
ﾘｾｯﾄﾎﾞﾀﾝを押してください。

ｴｱﾌｨﾙﾀｰ
ﾛｽﾅｲｴﾚﾒﾝﾄ
加湿ｴﾚﾒﾝﾄ
の清掃実施後、
ﾘｾｯﾄﾎﾞﾀﾝを押してください。

メイン画面に「 」が表示されるときは、集中管理
中のため清掃サインを解除することはできません。

②エアフィルター、ロスナイエレメント、加湿エレメン
トのうち、お手入れ時期になった部位が表示されます。

　フィルター情報をリセットする場合は F4  ボタンを
押します。

③ F4  ボタンで「はい」を選択します。

設定確定画面が表示されます。

■全ての部位がお手入れ時期に達していない場合は、下
のような画面が表示されます。この状態でもリセット
可能です。

F1 F2 F3 F4

ｴｱﾌｨﾙﾀｰ
ﾛｽﾅｲｴﾚﾒﾝﾄ
加湿ｴﾚﾒﾝﾄ
の清掃サインを解除します。
よろしいですか？

清掃サインを解除しました。

画面移動方法
■メインメニュー画面へ戻る・・・   メニュー  ボタン
■前の画面に戻る・・・   戻る  ボタン

2 台以上の外気処理ユニットが接続されている場合、各部位
によって清掃時期が異なる場合があります。

「 」表示は、代表機種（親機）の清掃時期になると表示
されます。また、清掃サインの解除を行うと全てのユニット
の積算時間がリセットされます。　

「 」表示は、一般的な室内での空気条件で使用した場合
の清掃時期を目安に表示しているものです。環境条件によっ
て、汚れの程度が異なりますので、汚れ具合に応じて清掃し
てください。

F1 F2 F3 F4

エアフィルター、ロスナイエレメント、加湿エレメント
のうち、いずれかがお手入れ時期になると、運転画面1
に「  」が表示されます。
各部位のメンテナンスを行ってください。

①メインメニュー画面で「フィルター情報」を選択し、 
決定  ボタンを押します。

 ▶ フィルター情報
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異常が発生した場合、以下の異常画面が表示されます。
異常内容を確認の上、運転を停止しお買上げの販売店にご連
絡ください。

①異常コード、異常発生元、冷媒アドレス、形名、製造
番号が表示されます。

　形名、製造番号はあらかじめ手入力されている場合に
表示されます。

　 F1  F2  ボタンで次のページを表示します。

　連絡先情報（販売店名、販売店の電話番号、サービス
店名、サービス店の電話番号）が表示されます。

　あらかじめ手入力されている場合に表示されます。

　携帯電話点検コード検索サービスサイトのQRコード
とURL が表示されます。

②発生中の異常を解除する場合は F4  ボタンまたは 
運転 / 停止  ボタンを押します。

　 F4  ボタンを押すと異常をリセットします。

異常が発生していない時、メインメニュー画面で「異常
情報」を選択すると、異常情報画面の2/3、3/3 ペー
ジの内容を確認することができます。
異常リセットはできません。

●情報確認
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F1 F2 F3 F4 点滅

F1 F2 F3 F4 点滅

F1 F2 F3 F4 点滅

F1 F2 F3 F4

F1 F2 F3 F4

点滅

F1 F2 F3 F4

F1 F2 F3 F4

点滅

F1 F2 F3 F4

F1 F2 F3 F4

点滅

F1 F2 F3 F4 点滅

 ▶ 異常情報〔省エネ設定〕

QR コード �
二次元バーコードリーダー機能が搭載されてる携帯電話でご利
用いただけます。
携帯電話を QR コード �読み取りモードに設定し、QR コード �
部分を読み込んでいただくと簡単にアクセスすることができます。
※QR コード�は株式会社デンソーウェーブの登録商標です。

運転 / 停止操作禁止中は異常解除できません。

画面移動方法
■メインメニュー画面へ戻る・・・   メニュー  ボタン
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メイン画面に表示させる、リモコン名称の設定を行いま
す。リモコン名称は半角16文字まで入力できます。（テ
ンプレートで入力した文字は1文字あたり半角2文字
分となります。）

① F1  〜  F4  ボタンにて文字を選択し、
　 決定  ボタンで1文字ずつ決定します。
②決定した文字を消去する場合は消去したい文字にカーソル
を合わせて「DEL」Ⓐを選択し 決定  ボタンを押します。

③「テンプレート」Ⓑを選択して 決定  ボタンを押すと、
テンプレートを選択してリモコン名称を入力できま
す。（テンプレートは変更できません。）

④「←」Ⓒ「→」Ⓓを選択すると、リモコン名称の文字入力カー
ソルⒻの文字が対象となり文字消去、変更ができます。

⑤入力が完了したら、「終了」Ⓔを選択します。
　 決定  ボタンを押してリモコン名称を決定します。

ペアリモコンで使用するときには必ず設定が必要です。
ペアリモコンのうち1台を従リモコンに設定してください。

リモコンの表示に関する各項目について、必要に応じ設
定を行います。各項目を設定後、 決定  ボタンにて設定
更新します。

① F3  F4  ボタンを操作すると現在選択している
項目が反転表示されます。従リモコンを選択した後、
決定  ボタンにより設定更新します。

②設定後、 メニュー  ボタンでメニュー画面に戻ります。

①リモコン表示設定画面の「時刻表示」にて F4  （変更）
ボタンを押すと、時刻表示設定画面が表示されます。

② F1  〜  F4  ボタンにより、メイン画面に表示する
時刻表示の有無、時刻表示形式を選択します。

③ 決定  ボタンにより設定を更新します。
　（工場出荷時は“表示する／AM12:00表示”です。）
■時刻表示　「する（メイン画面に時刻表示します。）」
　　　　　　「しない（メイン画面に時刻表示しません。）」
■12時間表示　「24h（24時間表示）」
　　　　　　　　「12h（12時間表示）」
■AM/PM表示（12時間表示のときのみ有効となります。）
　　　　　　　「AM12:00（時刻の前にAM/PM表示）」
　　　　　　　「12:00AM（時刻の後にAM/PM表示）」

① F1  F2  ボタンで変更する項目に移動します。

② F3  F4  ボタンにて、年月日時分を変更し、

　 決定  ボタンで設定更新します。
　設定更新したデータは、メイン画面の時刻表示に反映
されます。

① F3  F4  ボタンにてリモコンの液晶表示のコント
ラストを調整します。現在の設定が▲で示されます。

 ▶ 時刻設定〔初期設定〕

 ▶ コントラスト調整〔初期設定〕

「時刻表示・週間スケジュール・タイマー動作・異常などの履歴」
に必要なため、初めてご使用になるときや長期間ご使用にな
らなかったときは必ず設定してください。

据付位置や照明によって表示が見えにくい場合、コントラス
ト調整することにより改善する場合があります。
コントラスト調整により全方向から見えやすくすることはでき
ません。

●時刻表示
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 ▶ 主従設定〔初期設定〕

 ▶ リモコン表示設定〔初期設定〕

 ▶ リモコン名称設定〔初期設定〕

02_制御設計編.indd   81 11.9.12   10:12:00 AM



　リモコン表示設定画面の「温度単位表示」にカーソル
を合わせ、 F3  F4  ボタンにて設定します。

　（工場出荷時は摂氏（℃）です。）
　■「℃（温度単位表示を摂氏表示にします。）」
　■「°F（温度単位表示を華氏表示にします。）」

　リモコン表示設定画面の「吸込温度表示」にカーソル
を合わせ、 F3  F4  ボタンにて設定します。

　（工場出荷時は「する」です。）
　■「する（メイン画面に室内温度を表示します。）」
　■「しない（メイン画面に室内温度を表示しません。）」

　リモコン表示設定画面の「自動冷暖表示」にカーソル
を合わせ、 F3  F4  ボタンにて設定します。

　（工場出荷時は「する」です。）
　■「する（自動モード運転時、「自動冷房」または「自

動冷房」が表示されます。）」
　■「しない（自動モード運転時、「自動」のみが表示

されます。）」

①自動運転モード機能のある室内ユニットに接続した場
合、自動モード使用、不使用を F3  F4  ボタンに
て設定します。（工場出荷時は「する」です。）

　 決定  ボタンにより設定を更新します。
　■「する」運転モード選択時に自動モードを表示します。
　■「しない」運転モード選択時に自動モードを表示しません。

①最初に現在設定されている管理者用のパスワード（数
字4文字）を入力します。

　 F1  F2  ボタンで桁を選択し、 F3  F4  ボタ
ンにて0〜9の数字を設定します。

②4桁のパスワードを入力後、決定  ボタンを押します。

 ▶ 自動モード設定〔初期設定〕

 ▶ 管理者用パスワード登録〔初期設定〕

12 時間表示形式、12 時間／ 24 時間表示はタイマー、ス
ケジュールなどの設定表示にも反映されます。12 時間表示、
24 時間表示それぞれの表示例は以下の通りです。
12 時間表示：AM12:00 〜AM1:00 〜 PM12:00 〜 PM1:00 〜 PM11:59
24 時間表示：　　 0:00 〜　　1:00 〜　　12:00 〜　 13:00 〜　　23:59

「する」に設定しても簡易画面には室内温度が表示されません。

管理者用パスワードを忘れてしまった場合、管理者用パスワー
ド登録画面にて F1  F2  ボタンを同時に 3 秒連続押し
すると、パスワードを「0000」に初期化できます。

●温度単位表示

●吸込温度の温度表示

●自動冷暖表示

●管理者用パスワードの初期値は「0000」です。管理
者以外の方が設定変更しないよう、必要に応じパスワー
ドを変更してください。パスワードは必要な方が分か
るよう適切に管理してください。

▶お願い

③パスワードが一致すると新規パスワード入力画面にな
ります。

　同じ要領で新しい管理者用パスワードを設定し、
　 決定  ボタンを押します。

82

MEMO 　

▶制御設計編 ＜第4章　動　　  作　　  原　　  理＞

　 

動　

作　

原　

理

第4章

02_制御設計編.indd   82 11.9.12   10:12:02 AM



④パスワード更新確認画面が表示されますので、 F4  
（はい）ボタンにて更新します。

　取り消す場合は F3  （いいえ）ボタンを押します。

サービスメニューにて「試運転」を選択すると、試運転
メニュー画面が表示されます。
・「試運転操作（試運転を行います。）」
・「ドレンポンプ試運転操作（外気処理ユニットは対　 
応しておりません。）」

サービスメニューにて「サービス情報登録」を選択する
と、サービス情報登録画面が表示されます。

リモコンにて各ユニットの異常履歴を検索します。

①サービスメニューにて「点検」を選択すると、点検メ
ニュー画面が表示されます。

①サービスメニューにて「自己診断」を選択し、
　 決定  ボタンを押すと自己診断画面を表示します。

② F1  F2  ボタンにてM-NET アドレスを設定し、

決定  ボタンを押します。

③異常コード・属性・室内ユニットの接点デマンド
ON/OFF 状態が表示されます。異常履歴がない場合
は、「ー」が表示されます。

②「異常履歴を消去しました」が表示されます。
　 戻る  ボタンを押して、点検メニュー画面に戻ります。

 ▶ 試運転〔サービス〕

 ▶ サービス情報登録〔サービス〕

 ▶ 点検〔サービス〕

 ▶ 自己診断〔サービス〕
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管理者用パスワードは下記項目の設定時に必要となります。
・タイマー設定　・週間スケジュール設定　・室外サイレントモード
・制限設定　・省エネ設定
各設定の詳細は本リモコンの取扱説明書を参照してください。

サービス情報登録メニューでは下記の設定が行えます。
・形名登録
  室外ユニット、外気処理ユニットの形名、製造番号を登録します。
登録した内容は異常情報画面に表示されます。形名は半角18
文字、製造番号は半角 8文字まで入力できます。

・販売店・サービス店登録
  販売店名、サービス店名及び電話番号を登録します。登録した
内容は異常情報画面に表示されます。店名は半角10 文字、電
話番号は半角13 文字まで入力できます。

・サービス情報初期化
  形名登録内容、または販売店・サービス店登録を選択し、登録
内容を全て初期化します。
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④パスワード更新確認画面が表示されますので、
　 F4  （はい）ボタンにて更新します。

　取り消す場合は F3  （いいえ）ボタンを押します。

⑤パスワード更新の場合は、更新完了画面が表示されます。

⑥ メニュー  ボタンにてサービスメニューへまたは 戻る  
ボタンで「サービス用パスワード登録画面」に戻ります。

①サービスメニューにて「サービス用パスワード登録」を
選択し、 決定  ボタンを押すと新規パスワード登録画
面を表示します。

② F1  F2  ボタンで桁を選択し、 F3  F4  ボタ
ンにて0〜9の数字を設定します。

③4桁のパスワードを入力後、決定  ボタンを押します。

 ▶ サービス用パスワード登録〔サービス〕

 ▶ リモコン診断〔サービス〕

①異常履歴表示中に F4  （リセット）ボタンを押すと
確認画面が表示されます。

②確認画面にて F4  （はい）ボタンを押すと室内ユニッ
トの異常履歴を消去します。

　消去できなかった場合は「正常に終了できませんでし

た。」ユニットから応答がない場合は「対象室内ユニッ

トが存在しません。」を表示します。

●異常履歴リセット

サービスメニューの操作を行うためのパスワードを変更
します。

リモコンからの操作がきかない場合、本機能によりリモ
コン診断を行ってください。
まずはリモコン表示の有無を確認してください。（罫線
含む）リモコンに正常な電圧（DC8.5 〜 12V）が印加
されていない場合、リモコンには何も表示されません。
この場合は、リモコン配線、室内ユニットを点検してく
ださい。

①サービスメニューにて「リモコン診断」を選択し、
決定  ボタンを押すとリモコン診断を開始し、結果を
表示します。

　リモコン診断を行わないときは、 メニュー  または 
戻る  ボタンを押すと、リモコン診断メニューから抜
けることができます。このとき、リモコンは再立ち上
げを行いません。
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F1 F2 F3 F4

②リモコン診断結果表示後、 決定  ボタンを押すとリモ
コン診断を終了し、自動的に再立ち上げが行われます。

　■OK：リモコンに問題はありません。 他の原因を調
査してください。

　■ E3、6832：伝送線にノイズがのっている、ある
いは室内ユニット、他のリモコンの故障が考えられ
ます。伝送路、他のコントローラーを調査してくだ
さい。

　■ NG（ALL0、ALL1）：リモコン送受信回路不良で
す。リモコンの交換が必要です。

　■ ERC（データエラー数）：データエラー数とはリモ
コンの送信データのビット数と実際に伝送路に送
信されたビット数の差を示します。この場合、ノイ
ズなどの影響で送信データが乱れています。伝送路
を調査してください。

①メインメニュー画面で「Q&A」を選択し、 決定  ボタ
ンを押します。

 ▶ Q&A

 ▶ リモコン設定初期化〔サービス〕
リモコンを初期化して、工場出荷状態に戻すことができます。
下記のデータが初期化されます。
タイマー設定、週間スケジュール設定、室外サイレントモー
ド設定、省エネ設定、自動清掃設定、CO2排出量、主従設定、
リモコン名称、時刻設定、メイン画面表示設定、コントラ
スト設定、リモコン表示設定、自動モード設定、CO2 表
示設定、形名登録、製造No. 登録、販売店・サービス店登録、
異常履歴、管理者用パスワード、サービス用パスワード

リモコンが初期化されると、自動的に再立ち上げを行います。

①サービスメニュー画面で「サービス」を選択し、
　 決定  ボタンを押します。

②サービスメニュー画面で「サービス」を選択し、
　 決定  ボタンを押します。

③ F4  ボタンで「はい」を選択します。
　初期化を実行後、自動的に再立ち上げを行います。

F1 F2 F3 F4

F1 F2 F3 F4
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■代表的なトラブルシューティング
■通常画面に表示されるアイコンの意味
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操　作　部

表　示　部

運転切換ボタン

タイマーボタン

設定温度ボタン

時刻切換ボタン

運転/停止ランプ

運転/停止ボタン

風速ボタン

フィルターボタン

点検ボタン

試運転ボタン

上下風向ボタン

ルーバーボタン

換気ボタン

上げる 下げる

進める 戻す

（フィルターリセット）

（この機能はありません。）

室温センサー内蔵位置

（この機能はありません。）

（この機能はありません。）

●説明のためすべての表
示内容を示しています。

●停止中は 表示、運転
中は運転ランプ、 表
示、設定温度、風速、風
向、室温などが表示され
ます。
　（ ：通電中を示します。）

とびらを
開けます。

F1 F2 F3 F4

※MEリモコン使用時は24時間換気、ナイトパージ運転が行えません。
※MEリモコンからは加湿モード、換気モードの操作は行えません。

② F1  F2  ボタンにて状況を選択し 決定  ボタン
を押します。

　選択した状況に対する、対応方法が表示されます。
　項目により複数のページがある場合は、 F1  F2  
ボタンでページを切り換えます。

画面移動方法
■メインメニュー画面へ戻る・・・   メニュー  ボタン
■前の画面に戻る・・・   戻る  ボタン
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3　ME リモコン（PAR-F29ME）使用時
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操作項目 操作部 手　　順

①運転開始
運転/停止 運転 / 停止  ボタンを押します。（運転 /停止ランプと表示が点灯）

②運転モードの変更
運転切換

運転切換  ボタンを押します。
●1回押すごとに設定が切り換わります。

冷房 送風 自動
※

暖房
※

※ 室外ユニットの機種により、自動・暖房機能がない場合があります。

③設定温度の変更
（外気温度制御時のみ）

設定温度

■設定温度を下げたいとき…  設定温度ボタンを押します。

■設定温度を上げたいとき…  設定温度ボタンを押します。

●1回押すごとに設定温度を1℃変えられます。
●設定できる温度は次の通りです。

冷房運転 暖房運転 自動運転 送風運転
19〜30℃ 17〜 28℃ 19〜 28℃ 設定できません

※工場出荷時（除加湿優先制御）では設定温度の表示は切り換わりますが、
実際の制御温度は変わりません。

④風速切換
風　速

風速ボタンを押します。
●1回押すごとに以下のように設定が切り換わります。

風速

2段階

リモコン表示
(弱) (強)

▶ お知らせ
●製品の保護運転時などは、液晶表示と製品の風速が異なる場合があります。

⑤運転停止 運転/停止 運転 / 停止  ボタンを押します。（運転 /停止ランプ消灯、通電表示のみ）

※運転停止後 5分以上待ってから電源を切ります。

〈最初の運転〉

〈通常の運転〉

運転開始の前に‥‥電源が入っているか確認します。
停電や電気工事または外気温度が10℃以下で24時間以上電源を切って放置した場合は電源を入
れてから12時間以上運転をお待ちください。

リモコン機能設定は、ME リモコンの
取扱説明書をご覧ください。
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①⑤

④

③

②
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1

同一グループ内に LGH-RDF6 形と旧機種（LGH-RDF5 形及び LB-DF5 形）
の同時接続はできません。

2

MAスマートリモコンをご使用される場合、新旧リモコン（PAR-31MA
以前とPAR-32MA）の同時接続はできません。

室外ユニット 

室内ユニット 外気処理ユニット 
LGH-RDF6

外気処理ユニット 
LGH-RDF5

室外ユニット 

外気処理ユニット 
LGH-RDF6

PAR-32MA 
（主） 

PAR-31MA 
（従） 

室外ユニット 

外気処理ユニット 
LGH-RDF6

PAR-31MA 
（主） 

PAR-32MA 
（従） 

3

MAスマートリモコンをご使用される場合、旧リモコン（PAR-31MA以
前のリモコン）は接続できません。

4

ロスナイリモコン（PZ-52SF3）及びデラックスリモコン（PGL-60DR）
は接続できません。

室外ユニット 

外気処理ユニット 
LGH-RDF6

PAR-31MA

室外ユニット 

PZ-52SF3

外気処理ユニット 
LGH-RDF6

この製品はシステム構成時にユニット及びリモコンの新旧同時接続※1ができません。

①外気処理ユニット、室内ユニット、ロスナイはそれぞ
れ同じグループに設定することはできません。

②外気処理ユニットは属性 IC（機能切換スイッチ 
SW3-1 ON）に設定してください。

③MAスマートリモコンを使用する場合、MAスマート
リモコン配線端子（TM2［1］［2］）を接続した外気
処理ユニット同士が１グループとなります。

①�使用できる手元リモコンはMAスマートリモコン（PAR-32MA）、
MEリモコン（PAR-F29ME）です。手元リモコンの選定につい
ては、「4 手元リモコンの選択（67ページ）」を参照してください。

②�ロスナイ用のデラックスリモコン（PGL-60DR）、ロ
スナイリモコン（PZ-52SF3）、リモコンスイッチ
（PZ-42SM）は使用できません。
③�同じグループ内でMAスマートリモコンとMEリモ
コンを併用することはできません。

④�同じ冷媒系統内でMAスマートリモコンとMEリモ
コンを併用する場合、必ずシステムコントローラーを
使用してください。

⑤�属性 FUに設定した外気処理ユニットは、MAスマートリ
モコンを接続できません。またグループ設定はできません。

①スリムエアコン、ロスナイとは連動できません。
②最大16台の室内ユニットと連動することができます。
③�外気処理ユニットは属性 FU（機能切換スイッチ 
SW3-1 OFF）に設定してください。

④ �MAスマートリモコンは接続できません。
⑤�グループ設定はできません。
⑥連動させたい室内ユニットのリモコンから連動設定を
行ってください。

　システムコントローラーを使用する場合は、システム
コントローラーから連動設定を行ってください。

①1グループで最大16台の外気処理ユニットを操作する
ことができます。

②同じグループ内で2台まで使用することができます。3
台以上は接続しないでください。

③同じグループ内で2台使用する場合、1台を従リモコン
に設定してください。

　（設定方法はMAスマートリモコンの据付説明書を参照
してください。）
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※1新：LGH-＊＊RDF6 形及び PAR-32MA
　　旧：LGH-＊＊RDF5 形以前及び PAR-31MA 以前のリモコン及びロスナイリモコン　

1. システム接続時の注意事項

 ▶ グループ設定  ▶ 手元リモコン

 ▶ 連動設定

 ▶ MA スマートリモコン

▼

ご注意
▲

室内ユニットと連動（属性 FUに設定）
する場合、外気処理ユニットの風量設定
を微弱風量にすることはできません。微
弱風量で動作させるには、「1. 風量切換
入力（43ページ）」を使用してください。
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室外ユニット
（51）

室内外伝送線

MAスマート
リモコン

MAスマート
リモコン

MAスマート
リモコン

MAスマート
リモコン

属性FU
（06）室内ユニット

（01）

属性IC
（03） 属性IC

（04）
属性IC
（05）

グループ1

外気処理
ユニット

連動

室内ユニット
（02）

グループ２ グループ3

連動

※（　）内はM-NETアドレス番号

手順 グループ内
使用リモコン

ユニットまたは
手元リモコン 関係 属性 アドレス

設定範囲 設定方法

1 MA スマート
リモコン

・�外気処理ユニット
　（属性 IC）
・室内ユニット

親機 IC 01～ 50

・�親機にしたいユニットは同じグループ内で最も若いアドレ
スに設定します。

・�MEリモコンを使用するユニットより若いアドレスを設定
してください。

子機 IC 01～ 50 ・�同じグループ内の親機のアドレスから連番で設定します。

・�MA スマートリモコン
主リモコン MA － ・設定は不要です。

従リモコン MA － ・�据付工事説明書に従い設定してください。

2 MEリモコン

・�外気処理ユニット
　（属性 IC）
・室内ユニット

親機 IC 01～ 50

・�MA スマートリモコンを使用するユニットのアドレスより
も大きなアドレスに設定してください。

・�親機にしたいユニットは同じグループ内で最も若いアドレ
スに設定します。

子機 IC 01～ 50 ・�同じグループ内の親機のアドレスから連番で設定します。

・MEリモコン
主リモコン RC 101～150 ・�同じグループ内の親機のアドレス＋100 を設定します。

従リモコン RC 151～200 ・�同じグループ内の親機のアドレス＋150 を設定します。

3 －
・�外気処理ユニット
　（属性 FU） － FU 01～ 50 ・�属性 IC に設定した外気処理ユニットと室内ユニットのア

ドレスを設定した後に、アドレスが重複しないように任意
のアドレスを設定してください。・ロスナイ － LC 01～ 50

グループ 特　　　　　　長

グループ 1・2

外気処理ユニットは室内ユニットに連動して動作します。
・最大16 台の室内ユニットと連動することができます。
・外気処理ユニットは属性 FU（機能切換スイッチ SW3-1 OFF）に設定してください。
・外気処理ユニットにMA スマートリモコンは接続できません。
・�連動させたい室内ユニットのMA スマートリモコンから、それぞれ連動設定を行ってください。

グループ 3

外気処理ユニットを MA スマートリモコンで操作します。
・外気処理ユニットは属性 IC（機能切換スイッチ SW3-1 ON）に設定してください。
・�MA スマートリモコン配線端子（TM2［1］［2］）同士をつないだ外気処理ユニットが1グループとなります。
・同じグループ内でMA スマートリモコンとMEリモコンを併用することはできません。
・1グループで最大16 台の外気処理ユニットを操作することができます。
・�MA スマートリモコンは同じグループ内で2 台まで使用することができます。3 台以上は接続しないでください。
・�MA スマートリモコンを同じグループ内で2 台使用する場合、1台を従リモコンに設定してください。

① 1グループで最大16台の外気処理ユニットを操作することができます。
②同じグループ内で2台まで使用することができます。

①�異なる室外ユニットに接続された外気処理ユニット同士を、M-NET伝送線端子（TM2［A］［B］）で接続しないでください。
②以下に従いアドレスの設定を行ってください。

以下にシステム構成の例を示します。「1. システム接続時の注意事項（88ページ）」と合わせて参照してください。

1. MA スマートリモコン使用時
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 ▶ 単一冷媒系統システム（手動アドレス設定）

 ▶ ME リモコン

 ▶ M-NET

2. システム構成例
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室外ユニット
（51）

室内外伝送線

MEリモコン
（101）

属性FU
（06）（01）

属性IC
（03）

属性IC
（04）

属性IC
（05）

MEリモコン
（103）

グループ1 グループ３

MEリモコン
（153）

外気処理ユニット

連動

MEリモコン
（102）

室内ユニット室内ユニット
（02）

グループ2

連動

※（　）内はM-NETアドレス番号

室外ユニット
（51）

室内外伝送線

MEリモコン
（103）

属性IC
（03）

属性IC
（01） 属性IC

（02）
属性IC
（04）

MAスマート
リモコン

外気処理ユニット集中管理用
伝送線

伝送線用
給電ユニット

システムリモコン
（201）

MEリモコン
（105）

属性FU
（06）室内ユニット

（05）

グループ３グループ2グループ1

連動

混在の場合は
必ずシステム
コントローラーを
使用してください。

※（　）内はM-NETアドレス番号

グループ 特　　　　　　長

グループ1・2

外気処理ユニットは室内ユニットに連動して動作します。
・最大16 台の室内ユニットと連動することができます。
・外気処理ユニットは属性 FU（機能切換スイッチ SW3-1 OFF）に設定してください。
・外気処理ユニットはグループ設定はできません。
・連動させたい室内ユニットのMEリモコンから、それぞれ連動設定を行ってください。

グループ3

外気処理ユニットをMEリモコンで操作します。
・外気処理ユニットは属性 IC（機能切換スイッチ SW3-1 ON）に設定してください。
・同じグループ内でMA スマートリモコンとMEリモコンを併用することはできません。
・�1グループで最大16 台の外気処理ユニットを操作することができます。
・MEリモコンは同じグループ内で2 台まで使用することができます。

グループ 特　　　　　　長

グループ1
外気処理ユニットをMAスマートリモコンで操作します。
・�同じ冷媒系統内でMAスマートリモコンとMEリモコンを併用する場合、必ずシステムコントローラーを使用してください。
・その他は「1.MAスマートリモコン使用時（89ページ）」のグループ3に同じです。

グループ 2
外気処理ユニットをMEリモコンで操作します。
・�同じ冷媒系統内でMAスマートリモコンとMEリモコンを併用する場合、必ずシステムコントローラーを使用してください。
・その他は「2.MEリモコン使用時（90ページ）」のグループ3に同じです。

グループ 3

外気処理ユニットは室内ユニットに連動して動作します。
・最大16台の室内ユニットと連動することができます。
・外気処理ユニットは属性FU（機能切換スイッチ SW3-1 OFF）に設定してください。
・外気処理ユニットはグループ設定はできません。
・システムコントローラーから連動設定を行ってください。

2. ME リモコン使用時

3. MA スマートリモコンと ME リモコンの混在
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室外ユニット
（00）

MAスマート
リモコン

室内ユニット
（00）

グループ１

属性IC
（00） 属性IC

（00）
属性IC
（00）

MAスマート
リモコン

グループ２

MAスマート
リモコン

外気処理
ユニット

属性IC
（00）

MAスマート
リモコン

グループ３
※（　）内はM-NETアドレス番号

属性FU
（00）

室外ユニット
（00）

MAスマート
リモコン

室内ユニット
（00）

MAスマート
リモコン

室内ユニット
（00）

MAスマート
リモコン

室内ユニット
（00）

グループ1 グループ2

連動

連動 連動

グループ3

※（　）内はM-NETアドレス番号

グループ 特　　　　　　長

グループ1 室内ユニットをMA スマートリモコンで操作します。
・�同じグループでなければ、自動アドレス設定で室内ユニットと属性 IC に設定した外気処理ユニットは混在することができます。

グループ2・3

外気処理ユニットをMA スマートリモコンで操作します。
・外気処理ユニットは属性 IC（機能切換スイッチ SW3-1 ON）に設定してください。
・�MA スマートリモコン配線端子（TM2［1］［2］）同士をつないだ外気処理ユニットが1グループとなります。
・同じグループ内でMA スマートリモコンとMEリモコンを併用することはできません。
・1グループで最大16 台の外気処理ユニットを操作することができます。
・�MA スマートリモコンは同じグループ内で2 台まで使用することができます。3 台以上は接続しないでください。
・�MA スマートリモコンを同じグループ内で2 台使用する場合、1台を従リモコンに設定してください。

グループ 特　　　　　　長

グループ1〜3

外気処理ユニットは室内ユニットに連動して動作します。
・�属性 FUに設定した外気処理ユニットは、システム内のすべての室内ユニットと連動設定されます。
・最大16 台の室内ユニットと連動することができます。
・外気処理ユニットは属性 FU（機能切換スイッチ SW3-1 OFF）に設定してください。
・MA スマートリモコンは接続できません。

以下の場合に室内外自動アドレス立ち上げを行うことができます。
・MAスマートリモコンを使用する
・ロスナイを接続しない
・システム内に属性 ICと属性 FUの外気処理ユニットが混在しない
・外気処理ユニットを属性 FUに設定する場合、システム内に外気処理ユニットは1台のみ
・2台以上の外気処理ユニットが所属するグループで発停入力（CN32、CN51、CN41）を使用しない
システム内のアドレスはすべて「00」（工場出荷）に設定します
�上記以外にも制約がある場合があります。詳細は室外ユニットのシステム設計・工事マニュアルを参照してください。

1. 属性 IC に設定する場合

2. 属性 FU に設定する場合
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室外ユニット
（51）

室内外
伝送線

属性IC
（01） 属性IC

（02）

MAスマート
リモコン

グループ1

属性IC
（03）

室内外
伝送線

室外ユニット
（52）集中管理用

伝送線

系2媒冷1系媒冷

外気処理
ユニット

※（　）内はM-NET
　アドレス番号

室外ユニット
（51）

室内外
伝送線

属性IC
（01）

属性IC
（02）

グループ１

属性IC
（03）

室内外
伝送線

室外ユニット
（52）集中管理用

伝送線

２系媒冷１系媒冷

外気処理
ユニット

MEリモコン
（101）

※（　）内はM-NET
　アドレス番号

グループ 特　　　　　　長

グループ1

外気処理ユニットをMA スマートリモコンで操作します。
・�異なる室外ユニットに接続された外気処理ユニット同士を、M-NET伝送線端子（TM2［A］［B］）で接続しないでください。
・�外気処理ユニットは属性 IC（機能切換スイッチ SW3-1 ON）に設定してください。
・�MA スマートリモコン配線端子（TM2［1］［2］）同士をつないだ外気処理ユニットが1グループとなります。
・同じグループ内でMA スマートリモコンとMEリモコンを併用することはできません。
・1グループで最大16 台の外気処理ユニットを操作することができます。
・�MA スマートリモコンは同じグループ内で2 台まで使用することができます。3 台以上は接続しないでください。
・�MA スマートリモコンを同じグループ内で2 台使用する場合、1台を従リモコンに設定してください。

グループ 特　　　　　　長

グループ1

外気処理ユニットをMEリモコンで操作します。
・�異なる室外ユニットに接続された外気処理ユニット同士を、M-NET伝送線端子（TM2［A］［B］）で接続しないでください。
・�外気処理ユニットは属性IC（機能切換スイッチ SW3-1 ON）に設定してください。
・同じグループ内でMAスマートリモコンとMEリモコンを併用することはできません。
・1グループで最大16台の外気処理ユニットを操作することができます。
・MEリモコンは同じグループ内で2台まで使用することができます。

1. MA スマートリモコン使用時

2. ME リモコン使用時
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室外ユニット
（51）

室内外
伝送線

MAスマート
リモコン

属性FU
（03）室外ユニット

（01）

グループ１

室内外
伝送線

室外ユニット
（52）

冷媒系1 冷媒系2

室内ユニット
（02）

グループ２

集中管理用
伝送線

MAスマート
リモコン

動連動連

※（　）内はM-NET
　アドレス番号

グループ 特　　　　　　長

グループ1・2

外気処理ユニットは室内ユニットに連動して動作します。
・�MA スマートリモコンの代わりにMEリモコンを使用することができます。
・�異なる室外ユニットに接続された外気処理ユニット同士を、M-NET伝送線端子（TM2［A］［B］）で接続しないでください。
・最大16 台の室内ユニットと連動することができます。
・外気処理ユニットは属性 FU（機能切換スイッチ SW3-1 OFF）に設定してください。
・外気処理ユニットにMA スマートリモコンは接続できません。
・�連動させたい室内ユニットのMA スマートリモコンから、それぞれ連動設定を行ってください。

3. 連動設定
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室内ユニット
（01）

MAスマート
リモコン

MAスマート
リモコン

エントランス

室内ユニット
（02） （03）

室内ユニット室内ユニット
（04）

室内ユニット
（05）

属性IC
（06） 属性IC

（07）

MAスマート
リモコン

事務所 1F換気

室内ユニット
（08）

MAスマート
リモコン

属性IC
（09）

MAスマート
リモコン

テナント21

室内ユニット
（10）

テナント22

属性IC
（11）

テナント22、23換気

室内ユニット
（12）

MAスマート
リモコン

MAスマート
リモコン

MAスマート
リモコン

MAスマート
リモコン

テナント23

室内ユニット
（13）

テナント31

テナント31、32換気

MEリモコン
（113）

室内ユニット
（15）

MEリモコン
（115）

室内ユニット
（16）

テナント33

室内ユニット
（14）

テナント32

MEリモコン
（114）

属性IC
（17）

MEリモコン
（117）

テナント33換気 3F

2F

1F

室外ユニット
（63）

室内外
伝送線

グループリモコン
（202）

属性FU
（18）

室外ユニット
（58）

室内外
伝送線

グループリモコン
（201）

伝送線用
給電ユニット

Web対応
集中コントローラー
（000）

室外ユニット
（51）

室内外
伝送線 外気処理

ユニット

グループ
設定

※（　）内はM-NETアドレス番号

テナント21換気

連動 連動

グループ 特　　　　　　長

全体 ・Web 対応集中コントローラーですべての空調を集中管理します。

1F ・エントランスと事務所の空調を、MA スマートリモコンで操作します。
・�MA スマートリモコンを使用することで、24 時間換気、ナイトパージを行うことができます。

2F

・テナント毎にMA スマートリモコンで操作します。
・�グループリモコンでフロアの室内ユニットと外気処理ユニットを集中管理することができます。
・�テナント22とテナント23は1台の外気処理ユニットで換気を行います。各テナントから操作が行えるようにMA スマートリモコンを2 台
使用します。

・�MA スマートリモコンを使用することで、24 時間換気、ナイトパージを行うことができます。
・�MA スマートリモコンを使用せず、室内ユニットと連動させることもできます。室内ユニットの運転時に外気処理ユニットが自動的に動作します。

3F
・グループ編成（間仕切り）の変更を想定し、MEリモコンを使用します。
・グループリモコンでフロアの室内ユニットと外気処理ユニットを集中管理することができます。
・�テナント 31とテナント 32は1台の外気処理ユニットで換気を行います。室内ユニットの運転時に外気処理ユニットが自動的に動作します。

以下にシステムコントローラーを使用したシステム例を示します。
�実際にシステムを構成する際には、使用するシステムコントローラー、室外ユニット、伝送線用給電ユニットの機能、制
約を確認して行ってください。
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種　　類 配線方法

1. 室内外伝送線
　 （M-NET）

室外ユニット

アース 
端子 

TB3
A B

A B A B
TM2

S
TM2

S

外気処理ユニット

L1 L2

外気処理ユニット

〔シールド線使用の場合の例〕 配線長制限（最遠長）

L1+L2 ≦ 200m

①室外ユニットの伝送線端子台
（TB3）のA、B 端子と外気処理
ユニットの端子台（TM2）のA、
B 端子を配線します。（無極性 2
線）

　配線方法は、渡りでも分岐でも
構いません。

②シールドも、伝送線と同様に外
気処理ユニットの端子台（TM2）
の S 端子を配線します。

③シールドは、室外ユニットのアー
ス端子に接続します。

2. リモコン配線
　 （MAスマート
　　リモコン）
・同一グループに
MEリモコンと
MAスマートリ
モコンとの併用
はできません。

1 対 1 2 リモコン グループ運転

外気処理ユニット

1
TM2
2

m1

MAスマートリモコン

BA

配線長制限

線経 :0.3 〜1.25mm2

　m1≦200m

外気処理ユニットの端子台
（TM2）の1、2 端子とMA
リモコンの端子台 A、B 端子
を接続します。（無極性2線）

外気処理ユニット

1
TM2
2

BA BA

MAスマートリモコン 

m1

m2

MAスマートリモコン 

配線長制限

線経 :0.3 〜1.25mm2

m1+m2≦200m

外気処理ユニットの端子台（TM2）の1、2
端子と 2 台のMA スマートリモコンの端子台
A、B端子をそれぞれ接続します。（無極性2線）

※一方のリモコンは「従設定」が必要です。
※リモコン同士での渡り配線は禁止です。リ
モコンの端子台には配線1本しか接続でき
ません。

外気処理ユニット外気処理ユニット

MAスマートリモコン

BA

m2

1
TM2
2 1

TM2
2

m1

配線長制限

線経 :0.3 〜1.25mm2

m1+m2≦200m

外気処理ユニットの端子台（TM2）の1、2 端子と
MAリモコンの端子台 A、B 端子を接続します。（無
極性 2 線）

グループ運転する外気処理ユニットの端子台（TM2）
の1、2 端子同士を接続します。（無極性 2 線）

3. 伝送線配線方法
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種類 配線方法

 3.
集
中
管
理
用
伝
送
線

異
冷
媒
を
ま
た
が
る
グ
ル
ー
プ
運
転

外気処理ユニット外気処理ユニット

外気処理ユニット外気処理ユニット

BA BA

BA

BA

室外ユニット

室外ユニット

アース

アース

（E）
TB3

TM2
SA

A
B
S

B
TM2

TB7

S

L1

L5

L2

TM2
S

TM2
S

L3 L4

（E） 

TB3
A
B

A
B
S

TB7

異冷媒系統にまたがるグループ運転をする
場合は、室内外伝送線、集中管理用伝送線
ともに必ず、シールド線をご使用ください。

①各室外ユニットの集中管理用端子台（TB7）
のA、B 同士を接続します。

②シールドも、伝送線と同様に各室外ユニッ
トの集中管理用端子台の S 端子同士を接
続します。

③室外ユニットの内の1台の給電コネクタを
CN41から CN40に差換えます。

④給電コネクタを CN41から CN40 に差換
えた室外ユニットのS端子をアース端子（E）
に接続します。

 4.
集
中
管
理
用
伝
送
線

シ
ス
テ
ム
コ
ン
ト
ロ
ー
ラ
ー
と
の
接
続
シ
ス
テ
ム

外気処理ユニット外気処理ユニット

外気処理ユニット外気処理ユニット

BA BA

BA

BA

室外ユニット

室外ユニット

アース

アース

（E）
TB3

TM2
SA

A
B
S

B
TM2

TB7

S

L1

L5

L6

L2

TM2
S

TM2
S

L3 L4

給電 
ユニット

（E） 

TB3
A
B

A
B
S

TB7

システムコントローラー

システムコントローラーを接続する場合に
は、室内外伝送線、集中管理用伝送線と
もに必ず、シールド線をご使用ください。

①各室外ユニットの集中管理用端子台（TB7）
の A、B 端子とシステムコントローラー、
給電ユニットを接続します。

　（無極性 2 線）
②シールドも、伝送線と同様に各室外ユニッ
トの集中管理用端子台の S 端子とシステ
ムコントローラー、給電ユニットを接続し
ます。

③給電ユニットの S 端子をアース接地してく
ださい。

　給電ユニットからのアース接地ができない
場合には、室外ユニットの内の1台の S 端
子をアース端子（E）に接続します。
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L1+L2、L3+L4        ≦ 200m
L1+L2+L3+L4+L5   ≦ 500m

配線長制限（最遠長）

L1+L2、L3+L4        ≦ 200m

L1+L2+L3+L4+L5
L1+L2+L5+L6 
L3+L4+L6              ≦ 500m

02_制御設計編.indd   96 11.9.12   10:12:15 AM



システムリモコン

集中管理用伝送線
※給電ユニットから
　給電しています。

室内外伝送線
※室外ユニットから給電しています。

（201）
MEリモコン
（101）

MEリモコン
（102）

属性IC
外気処理ユニット

（02）

※（　）内はM-NETアドレス番号

伝送線用
給電ユニット

室外ユニット
（51）

TB7

グループ1 グループ2

TB3

室内ユニット
（01）

給電系統 給電するユニット 接続するユニット

集中管理用伝送線 伝送線用給電ユニット、拡張コントローラー 集中コントローラー、システムリモコン　など

室内外伝送線 室外ユニット 室内ユニット、外気処理ユニット、MEリモコン

Web 対応集中コントローラー
G-150AD

システムリモコン
PAC-SF44SR-W

グループリモコン
PAC-SC30GR-W

ON/OFF リモコン
PAC-YT40ANR-W

伝送線給電ユニット
（PAC-SC51KU） ◎ ○ ○ ○

伝送線用給電拡張ユニット
（PAC-SF46EP） × ○ ○ ○

室外ユニットからの給電 TB7
（集中管理用伝送線） × ○※１ ○※１ ○※１

室外ユニットからの給電 TB3
（室内外伝送線） × ○ ○ ○

給電拡張コントローラー
（PAC-YG50EC） × ○ ○ ○

集中コントローラー
（GB-50AD） × ○ ○ ○

M-NETのシステムでリモコンや集中コントローラーは伝送線から受電して動作しています。このため伝送線への給電を
行う必要があります。給電を行う系統は２つ（集中管理用伝送線、室内外伝送線）あり、外気処理ユニットは室内外伝送
線のみ接続することができます。

システムコントローラーの給電可否は下記となります。

1. 給電について

2. システムコントローラーと給電可否

システムコントローラーへの給電は例外的に室外ユニットから給電することも可能です。
方法・制約事項については City Multi のシステム設計・工事マニュアルなどでご確認ください。
※MA スマートリモコン（PAR-32MA）は、外気処理ユニット本体から給電しています。

◎：必須条件　　○：対応可　　×：対応不可
※1 シティマルチY GR P224、P280 形は室外ユニットからの給電（TB7）は対応不可となります。ただし、別売の給電基板取り付け時は対応可となります。
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給電能力係数 内、TB7 への給電能力係数 内、TB3 への給電能力係数

R410Aビル用マルチエアコン室外ユニット
（シティマルチSシリーズ、シティマルチY GR P224、P280形を除く） 128 30 128-TB7使用分

R410Aビル用マルチエアコン室外ユニット
シティマルチY GR P224、P280形 64 0※1 64

伝送線用基板（PAC-KS01PS） 128 30 128-TB7使用分

伝送線用給電ユニット（PAC-SC51KU） 20 20 0

伝送線用給電拡張ユニット（PAC-SF46EP） 100 0 もしくは100 100 もしくは 0

給電拡張コントローラー（PAC-YG50EC） 24 24 0

集中コントローラー（GB-50AD） 24 24 0

受電ユニット 消費電力係数

室内ユニット、外気処理ユニット 4

ロスナイ 0

室外ユニットTB7 0

MEリモコン（PAR-F29ME） 1

MAリモコン（PAR-32MA） 0

集中コントローラー（G-150AD） 2

ON/OFF リモコン 4

グループリモコン、システムリモコン、スケジュールタイマー 2

分流コントローラー 8

計量用計測コントローラー（PAC-YG60MC）、
汎用インターフェース（PAC-YG66DC）、
環境用計測コントローラー（PAC-YG63MC）

1

使用リモコン 室外ユニットからの給電 PAC-SF46EP からの給電

MAリモコン使用時 32 台※２ 25台

MEリモコン使用時※１ 20（40）台※3 20（40）台

給電ユニット形名
接続可能台数

ME リモコン システムリモコン／スケジュール
タイマー／グループリモコン※ 3 ON ／ OFF リモコン※ 4 集中コントローラー

G-150AD ※ 1

伝送線用給電ユニット PAC-SC51KU 20 10 5 1

伝送線用給電拡張ユニット PAC-SF46EP 　  40※2 12 6 ー

拡張コントローラー PAC-YG50EC 24 12 6 ー

集中コントローラー GB-50AD 24 12 6 ー

室外ユニット・伝送線用給電ユニット・伝送線用給電拡張ユニットは下記の給電能力を有しています。
また、室外ユニットは集中管理用伝送線（TB7）と室内外伝送線（TB3）への同時給電が可能です。

室内ユニット、外気処理ユニット、リモコン関連、分流コントローラーなどは下記の消費電力係数となります。

3. 給電能力係数

4. 消費電力係数

5. 制限事項

※ 室内外伝送線にシステムコントローラーを接続する場合または、集中系伝送線に室外ユニットから給電する場合、室外ユニットの電源を遮断するとシステムコントローラーが
停止しますのでご注意ください。（G-150ADまたはGB-50AD の場合は、「スケジュール」「電力按分課金支援」「ピークカット」などの機能が停止します。）

※1  シティマルチY GR P224、P280 形は室外ユニットからの給電（TB7）は対応不可となります。ただし、別売の給電基板取り付け時は対応可となります。

※ 室内外伝送の接続台数が制限を超える場合は、伝送線用給電拡張ユニットを使用し接続台数を増やすことが
できます。ただし、伝送線用拡張ユニットから分流コントローラーには給電しないでください。

※伝送線用給電拡張ユニットを複数台使用する場合、全ての伝送線用拡張ユニットは室外ユニットの室内外伝送線（TB3）
系に接続してください。また、複数の伝送線用給電ユニットは並列接続のみ可能です。直列接続しないでください。

※1  （　）内は、室内ユニットやMEリモコンなど受電端末の合計台数です。
※2  シティマルチY GR P224、P280 形は16 台となります。
※3  シティマルチY GR P224、P280 形は12（24）台となります。

※1  集中コントローラー（G-150AD、GB-50AD、または PAC-YG50EC）は、システム制約上、同一系統に一台接続が可能です。
※2  一台の伝送給電ユニット（伝送給電拡張ユニット）に接続できるコントローラーは最大40 台です。40 台を超える場合は、コントローラー接続可能係数が大きい場合でも、伝送

給電拡張ユニットで40 台以下となるよう分離してください。
※3  システムの制約上、接続可能台数は12 台です。
※4  システムの制約上、接続可能台数は 6 台です。

■室内ユニット接続台数

■各コントローラー接続台数

室外
ユニット

PAC-
SF46EP

PAC-
SF46EP

室外
ユニット

PAC-
SF46EP

PAC-
SF46EP
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● W が 20 以下かつ X が 40 以下の場合
　伝送線用給電ユニットPAC-SC51KUまたは室外ユニットからの給電が可能です。
● W が 30 以下かつ X が 40 以下の場合
　室外ユニットからの給電が可能です。
● W が 31 以上または X が 41 以上の場合
　伝送線用給電ユニットまたは室外ユニットから給電し、伝送線給電拡張ユニットを使用して規定値以下となるように
してください。

　伝送線給電拡張ユニットは、室外ユニット間に設置することはできません。
　※ただし、集中管理用伝送線へ給電している室外ユニットの故障メンテナンス時には集中管理ができません。伝送線用給電拡張ユニットを使用した場合は、室外ユニットのメ

ンテナンス時でも集中管理可能です。

● Y が 128 以下かつ Z が 40 以下の場合
　室外ユニットからの給電が可能です。
● Y が 129 以上または Z が 41 以上の場合
　伝送線給電拡張ユニットを使用しY、Zが規定値以下となるようにしてください。
　伝送線給電拡張ユニットは複数台使用可能ですが、全ての伝送線給電拡張ユニットのTB2は室外ユニットのTB3に
接続して使用してください。

　分流コントローラーは、室外ユニットのTB3に接続して使用してください。

● U が 100 以下かつ V が 40 以下の場合
　伝送線給電拡張ユニットからの給電が可能です。
● U が 101 以上または V が 41 以上の場合
　伝送線給電拡張ユニットからの給電ができません。
　給電装置、伝送線拡張ユニット、接続レイアウトなどを変更し規定値以下となるようにしてください。

集中管理用伝送線受電係数合計 W      ＝ MEリモコン、計測用計測コントローラー、汎用インターフェース環境用計測
コントローラー台数 [A　　　　]台×１
＋ グループリモコン、システムリモコン、スケジュールタイマー台数 [B　　　　]台×２
＋ ON/OFF リモコン台数 [C　　　　]台×４
＋ G-150AD台数 [D　　　　]台×２

集中管理用伝送線受電ユニット台数合計 X ＝ [A] ＋ [B] ＋ [C] ＋ [D]

室内外伝送線受電係数合計 Y 　　　＝ 集中管理用伝送線給電係数合計 [W　　　　]※１

＋ MEリモコン、計測用計測コントローラー、汎用インターフェース環境用計測
　 コントローラー台数 [E　　　　]台×１
＋ グループリモコン、システムリモコン、スケジュールタイマー台数 [F　　　　]台×２
＋ ON/OFF リモコン台数 [G　　　　]台×４
＋ G-150AD台数 [H　　　　]台×２
＋ 室内ユニット※2、外気処理ユニット台数 [J　　　　]台×４
＋ 分流コントローラー台数 [K　　　　]台×８

室内外伝送線受電ユニット台数合計 Z ＝ [E] ＋ [F] ＋ [G] ＋ [H] ＋ [J]※２＋ [K]

伝送線給電拡張ユニット受電係数合計 U ＝ MEリモコン、計測用計測コントローラー、汎用インターフェース環境用計測
コントローラー台数 [L　　　　]台×１
＋ グループリモコン、システムリモコン、スケジュールタイマー台数 [M　　　　]台×２
＋ ON/OFF リモコン台数 [N　　　　]台×４
＋ G-150AD台数 [P　　　　]台×２
＋ 室内ユニット※2、外気処理ユニット台数 [Q　　　　]台×４

伝送線給電ユニット受電ユニット台数合計 V ＝ [L] ＋ [M] ＋ [N] ＋ [P] ＋ [Q]※ 2

6. 集中管理用伝送線接続台数判定

7. 室内外伝送線接続台数判定

8. 伝送線給電拡張ユニット接続台数判定

※1  集中管理用伝送線へ給電をしない（給電切換コネクタを CN41にさしている）室外ユニットの場合はWを 0として計算してください。
※2  P224 形以上の室内ユニットは一台当たり2 台と計算してください。

※2  P224 形以上の室内ユニットは一台当たり2 台と計算してください。
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G-150AD

伝送線用
給電ユニット

室外ユニット

室外ユニット

蓄熱槽

分流
コントローラー

分流
コントローラー

伝送線用
給電拡張
ユニット

ON/OFF
リモコン

ME
リモコン

ME
リモコン

ON/OFF
リモコン

ME
リモコン

ME
リモコン

ME
リモコン

ME
リモコン

ME
リモコン

ME
リモコン

ME
リモコン

外気処理ユニット 属性IC設定 16台

ME
リモコン

ME
リモコン

外気処理ユニット 属性IC設定 7台

MEリモコン 16台

MEリモコン 7台

MEリモコン 5台

外気処理ユニット 属性IC設定 5台Ⅰ

Ⅱ

9. 給電判定例
例：PURY-P730SCM-G（Ⅰ）に外気処理ユニット 21 台、分流コントローラー 2 台、ON ／ OFF リモコン 2 台、

ME リモコン 21 台、PUHY-P560MKHS-G-ST（Ⅱ）に外気処理ユニット 7 台、ME リモコン 7 台と集中管理
用伝送線に集中コントローラー G-150AD を設置した場合。

W（2）= D（1）×2
Wが30以下かつXが40以下のため、室外ユニットからの給電が可能です。
※ただし、集中管理用伝送線へ給電している室外ユニットの故障メンテナンス時には集中管理ができません。伝送線用給電拡張ユニットを使用した場合は、室外ユニットのメンテ
ナンス時でも集中管理可能です。　※伝送線用給電拡張ユニットは室外ユニット間に設置しないでください。

①集中管理用伝送線接続台数判定

集中管理用伝送線受電係数合計 W ＝ M-NETリモコン、 MEリモコン、計測用計測コントローラー、汎用インターフェース環境用計測
コントローラー台数 [A　　　　]台×１
＋ グループリモコン、システムリモコン、スケジュールタイマー台数 [B　　　　]台×２
＋ ON/OFF リモコン台数 [C　　　　]台×４
＋ G-150AD台数 [D　　　　]台×２

集中管理用伝送線受電ユニット台数合計 X ＝ [A] ＋ [B] ＋ [C] ＋ [D]
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Ⅰ .PURY-P730SCM-G の室内外伝送線給電能力確認
Y（129）= W（0）+ E（21）×1+ G（2）×4+J（21）×4 + K（2）×8
Z（46）= E（21）+ G（2）+ J（21）+ K（2）
Yが 129以上またはZが41以上に当てはまるため伝送線給電拡張ユニットを使用しY、Zが規定値以下となるよう
にしてください。
伝送線給電拡張ユニットは複数台使用可能ですが、全ての伝送線給電拡張ユニットのTB2は室外ユニットのTB3に接
続して使用してください。
分流コントローラーは、室外ユニットのTB3に接続して使用してください。
Ⅱ .PURY-P560MKHS-G-ST の室内外伝送線給電能力確認
Y（35）= W（0）+ E（7）×1+ J（7）× 4
Z（15）= E（7）+ J（7）
Yが 128以下かつZが40以下のため、室外ユニットからの給電が可能です。

上記接続図の通り接続した場合は
U（29）= L（5）×1+ N（1）×4 + Q（5）× 4
V（11）= L（5）+ N（1）+ Q（5）
Uが 100以下かつVが40以下のため、伝送線給電拡張ユニットからの給電が可能です。

②室内外伝送線接続台数判定

③伝送線給電拡張ユニット

室内外伝送線受電係数合計 Y 　　　　＝ 集中管理用伝送線給電係数合計 [W　　　　]※１

＋ MEリモコン、計測用計測コントローラー、汎用インターフェース環境用計測
　 コントローラー台数 [E　　　　]台×１
＋ グループリモコン、システムリモコン、スケジュールタイマー台数 [F　　　　]台×２
＋ ON/OFF リモコン台数 [G　　　　]台×４
＋ G-150AD台数 [H　　　　]台×２
＋ 外気処理ユニット台数 [J　　　　]台×４
＋ 分流コントローラー台数 [K　　　　]台×８

室内外伝送線受電ユニット台数合計 Z　 ＝ [E] ＋ [F] ＋ [G] ＋ [H] ＋ [J] ＋ [K]
※1  集中管理用伝送線へ給電をしない（給電切換コネクタを CN41にさしている）室外ユニットの場合はWを 0として計算してください。

伝送線給電拡張ユニット受電係数合計 U ＝ M-NETリモコン、MEリモコン、計測用計測コントローラー、汎用インターフェース
環境用計測コントローラー台数 [L　　　　]台×１
＋ グループリモコン、システムリモコン、スケジュールタイマー台数 [M　　　　]台×２
＋ ON/OFF リモコン台数 [N　　　　]台×４
＋ G-150AD台数 [P　　　　]台×２
＋ 外気処理ユニット台数 [Q　　　　]台×４

伝送線給電拡張ユニット受電ユニット台数合計 V ＝ [L] ＋ [M] ＋ [N] ＋ [P] ＋ [Q] ＋ [R]
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※MA スマートリモコン、MEリモコンについては、外気処理ユニットの手元リモ
コンとして使用した場合に限定します。

対象機種 対象形名

外気処理ユニット LGH-50RDF6 ～100RDF6

MAスマートリモコン PAR-32MA

MEリモコン PAR-F29ME

サ
ー
ビ
ス
コ
ー
ル

事前確認項目 詳　　細

1. 故障状況
・送風機が動作しないなどの状況
・リモコンの異常コード表示
・�リモコンの操作設定（運転モード設定、風量設定など）

2. 発生頻度
・発生頻度（何時間おき、何日おき、不規則など）
・異常発生までの使用期間
・使用開始日、故障発生日

3. �故障発生タイミング ・直前に行ったリモコン操作
・運転状況など

4. システム設定
・室外ユニット、手元リモコン、システムコントローラーの形名及びアドレス設定
・製品のアドレス設定、分岐口No.設定、機能切換スイッチ設定
・�MAスマートリモコンを使用している場合はMAスマートリモコンからの機能設定

5. 施工図の有無
・システム構成
・配線
・配管

据付工事後の試運転で製品が動作しない、また
は使用中に製品が動作しなくなった場合

据付工事後に製品が動作しない場合 故障モード1 製品が動作しない …103ページ

据付工事後にリモコンが動作しない場合 故障モード2 リモコンが動作しない …109ページ

据付工事後にリモコンで運転／停止できない場合 故障モード3 リモコンで運転／停止できない …110ページ

据付工事後にリモコンで風量や運転モードなど
の操作ができない場合

故障モード4
リモコンで風量や運転モー
ドなどの操作ができない

…113ページ

リモコンに異常コードが表示された場合 故障モード5 異常コード表示 …116ページ

1. サービスフロー

　・サービス時、異常現象を必ず2～3回再現させてから作業を実施してください。
　・�作業は、足元が不安定な状態で行わないでください。
　・�サービスにあたっては必ず電源プラグをコンセントから抜くか、ブレーカーを切って、感電やけがのないように十

分注意をして作業を実施してください。
　・�電源電線の誤配線に注意してください。
　・�基板を取りはずす場合は、プリント基板の端部を持ち、実装部品に力が加わらないようにしてください。
　・基板を取りはずすときは、板金のエッジに注意してください。
　・�基板上のコネクタの抜き差しは、リード線を引っ張らずに必ずハウジング部全体を持ってください。
　・�基板が不良と考えられる場合、銅箔パターンの断線がないか、部品の焼け、変色がないかを確認してください。
　・基板交換後は、交換前の基板と同様の設定にしてください。
　 ※�文中の部品名称は、パーツカタログの部品名と統一してあります。

事前確認項目をご確認うえ、故障モードに応じた診断処理を行ってください。
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 ▶ 故障モード 1：製品が動作しない

据付工事後に製品が動作しない場合は、以下の内容を確認してください。

1. 初期チェック項目

1-1- ①　電源

据付工事後に製品が動作しない場合は、以下の内容を確認してください。

1-1- ②　通信線（M-NET 伝送線、リモコン線、外部入出力信号線）

〔表 1-1- ② -1　M-NET 伝送線仕様〕

No. チェック項目 処置方法

1 主電源は入っていますか 主電源を入れてください。

2 漏電遮断器の電流容量は適切ですか 適切なものを使用してください。

3 電源線は指定のものを使用していますか 指定のものを使用してください。

4 電源端子（TM1）に指定の電源AC200Vが供給されていますか 指定の電源を供給してください。

5 電源線の誤結線、接続不良、ねじの緩みはありませんか 確実に接続してください。

6 基板上の200V電源通電モニタ表示LED1（ミドリ）が点灯していますか 上記の項目を確認してください。

No. チェック項目 処置方法

1 M-NET伝送線、リモコン線は指定の通信線を使用していますか（表1-1-②-1、表1-1-②-2） 指定の通信線を使用してください。

2 外部入出力信号線には指定の部材を使用していますか（表1-1-②-3） 指定の部材を使用してください。

3 通信線を多芯ケーブルで配線していますか 指定の通信線を使用してください。

4 同じ配管内に複数の通信線が混在していませんか 通信線同士は離して配線してください。

5 通信線と電源線は5cm以上離して配線していますか 5cm以上離して配線してください。

6 通信線は指定の端子台に接続されていますか（表1-1-②-1、表1-1-②-2） 指定の端子台に接続してください。

7 通信線の誤結線、接続不良、ねじの緩みはありませんか 確実に接続してください。

8 通信線の配線長は指定内ですか（表1-1-②-1、表1-1-②-2） 指定内で配線してください。

9 外部入力信号は仕様に適していますか（表1-1-②-3） 仕様に適した信号を入力してください。

10 外部出力信号の機能切換スイッチは、正しく設定されていますか 機能切換スイッチ（SW1-5、SW4-6）を正しく設定し
てください。

通信線 M-NET伝送線

種類 シールド線　CVVS、CPEVS、MVVS

線数 2芯ケーブル

線径 1.25mm2またはφ1.2mm以上

最遠長 200m※１

総延長 500m※2

端子台 TM2 ［A］［B］

※１ 室外ユニットから一番遠い外気処理ユニット、室内ユニット、リモコンまでの距離
※2 室外ユニットを経由した一番遠い外気処理ユニット、室内ユニット、リモコン間の距離
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〔表 1-1- ② -2　リモコン線仕様〕

〔表 1-1- ② -3　外部入出力仕様〕

通信線 MAスマートリモコン MEリモコン

種類 ビニールシースケーブル※1 シールド線　CVVS、CPEVS、MVVS

線数 2芯ケーブル 2芯ケーブル

線径 0.3mm2 0.3 ～ 1.25mm2

総延長 200m 10m※2

端子台 TM2［1］［2］ TM2［A］［B］

機能名称 基板上コネクタ グループ※1 信号仕様※2 使用部材 総延長

遠方／手元切換 CN32 ①③
親機

レベル 遠方発停用アダプター
（PAC-SE55RA）

10m

遠方発停入力※3 CN32 ①②

外部加湿入力 CN25 ①② 個別

発停パルス入力※3 CN51 ①② 親機 パルス

遠方表示用アダプター
（PAC-SA88HA）

デマンド入力 CN52 ①⑤

個別 レベル

強風量入力 CN16 ①②

弱風量入力 CN16 ①③

微弱風量入力 CN16 ①④

普通換気入力 CN16 ①⑤

運転状態出力 CN51 ①④ 親機※7

※6 M制御遠方表示キット
（PAC-YU80HK） 100m

異常状態出力※4 CN51 ①⑤ 個別

暖房状態出力 CN52 ①④ 親機

冷房状態出力 CN52 ①③ 親機

給気用送風機状態出力※5 CN52 ①② 個別

※１ 別売部品 PAC-ＹT81HC、PAC-ＹT82HCが使用できます。
※2 総延長が10mを超える場合、線径が1.25mm2 の通信線を使用してください。
	 　 また、超えた分はM-NET伝送線の最遠長に加算します。 

※1：グループ内に外気処理ユニットが複数台ある場合、グループの項に従い入出力を行ってください。
親機 … グループ内の親機（最も若いアドレス設定の外気処理ユニット）のみ入出力します。
個別 … グループ内の外気処理ユニットに対して個別に入出力します。

※2：入力信号仕様は下記に従ってください。
レベル信号 … 無電圧 a 接点
パルス信号 … 無電圧 a 接点、パルス間隔 200msec 以上
�リレー接点入力の場合、接点定格 DC15V/0.1A 以上、最小適用負荷1mA 以下のリレーを使用してください。

※3：�グループ内に外気処理ユニットが複数台ある場合、手元リモコン（MA スマートリモコン、MEリモコン）が必要です。また、室内外自動アドレス立上げは使用できません。
※4：機能切換スイッチ（SW4-4 ～ 6）によって出力内容を切り換えることができます。
※5：機能切換スイッチ（SW1-5）によって出力内容を切り換えることができます。
※6：M制御遠方表示キットの据付工事説明書を参照してください。
※7：�機能切換スイッチ（SW5-8）によって、停止中に運転する保護運転時に運転状態をモニタ出力する場合は、グループ内の外気処理ユニットに対して個別に出力してください。
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1-1- ③　モニタ出力信号線

No. チェック項目 処置方法

1 信号線を多芯ケーブルで配線していませんか 2芯ケーブルで配線してください。

2 同じ配管内で信号線と通信線が混在していませんか 信号線と通信線は離して配線してください。

3 信号線と電源線は5cm以上離して配線していますか 5cm以上離して配線してください。

4 信号線は指定の端子台に接続されていますか（表1-1-③-1） 指定の端子台に接続してください。

5 信号線の誤結線、接続不良、ねじの緩みはありませんか 確実に接続してください。

6 信号線の出力容量は定格以内ですか（表1-1-③-1） 定格以内で使用してください。

7 TM3 ③-COMの機能切換スイッチは正しく設定されていますか 機能切換スイッチ（SW1-5、SW4-4 ～ 6）を正しく設
定してください。

8 TM3 ④-COMの機能切換スイッチは正しく設定されていますか 機能切換スイッチ（SW5-8）を正しく設定してください。

〔表 1-1- ③ -1　モニタ出力仕様〕

端子台 TM3 ③-COM TM3 ④-COM

信号仕様 無電圧ａ接点

出力定格
AC100V/2A
AC200V/1A
DC30V/1A

最小適用負荷 DC5V/0.1A

1-1- ④　機能設定

No. チェック項目 処置方法

1 属性ICまたは属性FUは正しく設定されていますか
機能切換スイッチ（SW3-1）を確認してください。
室内ユニットと連動する場合は属性FU（OFF）、単独で
使用する場合は属性IC（ON）に設定してください。

2 機能切換スイッチは用途に合わせて、正しく設定されていますか 機能切換スイッチ（SW1～ SW5）を正しく設定してく
ださい。

3 手元リモコンは指定の形名のリモコンを使用していますか
形名がPAR-32MAのMAスマートリモコンを使用してく
ださい。
形名がPAR-F29MEのMEリモコンを使用してください。

4 MAスマートリモコンを使用する場合、機能選択は用途に合わせて正しく設
定されていますか 機能選択を正しく設定してください。

5
機能切換スイッチとMAスマートリモコン両方から設定可能な機能を設定
する場合、MAスマートリモコンの機能設定後に機能切換スイッチを操作
していませんか

MAスマートリモコンの機能設定をやり直してください。
両方から設定可能な機能を設定する場合、MAスマートリ
モコンの機能設定後は機能切換スイッチ操作が無効とな
ります。

6 アドレスは正しく設定されていますか アドレス設定スイッチ（SA1、SA2）を正しく設定して
ください。

7 分流コントローラーを使用する場合、分岐口No.は正しく設定されいますか 分岐口No.設定スイッチ（SA3）を正しく設定してくだ
さい。
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1-1- ⑤　基板上 LED 表示

1-2- ①

No. LED 表示内容 チェック項目 処置方法

1 LED1
（ミドリ） 電源通電モニタ表示 点灯していることを確認してください。

基板に電源供給がある場合に点灯します。

「故障モード1 1-1-① 電源（103ページ）」を確認してください。

指定の電源AC200V以外（AC100Vなど）が供給され
ても点灯しますが、外気処理ユニットが正常に動作しな
いため、必ず指定の電源を供給してください。

2 LED2
（ミドリ）

MAスマートリモコン
給電モニタ表示※1

グループ内で1台だけ点灯していることを確
認してください。

以下の条件以外で点灯します。
・�室内外自動アドレス立上げ以外で、外気処理ユニットの
アドレス設定が「00」になっている

・�同じグループ内に外気処理ユニットが複数台あり、他の
外気処理ユニットから給電されている

3 LED3
（ミドリ）

M-NET伝送線
給電モニタ表示 点灯していることを確認してください。

外気処理ユニットが接続されたM-NET伝送線上に給電が
ある場合に点灯します。

「故障モード1 1-1-② 通信線（103ページ）」を確認してください。

室外ユニットの電源を入れてください。
または室外ユニットの設定を確認してください。
詳細は室外ユニットのシステム設計・工事マニュアルを
参照してください。

No. 不具合内容 要　因 処置方法

1
送風機試運転
（SW1-1  ON）で送風
機が回転しない

送風機と基板をつなぐコネク
タが外れている

排気用送風機はコネクタ（CN1、CN1A）、給気用送風機はコネクタ（CN2、CN2A）
の接続を確認してください。

送風機用モーター不良 送風機のファンが手でまわる場合は、モーターコイル抵抗値を確認してください。
断線などの場合は送風機用モーターを交換してください。

外気処理ユニットの電源が
AC100Vになっている 電源はAC200Vを供給してください。

基板不良

排気用送風機はコネクタ（CN1）、給気用送風機はコネクタ（CN2）を外して、送風
機試運転（SW1-1  ON）時に3P-5P間電圧値を確認してください。
電圧値がAC200V出ていない場合は、基板交換してください。

上記で解決しない場合は送風機用モーターを交換してください。

2
リモコン表示は運転中に
も関わらず送風機が勝手
に停止する

以下のいずれかの保護運転を
行っている
・寒冷地運転
・高湿度運転

MAスマートリモコンを使用している場合は、保護運転中を示すアイコンが表示されます。
詳細は「11 保護運転（50ページ）」を参照してください。

遅延運転を設定している

MAスマートリモコンを使用している場合は、遅延運転中を示すアイコンが表示されま
す。
運転操作から30分後に運転します。
機能切換スイッチ（SW5-7）またはMAスマートリモコンの機能選択から「▶機能設
定一覧 No.6（56ページ）」の設定値を確認してください。

室外ユニットが除霜中、暖房準
備中になっている

冷風吹出防止のため送風機を停止しています。
手元リモコンを使用している場合は、除霜中、暖房準備中が表示されます。
室外ユニットの除霜、暖房準備が終了すると自動的に送風機が運転を再開します。

換気切換用ダンパーが動作中
である

換気モード（ロスナイ換気／普通換気）の切り換えで換気切換用ダンパーが動作中には、
2分ほど排気用送風機が停止します。

3
リモコン表示が停止中に
も関わらず送風機が勝手
に動作する

以下のいずれかの保護運転を
行っています
・乾燥ランニング
・加湿電磁弁凍結防止

MAスマートリモコンを使用している場合は、保護運転中を示すアイコンが表示されます。
詳細は「11 保護運転（50ページ）」を参照してください。

4
リモコンから風量設定を
変更しても送風機の風量
が切り換わらない

マルチ換気モード設定を行っ
ている

機能切換スイッチ（SW2-7、SW2-8）またはMAスマートリモコンの機能選択から
「▶機能設定一覧 No5（56ページ）」の設定値を確認してください。

外部風量切換入力がONになっ
ている 外部風量切換入力（CN16）を確認してください。

以下のいずれかの保護運転を
行っている
・寒冷地運転
・高湿度運転

MAスマートリモコンを使用している場合は、保護運転中を示すアイコンが表示されま
す。
詳細は「11 保護運転（50ページ）」を参照してください。

※1：�MA スマートリモコン給電モニタ表示 LED2 は外気湿度センサーメンテナンスリセット表示及び遅延運転中表示と兼用です。
メンテナンスリセットスイッチ（SW22）の操作を受け付けたとき、5 秒間1秒周期で点滅します。
遅延運転中は 2 秒周期で点滅します。

2. 個別機能チェック項目
据付工事後の試運転で製品が動作しない、または使用中に製品が動作しなくなった場合は以下の内容を確認してください。
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No. 不具合内容 要　因 処置方法

5
ダンパー試運転
（SW1-7 ON）で換気切換
用ダンパーが動作しない

換気切換用ダンパーと基板を
つなぐコネクタが外れている

基板上コネクタ（CN5）の接続を確認してください。
ダンパーモーター部のコネクタ接続を確認してください。

機械的不良 ダンパー板のロッドを外してダンパー板が手で動くことを確認してください。

ダンパーモーター不良 ダンパー板のロッドを外してダンパー試運転（SW1-7 ON）を行ってください。
ダンパーモーターが動作しない場合はダンパーモーターを交換してください。

基板不良

基板上コネクタ（CN5）を外して、ダンパー試運転（SW1-7 ON）時に1P-3P間の
電圧値を確認してください。
電圧値がAC200V出ていない場合は、基板交換してください。

上記で解決しない場合はダンパーモーターを交換してください。

6

リモコンから換気モード
設定を変更しても換気切
換用ダンパーが切り換わ
らない

運転モード設定が暖房、加湿の
場合、外気温度が15℃以下に
なっている

外気温度が15℃以下のときは、ロスナイ換気固定となります。

運転モード設定が暖房、加湿以
外の場合、外気温度が8℃以下
になっている

外気温度が8℃以下のときは、ロスナイ換気固定となります。

外部普通換気切換入力がONに
なっている 外部普通換気切換入力（CN16）を確認してください。

7

換気モード設定が自動換
気のとき（MAスマート
リモコン未使用時、属性
FU時も含む）、換気切換
用ダンパーが動作しない

ロスナイ換気または普通換気
の温度条件になっていない

温度マップを確認してください。運転モード設定により異なります。
詳細は「▶自動切換アルゴリズム温度マップ（42ページ）」を参照してください。

制御タイプが除加湿優先制御（SW4-1 OFF）の場合、温度マップの目標温度が固定
値となります。
運転モード設定が加湿の場合は21℃、除湿の場合は25℃（いずれも工場出荷時）です。

運転モード設定が暖房、加湿の
場合、外気温度が15℃以下に
なっている

外気温度が15℃以下のときは、ロスナイ換気固定となります。

運転モード設定が暖房、加湿以
外の場合、外気温度が8℃以下
になっている

外気温度が8℃以下のときは、ロスナイ換気固定となります。

外気処理ユニットを属性FUで
使用している場合で、連動する
室内ユニットの運転モード設
定が送風になっている

属性FUかつ連動する室内ユニットの運転モード設定が送風の場合、ロスナイ換気固定
となります。

8
電磁弁試運転
（SW1-8ON）で加湿器
用電磁弁が動作しない

加湿器用電磁弁と基板をつな
ぐコネクタが外れている 基板上コネクタ（CN6）の接続を確認してください。

水検知センサーコネクタ外れ
異常（異常コード 2601）が
発生している

手元リモコンからの試運転で、異常コード2601が表示されないことを確認してくだ
さい。
異常コードが表示された場合は、「▶故障モード5（116ページ）」を参照してください。

加湿異常（異常コード2600）
が発生している

手元リモコンからの試運転で、およそ12分後に異常コード2600が表示されないこと
を確認してください。
異常コードが表示された場合は、「▶故障モード5（116ページ）」を参照してください。

基板不良
基板上コネクタ（CN6）を外して、電磁弁試運転（SW1-8）時に1P-7P間の電圧値
を確認してください。
電圧値がDC190V出ていない場合は、基板交換してください。

加湿器用電磁弁不良 上記で解決しない場合は加湿器用電磁弁を交換してください。
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No. 不具合内容 要　因 処置方法

9 加湿器用電磁弁が動作し
ない

運転モード設定が暖房、加湿以
外になっている

運転モード設定が暖房、加湿のときのみ加湿電磁弁が動作します。
機能切換スイッチ（SW3-9）を有効（ON）に設定することで、制御タイプが除加湿
優先制御の場合は送風時、外気温度制御の場合は冷房、送風時にも加湿電磁弁を動作
させることができます。

加湿異常（異常コード2600）
が発生している

手元リモコンからの試運転で、およそ12分後に異常コード2600が表示されないこと
を確認してください。
異常コードが表示された場合は、「▶故障モード5（116ページ）」を参照してください。

MAスマートリモコンを使用し
ている場合で、加湿モード設定
を停止にしている

加湿モード設定は運転または自動に設定してください。

外部加湿入力（CN25①②）
を使用している場合で、外部加
湿入力がOFFになっている

外部加湿入力（CN25①②）を確認してください。

外部加湿入力（CN25①②）
を使用しない場合で、機能切換
スイッチ（SW4-10）がONに
設定されている

外部加湿入力（CN25①②）を使用しない場合は機能切換スイッチ（SW4-10）を無
効（OFF）に設定してください。

湿度センサー（PGL-50HE）
を使用している場合で、相対湿
度が設定値以上になっている

機能切換スイッチ（SW4-8、SW4-9）またはMAスマートリモコンの機能選択から
「▶機能設定一覧 No.58（57ページ）」の設定値を確認してください。

湿度センサー出力電圧値（CN23②-GND間）を確認してください。
　<相対湿度－湿度センサー出力電圧換算>
　　20% RH：1.2V以下
　　40% RH：1.7V
　　60% RH：2.2V
　　80% RH：2.7V
雰囲気湿度と湿度センサー出力電圧値が大きく異なる場合は、湿度センサーを交換し
てください。

10

運転モード設定が暖房、
加湿のときに冷風が吹き
出す。
サーモONしない

加湿用電磁弁が停止している 加湿用電磁弁が停止している場合、熱風吹出防止のため、サーモOFFします。
本チェック項目 No.9（108ページ）を参照してください。

微弱風量で動作している 微弱風量で動作している場合、外気処理ユニットを保護するため、サーモOFFします。
風量設定を強／弱風量にしてください。

温度条件がサーモONにならな
い

機能切換スイッチ（SW1-3）を補正あり（ON）に設定してください。またはMAスマー
トリモコンの機能選択から機能設定No.55の設定値を「1：補正あり」に設定してください。
温度条件がサーモONしやすくなります。

室外ユニットが除霜中、暖房準
備中になっている

室外ユニットの除霜中、暖房準備中はサーモOFFします。手元リモコンを使用してい
る場合は、除霜中、暖房準備中が表示されます。
室外ユニットの除霜、暖房準備が終了すると自動的にサーモONします。

11 異常音がする 送風機不良 送風機に異常があれば交換してください。

12 風量が出ない

エアフィルターが目詰まりし
ていませんか エアフィルターを清掃してください。

ロスナイエレメントが
目詰まりしていませんか ロスナイエレメントを清掃してください。
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No. 不具合内容 要　因 処置方法

1 通電表示「�」が点灯し
ない。

室外ユニットの電源が入って
いない

MEリモコンは室外ユニットの給電で動作します。
室外ユニットの電源を入れてください。

室内外伝送線に給電が行われ
ていない

室外ユニットの設定を確認してください。
詳細は室外ユニットのシステム設計・工事マニュアルを参照してください。

M-NET伝送線の接続不良 「▶故障モード1 1-1-② 通信線（103ページ）」を確認してください。

室内外伝送線上の外気処理ユ
ニット、室内ユニット、リモコ
ンの接続台数が室外ユニットの
給電能力を超えている

室外ユニットの給電能力内で接続してください。
詳細は室外ユニットのシステム設計・工事マニュアルを参照してください。

2 電源再投入時に「H0」
表示が10分以上続く

M-NET伝送線の接続不良 「▶故障モード1 1-1-② 通信線（103ページ）」を確認してください。

システムコントローラーを使用
しない場合で、MEリモコンか
らグループ設定をしていない

MEリモコンからグループ設定を行ってください。

システムコントローラーを使用
している場合で、MEリモコン
をグループに登録していない

システムコントローラーからグループ設定を行ってください。

システムコントローラーを使用
している場合で、MEリモコン
をグループに登録していない

システムコントローラーからグループ設定を行ってください。
MEリモコンのアドレスを使用したいグループに登録してください。

MEリモコンが外気処理ユニッ
トと異なる系統に接続されて
いる場合、外気処理ユニットに
接続された室外ユニットの電
源が入っていない
または室内外伝送線に給電が
行われていない

室外ユニットの電源を入れてください。
または室外ユニットの設定を確認してください。
詳細は室外ユニットのシステム設計・工事マニュアルを参照してください。

外気処理ユニットのアドレス
設定を変更した アドレスを元に戻してください。もしくはグループ設定を変更してください。

外気処理ユニットを属性FUに
変更した

機能切換スイッチ（SW3-1）を属性IC（ON）に戻してください。もしくはグループ
設定を削除して、連動設定を行ってください。

2- ②　ME リモコン

No. 不具合内容 要　因 処置方法

1 画面に何も表示されない
運転ランプが点滅しない

外気処理ユニットの電源が
入っていない 「▶故障モード1 1-1-① 電源（103ページ）」を確認してください。

リモコン線の接続不良 「▶故障モード1 1-1-② 通信線（103ページ）」を確認してください。

室内外自動アドレス立ち上げ
以外で、外気処理ユニットのア
ドレス設定が「00」になって
いる

アドレスを「01～50」の範囲で正しく設定してください。

1グループ内にMAスマートリモ
コンが3台以上接続されている MAスマートリモコンは11グループ内には2台までしか接続できません。

1グループ内に外気処理ユニッ
トが17台以上接続されている 1グループ内に外気処理ユニットは16台までしか接続できません。

2

「Please Wait」が「0%」
から進まない
3分ほどで異常コード
「6381」が表示される

リモコン線の接続不良 「▶故障モード1 1-1-② 通信線（103ページ）」を確認してください。

MAスマートリモコンがM-NET
伝送線の端子台（TM2[A][B]）
に接続されている

MAスマートリモコンは端子台（TM2[1][2]）に接続してください。

3 「Please Wait」が
「90%」から進まない

リモコン線の接続不良 「▶故障モード1 1-1-② 通信線（103ページ）」を確認してください。

室外ユニットの電源が入って
いない 室外ユニットの電源を入れてください。

 ▶ 故障モード 2：リモコンが動作しない

2- ①　MA スマートリモコン

据付工事後にリモコンが動作しない場合は、以下の内容を確認してください。
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3-1- ①

3-2- ①　MA スマートリモコン

 ▶ 故障モード 3：リモコンで運転／停止できない
1. 初期チェック項目
据付工事後にリモコンで運転／停止できない場合は、以下の内容を確認してください。

No. チェック項目 備　　考

1 機能切換スイッチは用途に合わせて正しく設定されていますか 設定内容によっては、自動で運転／停止したり、特定の
操作が使用できなくなることがあります。

2 MAスマートリモコンを使用する場合、機能設定は用途に合わせて正しく
設定されていますか

設定内容によっては、自動で運転／停止したり、特定の
操作が使用できなくなることがあります。

3 MAスマートリモコンを使用する場合、MAスマートリモコンの画面上に
アイコンや文字が表示されていませんか

タイマー運転、24時間換気、ナイトパージ、操作禁止、
操作ロックなどの状態が確認できます。

4 システムコントローラーを使用していませんか
システムコントローラーからは運転／停止、運転モード
設定、設定温度、風量設定の操作、及び手元リモコンの
操作禁止などを行うことができます。

5 外部入力を使用していませんか
遠方発停（CN32）中は手元リモコンからの運転／停止
操作が禁止されます。
外部風量切換入力、外部普通換気切換入力による操作は
リモコンの画面上に反映されません。

No. 不具合内容 要　因 処置方法

1

運転／停止ボタンを押し
ても運転しない
すぐに停止画面に戻って
しまう

グループ内の親機の電源が
入っていない

グループ内で最も若いアドレス設定の外気処理ユニットが親機となります。
「▶故障モード1 1-1- ① 電源（103ページ）」を確認してください。

分流コントローラーを使用し
ている場合、分流コントロー
ラーの電源が入っていない

分流コントローラーの電源を入れてください。

2
グループ内で一部の外気
処理ユニットが運転しな
い

外気処理ユニットの電源が
入っていない 「▶故障モード1 1-1- ① 電源（103ページ）」を確認してください。

M-NET伝送線、リモコン線の
接続不良 「▶故障モード1 1-1-② 通信線（103ページ）」を確認してください。

同じグループ内の外気処理
ユニット同士について、MA
スマートリモコン配線端子
（TM2[1][2]）間の接続が抜け
ている

同じグループ内の外気処理ユニット同士はMAスマートリモコン配線端子（TM2[1]
[2]）間を接続してください。

外気処理ユニット毎に接続す
る室外ユニットが異なる（異冷
媒）場合、運転しない外気処理
ユニットに接続された室外ユ
ニットの電源が入っていない。
または室内外伝送線に給電が
行われていない

室外ユニットの電源を入れてください。
または室外ユニットの設定を確認してください。
詳細は室外ユニットのシステム設計・工事マニュアルを参照してください。

遅延運転を設定している
運転操作から30分後に運転します。
機能切換スイッチ（SW5-7）またはMAスマートリモコンの機能選択から「機能設定一
覧 No.6（56ページ）」の設定値を確認してください。

以下のいずれかの保護運転を
行っている
・寒冷地運転
・高湿度運転

詳細は「11 保護運転（50ページ）」を参照してください。

3

勝手に画面表示が切り換
る
ボタン操作をしてもすぐ
に元の画面に戻ってしま
う

リモコン線の接続不良 「▶故障モード1 1-1-② 通信線（103ページ）」を確認してください。

システムコントローラーを使用
している場合で、MAスマートリ
モコン配線端子（TM2[1][2]）
間を接続したグループと、シス
テムコントローラーのグループ
設定が一致していない

MAスマートリモコン配線、またはシステムコントローラーのグループ設定を確認して
ください。

2. 個別機能チェック項目
据付工事後にリモコンで運転／停止できない場合は、使用リモコン毎に以下の内容を確認してください。

110

MEMO 　

▶制御設計編 ＜第6章　故 障 診 断 要 領＞

　 

故
障
診
断
要
領

第6章

02_制御設計編.indd   110 11.9.12   10:12:18 AM



表 3-2- ②　ME リモコン

No. 不具合内容 要　因 処置方法

1 グループ設定ができない

リモコン線の接続不良 「▶故障モード1 1-1-② 通信線（103ページ）」を確認してください。

MEリモコンがMAスマートリ
モコンの端子台（TM2［1］［2］）
に接続されている

MEリモコンはM-NET伝送線の端子台（TM2［A］［B］）、もしくは室外ユニットの室
内外伝送線上に接続してください。

MEリモコンが外気処理ユニッ
トと異なる系統に接
続されている場合、外気処理
ユニットに接続された室外ユ
ニットの電源が入っていない
または室内外伝送線に給電が
行われていない

室外ユニットの電源を入れてください。
または室外ユニットの設定を確認してください。
詳細は室外ユニットのシステム設計・工事マニュアルを参照してください。

外気処理ユニットのアドレス
設定が間違っている アドレスを「01〜50」の範囲で正しく設定してください。

外気処理ユニットが属性ICに
設定されていない 機能切換スイッチ（SW3-1）を属性IC（ON）に設定してください。

2

「運転／停止」ボタンを
押しても運転しない
すぐに停止画面に戻って
しまう

リモコン線の接続不良 「▶故障モード1 1-1-② 通信線（103ページ）」を確認してください。

グループ内の親機の電源が
入っていない

グループ内で最も若いアドレス設定の外気処理ユニットが親機となります。
「▶故障モード1 1-1-② 通信線（103ページ）」を確認してください。

分流コントローラーを使用し
ている場合、分流コントロー
ラーの電源が入っていない

分流コントローラーの電源を入れてください。

3
グループ内で一部の外気
処理ユニットが運転しな
い

外気処理ユニットの電源が
入っていない 「▶故障モード1 1-1-① 電源（103ページ）」を確認してください。

リモコン線の接続不良 「▶故障モード1 1-1-② 通信線（103ページ）」を確認してください。

外気処理ユニット毎に接続す
る室外ユニットが異なる（異冷
媒）場合、運転しない外気処理
ユニットに接続された室外ユ
ニットの電源が入っていない
または室内外伝送線に給電が
行われていない

室外ユニットの電源を入れてください。
または室外ユニットの設定を確認してください。
詳細は室外ユニットのシステム設計・工事マニュアルを参照してください。

遅延運転を設定している
運転操作から30分後に運転します。
機能切換スイッチ（SW5-7）またはMAスマートリモコンの機能選択から「▶機能設
定一覧 No.6（56ページ）」の設定値を確認してください。

以下のいずれかの保護運転を
行っている
・寒冷地運転
・高湿度運転

詳細は「11 保護運転（50ページ）」を参照してください。

4

勝手に画面表示が切り換
わる
ボタン操作をしてもすぐ
に元の画面に戻ってしま
う

リモコン線の接続不良 「▶故障モード1 1-1-② 通信線（103ページ）」を確認してください。
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3-2- ③　室内ユニットとの連動

No. 不具合内容 要　因 処置方法

1 リモコンから連動設定が
できない

M-NET伝送線、リモコン線の
接続不良 「▶故障モード1 1-1-② 通信線（103ページ）」を確認してください。

室内ユニットと外気処理ユ
ニットの室外ユニットが異な
る（異冷媒）場合、外気処理
ユニットに接続された室外ユ
ニットの電源が入っていない
または室内外伝送線に給電が
行われていない

室外ユニットの電源を入れてください。
または室外ユニットの設定を確認してください。
詳細は室外ユニットのシステム設計・工事マニュアルを参照してください。

室内ユニットに他の外気処理
ユニットが連動設定されてい
る

室内ユニットに連動する外気処理ユニットは1台しか登録できません。

外気処理ユニットのアドレス
設定が間違っている アドレスを「01～50」の範囲で正しく設定してください。

外気処理ユニットが属性FUに
設定されていない 機能切換スイッチ（SW3-1）を属性FU（OFF）に設定してください。

2 連動運転しない

外気処理ユニットの電源が
入っていない 「▶故障モード1 1-1-① 電源（103ページ）」を確認してください。

M-NET伝送線、リモコン線の
接続不良 「▶故障モード1 1-1-② 通信線（103ページ）」を確認してください。

外気処理ユニットが連動設定
されていない 連動設定を行ってください。

室内ユニットまたは外気処理
ユニットのアドレス設定が間
違っている

アドレス設定と連動設定を確認してください。

室内ユニットと外気処理ユ
ニットの室外ユニットが異な
る（異冷媒）場合、外気処理
ユニットに接続された室外ユ
ニットの電源が入っていない
または室内外伝送線に給電が
行われていない

室外ユニットの電源を入れてください。
または室外ユニットの設定を確認してください。
詳細は室外ユニットのシステム設計・工事マニュアルを参照してください。

以下のいずれかの保護運転を
行っている
・寒冷地運転
・高湿度運転

詳細は「11 保護運転（50ページ）」を参照してください。
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 ▶ 故障モード 4：リモコンで風量や運転モードなどの操作ができない
1. 初期チェック項目
据付工事後にリモコンで風量や運転モードなどの操作ができない場合は、以下の内容を確認してください。

No. チェック項目 備　　考

1 機能切換スイッチは用途に合わせて正しく設定されていますか 設定内容によっては、特定の操作が使用できなくなるこ
とがあります。

2 MAスマートリモコンを使用する場合、機能設定は用途に合わせて、正し
く設定されていますか

設定内容によっては、特定の操作が使用できなくなるこ
とがあります。

3 MAスマートリモコンを使用する場合、MAスマートリモコンの画面上に
アイコンや文字が表示されていませんか

タイマー運転、24時間換気、ナイトパージ、操作禁止、
操作ロックなどの状態が確認できます。

4 システムコントローラーを使用していませんか システムコントローラーから手元リモコンの操作禁止を
行うことができます。

3-2- ④　システムコントローラー

4-1- ①

No. 不具合内容 要　因 処置方法

1 グループ設定ができない

M-NET伝送線の接続不良 「▶故障モード1 1-1-② 通信線（103ページ）」を確認してください。

M-NET伝送線がMAスマート
リモコンの端子台（TM2［1］
［2］）に接続されている

M-NET伝送線はM-NET伝送線の端子台（TM2[A][B]）に接続してください。

室外ユニットの電源が入って
いない 室外ユニットの電源を入れてください。

室内外伝送線に給電が行われ
ていない

室外ユニットの設定を確認してください。
詳細は室外ユニットのシステム設計・工事マニュアルを参照してください。

外気処理ユニットのアドレス
設定が間違っている アドレスを「01～50」の範囲で正しく設定してください。

外気処理ユニットが属性ICに
設定されていない 機能切換スイッチ（SW3-1）を属性IC（ON）に設定してください。

2

「運転／停止」ボタンを
押しても運転しない
すぐに停止画面に戻って
しまう

M-NET伝送線の接続不良 「▶故障モード1 1-1-② 通信線（103ページ）」を確認してください。

グループ内の親機の電源がは
入っていない

グループ内で最も若いアドレス設定の外気処理ユニットが親機となります。
「▶故障モード1 1-1-① 電源（103ページ）」を確認してください。

分流コントローラーを使用し
ている場合、分流コントロー
ラーの電源が入っていない

分流コントローラーの電源を入れてください。

3
グループ内で一部の外気
処理ユニットが運転しな
い

外気処理ユニットの電源が
入っていない 「▶故障モード1 1-1-① 電源（103ページ）」を確認してください。

M-NET伝送線の接続不良 「▶故障モード1 1-1-② 通信線（103ページ）」を確認してください。

外気処理ユニット毎に接続す
る室外ユニットが異なる（異冷
媒）場合、運転しない外気処理
ユニットに接続された室外ユ
ニットの電源が入っていない
または室内外伝送線に給電が
行われていない

室外ユニットの電源を入れてください。
または室外ユニットの設定を確認してください。
詳細は室外ユニットのシステム設計・工事マニュアルを参照してください。

遅延運転を設定している
運転操作から30分後に運転します。
機能切換スイッチ（SW5-7）またはMAスマートリモコンの機能選択から「▶機能設定
一覧 No.6（56ページ）」の設定値を確認してください。

以下のいずれかの保護運転を
行っている
・寒冷地運転
・高湿度運転

詳細は「11 保護運転（50ページ）」を参照してください。

4

勝手に画面表示が切り換
わる
ボタン操作をしてもすぐ
に元の画面に戻ってしま
う

リモコン線の接続不良 「▶故障モード1 1-1-② 通信線（103ページ）」を確認してください。

MAスマートリモコンを使用し
ている場合で、MAスマートリ
モコン配線端子（TM2［1］［2］）
間を接続したグループと、シス
テムコントローラーのグルー
プ設定が一致していない

MAスマートリモコン配線、またはシステムコントローラーのグループ設定を確認してく
ださい。

113

MEMO 　

▶制御設計編 ＜第6章　故 障 診 断 要 領＞

　 

故
障
診
断
要
領

第6章

02_制御設計編.indd   113 11.9.12   10:12:18 AM



4-2- ①　MA スマートリモコン

No. 不具合内容 要　因 処置方法

1 風量切換の操作ができな
い

能力コード設定が間違ってい
る

機能切換スイッチ（SW2-1～ 6）を外気処理ユニットの製品ごとに定められている能
力コードに設定してください。
詳細は「3 機能設定切換一覧（58ページ）」を参照してください

2

風量切換が2段（強／弱）
しかできない
3分ほどで異常コード
「7113」が表示される

機能切換スイッチ（SW3-10）
がONに設定されている 機能切換スイッチ（SW3-10）をOFFに設定してください。

製品形名がPAR-31MA以前の
MAリモコンを使用している

製品形名がPAR-31MA以前のMAリモコンは使用できません。
リモコンを交換してください。

3 設定温度の操作ができな
い

外気処理ユニットの制御タイ
プを除加湿優先制御で使用し
ている

機能切換スイッチ（SW4-1）またはMAスマートリモコンの機能選択から「▶機能設
定一覧 No.51（57ページ）」の設定値を確認してください。
除加湿優先制御では設定温度が使用できません。

4

運転モード表示に「加湿」
と「除湿」が表示される
運転モード表示に「暖房」
と「冷房」が表示されな
い

外気処理ユニットの制御タイ
プを除加湿優先制御で使用し
ている

機能切換スイッチ（SW4-1）またはMAスマートリモコンの機能選択から「▶機能設
定一覧 No.51（57ページ）」の設定値を確認してください。
除加湿優先制御では暖房を加湿、冷房を除湿に置き換えて表示します。

5 加湿モード切換の操作が
できない

運転モード設定が暖房、加湿以
外になっている

加湿設定は運転モード設定が暖房、加湿のときのみ表示されます。
機能切換スイッチ（SW3-9）を有効（ON）に設定することで、制御タイプが除加湿
優先制御の場合は送風時、外気温度制御の場合は冷房、送風時にも加湿モード切換を
操作することができます。

6 室内温度が表示されない 室内温度は表示されません 外気処理ユニットは室内の温調ではなく、加熱加湿を行う製品です。
このため、室内温度は表示していません。

7 設定温度範囲制限を設定
しても有効とならない

外気処理ユニットの制御タイ
プを除加湿優先制御で使用し
ている

機能切換スイッチ（SW4-1）またはMAスマートリモコンの機能選択から「▶機能設
定一覧 No.51（57ページ）」の設定値を確認してください。
除加湿優先制御では設定温度が使用できません。設定温度範囲制限を有効に設定して
も、無効となります。

8 設定温度自動復帰を設定
しても有効とならない

外気処理ユニットの制御タイ
プを除加湿優先制御で使用し
ている

機能切換スイッチ（SW4-1）またはMAスマートリモコンの機能選択から「▶機能設定
一覧 No.51（57ページ）」の設定値を確認してください。
除加湿優先制御では設定温度が使用できません。設定温度自動復帰を有効に設定しても、
無効となります。

9 24時間換気を停止でき
ない

通常の「運転／停止」ボタン操
作では停止できません 「運転／停止」ボタンを5秒以上押し続けてください。

10 24時間換気を設定して
いても停止してしまう

システムコントローラーを使用
している場合で、システムコン
トローラーで停止操作を行った

24時間換気中はシステムコントローラー上に運転中として表示されます。このため、
停止操作を行うと24時間換気を設定していても停止します。

外部発停入力（CN32、CN51）
を使用している場合で、外部発
停入力で停止操作を行った

外部発停入力（CN32、CN51）で停止操作を行うと24時間換気を設定していても停
止します。

11
24時間換気中に運転操
作をしていないのに運転
してしまう

システムコントローラーを使
用している場合で、システムコ
ントローラーから風量操作を
行った

24時間換気中はシステムコントローラー上に運転中として表示されます。このため、
風量操作を行うと24時間換気から運転になります。

12
24時間換気中に換気
モード切換が操作できな
い

換気モード切換は操作できま
せん 24時間換気中の換気モード設定は、停止操作を行う前の換気モード設定となります。

13 ナイトパージを停止でき
ない

通常の運転／停止ボタン操作
では停止できません

「運転／停止」ボタンを1回押して、運転画面にした後、「運転／停止」ボタンをもう1
回押してください。

14

ナイトパージを設定して
いても
AM1：00～ AM6：00
にナイトパージをしない

ナイトパージの条件を満たし
ていない

ナイトパージの条件を満たしていない場合は、ナイトパージを行いません。
詳細は「10 ナイトパージ（49ページ）」を参照してください。

遠方／手元切換（CN32①③）
が遠方（ON）になっている 遠方／手元切換（CN32①③）が遠方（ON）の場合、ナイトパージを行いません。

2. 個別機能チェック項目
据付工事後にリモコンで風量や運転モードなどの操作ができない場合は、使用リモコン毎に以下の内容を確認してください。
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No. 不具合内容 要　因 処置方法

15
ナイトパージが
AM1：00～ AM6：
00に途中で停止する

ナイトパージの条件を外れた ナイトパージの条件を外れた場合は、ナイトパージを終了します。
詳細は「10 ナイトパージ（49ページ）」を参照してください。

システムコントローラーを使用
している場合で、システムコン
トローラーで停止操作を行った

ナイトパージ中はシステムコントローラー上に運転中として表示されます。このため、停
止操作を行うとナイトパージを終了します。

外部発停入力（CN32、CN51）
を使用している場合で、外部発
停入力で停止操作を行った

外部発停入力（CN32、CN51）で停止操作を行うとナイトパージを終了します。

16
ナイトパージ中に換気
モード切換が操作できな
い

換気モード切換は操作できま
せん ナイトパージ中の換気モード設定は、普通換気固定となります。

4-2- ②　ME リモコン、システムコントローラー

4-2- ③　室内ユニットとの連動

No. 不具合内容 要　因 処置方法

1 風量切換の操作ができな
い

能力コード設定が間違ってい
る

機能切換スイッチ（SW2-1～ 6）を外気処理ユニットの製品毎に定められている能力
コードに設定してください。
詳細は「3 機能設定切換一覧（58ページ）」を参照してください。

2 風量切換が2段（強／弱）
しかできない

MEリモコン、システムコント
ローラーからの風量切換は2段
（強／弱）しかできません

風量切換は2段（強／弱）しかできません。
外部微弱風量切換入力（CN16①④）をONにすることで微弱風量にすることができます。

3
設定温度を変更しても勝
手に元の設定温度に戻っ
てしまう

外気処理ユニットの制御タイ
プを除加湿優先制御で使用し
ている

機能切換スイッチ（SW4-1）を確認してください。
除加湿優先制御では設定温度が使用できません。

4 設定温度範囲制限を設定
しても有効とならない

外気処理ユニットの制御タイ
プを除加湿優先制御で使用し
ている

機能切換スイッチ（SW4-1）を確認してください。
除加湿優先制御では設定温度が使用できません。設定温度範囲制限を有効に設定して
も、無効となります。

5 換気モード切換の操作が
できない

MEリモコン、システムコント
ローラーから換気モード切換
の操作はできません

MAスマートリモコンから換気モード切換の操作ができます。
また、外部普通換気切換入力（CN16①⑤）をONにすることで普通換気固定にするこ
とができます。
ただし、ロスナイ換気固定はできません。

6 加湿モード切換の操作が
できない

MEリモコン、システムコント
ローラーから加湿モード切換
の操作はできません

MAスマートリモコンから加湿モード切換の操作ができます。

7 24時間換気、ナイトパー
ジが設定できない

MEリモコン、システムコント
ローラーから24時間換気、ナ
イトパージは設定できません

24時間換気、ナイトパージは設定できません。

No. 不具合内容 要　因 処置方法

1 風量切換が2段（強／弱）
しかできない

リモコンからの風量切換は2段
（強／弱）しかできません

風量切換は2段（強／弱）しかできません。
外部微弱風量切換入力（CN16①④）をONにすることで微弱風量にすることができま
す。

2 24時間換気、ナイトパー
ジが設定できない

24時間換気、ナイトパージは
設定できません 24時間換気、ナイトパージは設定できません。
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No. 不具合内容 要　因 処置方法

0900 試運転

機能切換スイッチで送風機
（SW1-1）、ダンパー（SW1-7）、
電磁弁（SW1-8）の内のいずれか
1つ以上が試運転（ON）になって
いる

機能切換スイッチ（SW1-1、SW1-7、SW1-8）をすべてOFFにしてください。

2600 加湿異常 ドレン皿に一定以上水が溜まり、水
検知センサーが水没している

ドレン排出口からの排水性を確認してください。
加湿エレメントに水漏れがないことを確認してください。

水検知センサーが空中にある状態でも異常となる場合は水検知センサーを交換
してください。（交換しても異常の場合、基板を交換してください。）

2601 水検知センサー
コネクタ外れ異常

水検知センサーと基板をつなぐコネ
クタが外れている

基板上コネクタ（CN6A）の接続を確認してください。

基板上コネクタ（CN6A）を外して、コネクタの2P-3P間がショートしている
ことを確認してください。

上記で解決しない場合は基板交換してください。

2602 機能設定異常 機能切換スイッチ（SW5-5）がON
に設定されている 機能切換スイッチ（SW5-5）をOFFに設定してください。

3602 ダンパーモーター
異常

ダンパーリミットスイッチにより、
ダンパーモーターの動作が検知でき
ない

ダンパー試運転（SW1-7 ON）などでダンパーが動作することを確認してください。

<ダンパーが動作しない場合>
・�基板上コネクタ（CN5）の接続を確認してください。
・�ダンパーモーター部のコネクタ接続を確認してください。
・�ダンパー板のロッドを外しダンパー板が手で動くことを確認してください。
・�基板上コネクタ（CN5）を外して、ダンパー動作時に1P-3P間の電圧値を確
認してください。

・�電圧値がAC200V出ていない場合は、基板交換してください。

上記で解決しない場合は基板交換してください。

<ダンパーが動作する場合>
・�基板上コネクタ（CN5A）の接続を確認してください。
・�基板上コネクタ（CN5A）を外して、ダンパー動作時にリミットスイッチ（CN5A
①②）の信号がオープン／ショートに切り換わることを確認してください。

上記で解決しない場合は基板交換してください。

4116 送風機駆動素子異常
送風機駆動素子の故障により、停止
時、風量切換時に送風機が停止でき
ない

送風機用モーターコイル抵抗値を確認してください。
抵抗値が「モーターコイル結線図（117ページ）」に示された値と異なる場合は、
送風機用モーターを交換してください。

上記で解決しない場合は基板交換してください。

7101 能力コード異常 外気処理ユニットの能力コード設定
が間違っている

機能切換スイッチ（SW2-1 ～ 6）を外気処理ユニットの製品毎に定められて
いる能力コードに設定してください。

7106 属性設定異常
属性FUに設定した外気処理ユニッ
トにMAスマートリモコンが接続さ
れている

外気処理ユニットを属性ICで使用する場合は機能切換スイッチ（SW3-1）を属性
IC（ON）に設定してください。

外気処理ユニットを属性FUで使用する場合はMAスマートリモコンを使用する
ことができません。
MAスマートリモコンを取りはずしてください。

7113 機能設定異常

機能切換スイッチ（SW3-10）が
ONに設定されている 機能切換スイッチ（SW3-10）をOFFに設定してください。

同じグループ内に製品形名が
LGH-＊＊＊RDF6以外の外気処理
ユニットがいる

製品形名がLGH-＊＊＊RDF6以外の外気処理ユニットは同じグループに設定で
きません。
グループを別々にしてください。

製品形名がPAR-31MA以前のMA
リモコンを使用している

製品形名がPAR-31MA以前のMAリモコンは使用できません。
リモコンを交換してください。

 ▶ 故障モード 5：異常コード表示
5- ①　製品異常
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LGH-50RDF6、LGH-80RDF6-50、LGH-80RDF6-60、LGH-100RDF6-50、LGH-100RDF6-60
〈モータコイル結線図〉　※コイル抵抗値は30℃の値

　（給気用） 　（排気用）

Mコイル

Sコイル

Bコイル
温度ヒューズ

ア
オ シ

ロ
ク
ロ

モ
モ

ア
カ

　　　

Mコイル

Sコイル

温度ヒューズ

シ
ロ

ク
ロ

モ
モ

ア
カ

ア
オ

Bコイル

形　　名
抵抗値 ( Ω ) 温度ヒューズ 

(℃ )M コイル S コイル B コイル

LGH-50RDF6
給気用 27.06 42.73 25.14 133

排気用 36.00 45.30 34.20 133

LGH-80RDF6-50
給気用 32.97 31.95 12.71 157

排気用 43.21 32.89 14.62 157

LGH-80RDF6-60
給気用 20.97 21.72 10.36 157

排気用 20.97 21.72 10.36 157

LGH-100RDF6-50
給気用 24.19 25.36 6.32 157

排気用 20.23 20.52 11.56 133

LGH-100RDF6-60
給気用 13.99 19.34 10.99 157

排気用 13.99 19.34 10.99 157

■ LEV（電子リニア式膨張弁）コイル結線図

M

LEV

アオ

チャ

キ

ダイダイ
アカ
シロ

コイル抵抗値

アカ−シロ 150Ω±10％

アカ−ダイダイ 150Ω±10％

キ−チャ 150Ω±10％

チャ−アオ 150Ω±10％

※コイル抵抗値は20℃の値

■モータコイル結線図
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No. 不具合内容 要　因 処置方法

5101

5104

還気温度サーミスタ
異常
外気温度サーミスタ
異常

サーミスタ不良

基板上コネクタ（CN20）の接続を確認してください。

基板上コネクタ（CN20）を取りはずして、サーミスタ抵抗値を確認してください。
　<コネクタ端子>
　　還気温度サーミスタ：1P-2P間
　　外気温度サーミスタ：3P-4P間
　<温度－サーミスタ抵抗値換算>
　　0℃：13.6kΩ
　　20℃：6.0kΩ
　　40℃：3.0kΩ
雰囲気温度とサーミスタ抵抗値が大きく異なる場合は、サーミスタを交換して
ください。

上記で解決しない場合は基板交換してください。

5102

5103

液配管温度サーミス
タ異常
ガス配管温度サーミ
スタ異常

サーミスタ不良

基板上コネクタ（CN21）の接続を確認してください。

基板上コネクタ（CN21）を取りはずして、サーミスタ抵抗値を確認してください。
　<コネクタ端子>
　　ガス配管温度サーミスタ：1P-3P間
　　液配管温度サーミスタ：2P-4P間
　<温度－サーミスタ抵抗値換算>
　　0℃：15.1kΩ
　　20℃：6.3kΩ
　　40℃：3.0kΩ
雰囲気温度とサーミスタ抵抗値が大きく異なる場合は、サーミスタを交換してく
ださい。

上記で解決しない場合は基板交換してください。

5401
湿度センサー
（PGL-50HE）
異常

湿度センサーを使用しない場合で、
機能切換スイッチ（SW4-8、SW4-
9）がONに設定されている
またはMAスマートリモコンの機能
選択から機能設定No.58の設定値が
「0：使用しない」以外に設定されて
いる

機能切換スイッチ（SW4-8、SW4-9）をすべてOFFに設定してください。ま
たはMAスマートリモコンの機能選択から機能設定No.58の設定値を「0：使用
しない」に設定してください。

湿度センサー不良

基板上コネクタ（CN23）の接続を確認してください。

湿度センサーと中継ケーブルの接続を確認してください。

湿度センサー（CN23）の2P-3P間の出力電圧値を確認してください。
　<相対湿度－湿度センサー出力電圧換算>
　　20% RH：1.2V以下
　　40% RH：1.7V
　　60% RH：2.2V
　　80% RH：2.7V
雰囲気湿度と湿度センサー出力電圧値が大きく異なる場合は、湿度センサーを
交換してください。

上記で解決しない場合は基板交換してください。

5402 外気湿度センサー
異常

湿度センサー不良
または内蔵温度センサー不良

基板上コネクタ（CN22）の接続を確認してください。

外気湿度センサーと中継ケーブルの接続を確認してください。

湿度センサー（CN22）の2P-4P間の出力電圧値を確認してください。
　<相対湿度－湿度センサー出力電圧換算>
　　20% RH：1.2V以下
　　40% RH：1.7V
　　60% RH：2.2V
　　80% RH：2.7V
雰囲気湿度と湿度センサー出力電圧値が大きく異なる場合は、外気湿度センサー
を交換してください。

基板上コネクタ（CN22）を取りはずして、3P-4P間の抵抗値（内蔵温度センサー
のサーミスタ抵抗値）を確認してください。
　<温度－センサー抵抗値換算>
　　0℃：169kΩ
　　20℃：63kΩ
　　40℃：26kΩ
雰囲気温度とサーミスタ抵抗値が大きく異なる場合は、外気湿度センサーを交
換してください。

上記で解決しない場合は基板交換してください。

5403 外気湿度センサー
経年劣化異常

湿度センサーの使用寿命を過ぎたた
め、正しい湿度を検知できない

外気湿度センサーを交換してください。
交換後はメンテナンスリセットスイッチ（SW22）を5秒以上押し続け、メン
テナンスリセット表示LED2（ミドリ）が点滅することを確認してください。

上記で解決しない場合は基板交換してください。

表 5- ②　センサー異常
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No. 不具合内容 要　因 処置方法

6600 アドレス二重設定 システム内に同じアドレスに設定さ
れた機器が2台以上存在している

異常発生元、もしくは異常発生元と同じアドレスに設定された機器を探して、
正しいアドレスを設定してください。

6602

6603

6606

6608

送信異常
（�伝送プロセッサハー
ドウェア異常）
送信異常
（伝送路BUSY）
送受信異常
（�伝送プロセッサとの
通信異常）
送受信異常
（応答なし異常）

M-NET伝送線の接続不良 「▶故障モード1 1-1-② 通信線（103ページ）」を確認してください。

M-NET伝送線に給電したままで配線
工事を行った。または偶発的な通信
異常

システムの再立ち上げを行ってください。

上記で解決しない場合は基板交換してください。

基板交換後も異常が発生する場合は伝送線上のノイズを調査してください。

6607 送受信異常
（ACKなし異常）

外気処理ユニットの電源が入ってい
ない 「▶故障モード1 1-1-① 電源（103ページ）」を確認してください。

M-NET伝送線の接続不良 「▶故障モード1 1-1-② 通信線（103ページ）」を確認してください。

室外ユニットの電源が入っていない 室外ユニットの電源を入れてください。

室内外伝送線に給電が行われていな
い

室外ユニットの設定を確認してください。
詳細は室外ユニットのシステム設計・工事マニュアルを参照してください。

外気処理ユニットのアドレス設定を
変更した アドレスを元に戻してください。もしくはグループ設定を変更してください。

6831

6832

6833

6834

MA通信受信異常
（受信なし）
MA通信送信異常
（同期回復異常）
MA通信送信異常
（ハードウェア異常）
MA通信受信異常
（�スタートビット検出
異常）

MAスマートリモコン線の接続不良

「▶故障モード1 1-1-② 通信線（103ページ）」を確認してください。

上記で解決しない場合は基板またはMAスマートリモコンを交換してください。

交換後も異常が発生する場合はリモコン線上のノイズを調査してください。

表 5- ③　通信異常
M-NET通信異常（6600～ 6607）は異常発生元が外気処理ユニットの場合に限ります。室外ユニット、室内ユニット、
ロスナイ、リモコンなど他機器は、それぞれのマニュアルなどを参照してください
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構

　造

1 Ճ࣪シーズン0FF࣌のਫൈ͖ํ๏͸ʁ ੡඼のӡసΛఀޙࢭɺڅਫݩખΛดΊɺഉਫหΛ։͖ഉਫͯ͘͠
͍ͩ͞ɻ

2 Ճ࣪器څਫߏ଄͸Ͳ͏ͳ͍ͬͯΔ ʁ͔ Ճ̤̣࣪ ɿ࣌څਫ༻電࣓หʹ։ɺഉਫ༻電࣓หʹดͰՃ࣪Ϣニッτʹڅਫ͠·͢ɻ
Ճ̛̤࣪ ̛࣌ ɿڅਫ༻電࣓หʹดɺഉਫ༻電࣓หʹ։Ͱݮѹ電࣓
หഉਫޱΑりഉਫ͠·͢ɻ

3 電࣓หのΰϛΧϛނোͳͲʹΑりਫ
͕ग़ͬͺͳ͠ʹͳͬͨͱ͖͸ɺυϨン
഑؅ʹഉਫೳྗ͸͋Δ͔ɻ

電࣓หʹ͸ΦリフΟス（П1�2）͕͍͓ͭͯりɺ࠷大څਫѹྗ
490L1B ࣌のڅਫྔ͸1�1Ὑ� ෼Ͱ͢ɻ一 υํϨン഑؅͕̫̥
25؅ɺ1�100ޯ഑Ͱ഑؅࣌のഉਫೳྗ͸30Ὑ�෼͋りɺे
෼ഉਫೳྗ͕͋り·͢ɻ

4 フϨΞ઀ଓ部のอԹࡐ（அ೤ࡐ）厚Έ
ʹ͍ͭͯԿNNΛࢦఆ͍ͯ͠Δの ʁ͔

഑؅αイズ͕П6�4 ʙ 25�4NN؅͸அ೤ࡐの厚͞͸10NN
Ҏ上の΋のΛ࢖༻͍ͯͩ͘͠͞ɻ（̡ ̜̝ ʵ̍ ̌̌ ̧̙ ̛6 の഑ܘ؅
ӷ؅ଆɿП9�52NNɼΨス؅ଆɿП15�88NN）֎ؾॲཧϢニッ
τٴͼࣨ֎Ϣニッτのਾ付工事આ໌ॻΛࢀর͍ͯͩ͘͠͞ɻ

഑ܘ؅ʹ͍ͭͯ͸ਾ付工事
આ໌ॻΛࢀর͍ئ·͢ɻ

5 ѹ電࣓หΑりਫ͕ग़Δݮ ʁ͕ ѹྗௐ੔หͰ҆全ห͔Βਫ͕ग़Δ͜ͱ͕͋り·͕͢ҟৗͰ͸͋り
·ͤΜɻ·ͨɺՃ̛̤࣪ ̛࣌ ʹഉਫห͕։͖ɺՃ࣪器内のਫ͕ഉ
ਫ͞Ε·͢ɻ͜Ε͸Ճ࣪器内部ʹଯੵ͠·༹ͨ͠ղԘྨΛഉग़
͢Δ༷࢓ʹ͍ͯ͠·͢のͰҟৗͰ͸͋り·ͤΜɻ

制

　御

1 Ϛルνؾ׵ઃఆ࣌ɺリϞίン͔Β෩
ྔௐ੔Մೳ ʁ͔

リϞίン͔Βの෩ྔૢ࡞͸ՄೳͰ͢ɻ
ྫ͑͹ɺリϞίン͔Βऑٴͼඍऑʹૢͨ͠࡞ͱ͖͸ɺऑٴͼඍऑͰ
ಈ͠࡞·͕͢ɺリϞίン͔Βͨ͠࡞ૢʹڧͱ͖͸ɺऑͰಈ͠࡞·͢ɻ

2 ϚイルυՃ੍࣪ޚͱ͔ͬ͠りՃ੍࣪
のҧ͍͸ʁޚ

ϚイルυՃ੍࣪ޚ͸ɺ֎ؾԹ౓ͱ֎࣪ؾ౓のݕग़஋ʹԠͯ͡Ճ
࣪ྔΛ཈͑Δӡస（Ϛイルυ）Ͱ͢ɻ
͜Εʹର͔ͯͬ͠͠りՃ੍࣪ޚ͸ɺՃ࣪Λ༏ઌͯ͠直๲ίイルΛ
Թௐ੍ͤ͞ޚΔӡసͰ͢ɻ
ͦのଞɺৄࡉ͸ʮ4�ͬ͠ ͔りՃ࣪ɺϚイルυՃ࣪（32ϖーδ）ʯ
Λࢀর͍ͯͩ͘͠͞ɻ

3 ʮ֎ؾԹ౓੍ޚʯ࣌のஆ๪αʵϞ̤̣
のิਖ਼஋ʮ֎ؾʴ̍ ̠̍ ʯのࠜڌ͸ʁ

のඞཁՃ࣪ྔ֬อΛओ໨తͱͨ͠੡඼ͰقॲཧϢニッτ͸ౙؾ֎
͕͢ɺࣨ内ঢ়گʹԠͯ͡ஆ๪ೳྗ 	 Ճ࣪ೳྗ）ΛมԽͤͨ͞場
߹ɺՃ͕࣪ෆ଍͢Δ事ଶ͕͜ىり͑·͢ɻ（ඞཁՃ࣪ྔ͸֎ؾʹ
ࣨ内空ؾͱಉྔのઈର࣪౓Λ࣋ͨͤΔͨΊのՃ࣪ྔͰ͔͢Β֎
Թ౓ɺઈର࣪౓ʹґଘ͠·͢ɻ）͜のΑ͏ͳঢ়ଶΛճආ͢Δͨؾ
Ίɺࣨ内ঢ়ଶΑり΋֎ؾঢ়ଶΛॏ͠ࢹӡసΛ༷࢓͏ߦͱ͍ͯ͠·
͢ɻ֎ؾԹ౓͕10ˆ·Ͱ上ঢ͢ΔͱՃ࣪ෛՙ͕΄΅ແ͘ͳΔͨ
Ίɺॳظઃఆ࣌͸֎10ؾˆͰαーϞ0FF͢Δ༷࢓ͱ͍ͯ͠·
͢ɻଐੑ̞̘࣌Ͱ࢖༻͢Δ場߹ɺリϞίン 	M"ɼ̢ リ̚Ϟίン）͸
ࣨ内Ϣニッτの΋のͰ͋りɺ͜のリϞίンのॳظઃఆ஋͸21ˆͱ
ͳ͍ͬͯ·͢のͰɺ֎10ؾˆͰαーϞ0FF͢ΔͨΊʹ11 ͱ̠
ಡΈସ͍͑ͯ·͢ɻ

4 ஆ๪४උ中͸ͲΕ Β͍͘の࣌ؒͰऴ
ྃ͢Δの ʁ͔

ӡస։͔࢝Βɺࣨ֎Ϣニッτのѹॖ機の४උӡస΍ૼऔΛߦͳ
͏ͨΊ̓ʙ̏̌ ෼ఔ౓（ӡసঢ়ଶʹΑりมԽ）͔ ͔り·͢ɻ͜のؒɺ
ࣨ内΁のྫྷ෩څڙ๷ࢭのͨΊؾڅଆૹ෩機͸ఀ͠ࢭ·͢ɻ

5 ࿙ਫҟৗ͕ग़ͨ場߹ʹ΋本ମ͕ऑӡ
స͢Δの͸ͳͥ ʁ͔
Δ͜ͱ͸Ͱ͖ͳ͍の͢ࢭఀ ʁ͔

本੡඼͸ؾ׵ઔͰ͋りɺ֬ؾ׵อのͨΊఀ͢ࢭΔ༷࢓ʹ͍ͯ͠
·ͤΜɻ·ͨ機֎΁のਫඈࢄ๷ࢭのͨΊؾڅଆ͸ऑӡసͱͳり
·͢ɻ

透湿膜チューブ 
加湿ユニット 

スペーサー 
給水管 

減圧電磁弁 

安全弁 

減圧弁 
排水口 

給水用電磁弁 
排水用電磁弁 

ロスナイからの 
給気空気 加湿された 

吹出空気 
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制

　御

6 ྫྷஆಉ࣌ࣨ֎Ϣニッτ（̧̎ ）の場߹ɺ
ࣨ内Ϣニッτಉ༷ʹリϞίンͰࣗಈ
੾׵Մೳ ʁ͔

リϞίンͰʮࣗಈʯΛબ୒͢Ε͹ՄೳͰ͢ɻ ଞのࣨ内Ϣニッτͱάルーϓ
Խ͞Ε͍ͯΕ͹（ଐੑ̛ ̪）ɺ
ࣨ内ϢニッτのӡసϞーυͱ
ಉ͡ঢ়ଶͰӡస͞ΕΔ͜ͱʹ
ͳり·͢ɻ·ͨ֎ؾॲཧϢ
ニッτ୯ಠ（ଐੑ̞̘）の場߹
͸ɺ̢̖リϞίンͰʮࣗಈʯ
ʹઃఆ͓͚ͯ͠͹ɺ֎ؾԹ
౓ͱ໨ඪԹ౓͔Βྫྷ๪ɺஆ
๪ΛܾΊӡస͠·͢ɻ

7 Ճ೤セʵϒՃ࣪ͱ͸ʁ Թ౓͕ൺֱత高͍場߹のՃ࣪ա多΍ɺ本機のΈͰࣨԹ͕上ؾ֎
ঢͯ͠͠·͏͜ͱ͕૝ఆ͞ΕΔ場߹のରԠ༻Ͱ͢ɻ…
直๲ίイルの༰ྔ੍ޚΛߦ Ϩ͏ンδΛม͍͑ͯ·͢ɻ
…

ઃఆԹ౓ͱ
֎気Թ౓のࠩ ௨ৗ࣌ Ճ೤セーϒ

Ճ࣪࣌

4ʻ9　　
100ˋӡస

100ˋӡస

2ʻ9ʽ4 50ˋӡస

1ʻ9ʽ2 50ˋӡస
25ˋӡస

0ʻ9ʽ1 25ˋӡస

　　9ʽ0 αーϞ0FF αーϞ0FF

…
…
…
…
͜のΑ͏ͳ事৅͕૝ఆ͞Εͳ͍場߹͸ɺ͜のϞ υɻʹઃఆ͢Δඞ
ཁ͸͋り·ͤΜɻ

8 ޚॲཧϢニッτの吹ग़͠Թ౓੍ؾ֎
͕Ͱ͖ͳ͍ཧ༝͸ʁ

吹ग़͠Թ౓੍ޚΛ͢Δʹ͸ɺؾڅ空ؾԹ౓Λݕ஌͢Δ૷ஔͱͦの
৘ใΛجʹྫྷഔྲྀྔΛ੍͢ޚΔඞཁ͕͋り·͢ɻ本機͸ౙقのՃ
࣪ྔ֬อΛओ໨తͱ͠ ͨ੡඼Ͱ͢ɻ͜の؍఺͔Βࣨ内のঢ়گʹԠ
ͯ͡ஆ๪ೳྗ（Ճ࣪ೳྗ）ΛมԽͤͨ͞場߹ɺՃ͕࣪ෆ଍͢Δ
͜ͱ͕͋り·͢（ඞཁՃ࣪ྔ͸֎ؾʹࣨ内空ؾͱಉྔのઈର࣪౓
Λ࣋ͨͤΔͨΊのՃ࣪ྔͰ͔͢Β֎ؾԹ౓ɺઈର࣪౓ʹґଘ͠·
͢）ɻ͜のΑ͏ͳঢ়گΛճආ͢ΔͨΊʹࣨ内のঢ়گΑり΋֎ؾの
ঢ়گΛॏͯ͠ࢹɺྫྷഔྲྀྔΛ੍͢ޚΔ༷࢓ͱ͠ ͍ͯ·͢ɻ

9 ˆɺઃఆԹ౓Λ18࣌ޚԹ౓੍ؾ֎
Ҏ下ʹઃఆͰ͖ͳ͍ ʁ͔

Ͱ͖·ͤΜɻ

10 24 ͼφイτパーٴӡస中ؾ׵ؒ࣌
δӡస中ʹՃ࣪͸͢Δの ʁ͔

ͼྫྷٴͼφイτパーδӡస中͸Ճ࣪ӡసٴӡస中ؾ׵24࣌ؒ
๪ɾஆ๪ӡసΛ͠·ͤΜɻ

11 ஆ๪Ϟーυɾྫྷ๪ϞーυͰのӡస͸
෩ྔʹݶΒͣՄೳ ʁ͔

ඍऑ෩ྔの場߹͸ɺ೤ަ׵器อޢのͨΊஆ๪Ϟーυɾྫྷ๪Ϟー
υͰ΋αーϞ0FFͱͳり·͢ɻ

12 আՃ࣪༏ઌ੍࣌ޚɺআ࣪ӡస͸֎ؾ
Կˆ·ͰՄೳ ʁ͔

আՃ࣪༏ઌ੍࣌ޚのআ࣪ӡస͸֎25ؾˆ·ͰՄೳͰ͢ɻ

13 ࣨ内Ϣニッτ࿈ಈの֎ؾॲཧϢニッ
τ（ଐੑ F6）ʹM&リϞίン·ͨ
͸M"スϚーτリϞίンΛ઀ଓͯ͠ɺ
ࣨ内Ϣニッτఀؾ֎ʹ࣌ࢭॲཧϢニッ
τ୯ಠのӡస͸Մೳ͔ 

ෆՄͰ͢ɻଐੑ F6ઃఆ࣌の֎ؾॲཧϢニッτʹ͸リϞίンΛ
઀ଓͰ͖·ͤΜɻ·ͨࣨ内Ϣニッτ͕ఀ͍ͯ͠ࢭΔͱ͖ɺࣨ内Ϣ
ニッτリϞίン͔Βૹ෩ӡస（ؾ׵୯ಠӡస）͸ૢ࡞Ͱ͖·͕͢ɺ
ஆ๪΍ྫྷ๪ӡస͸ૢ࡞Ͱ͖·ͤΜɻஆ๪ɺྫྷ ๪ӡస͸ࣨ内Ϣニッ
τ࿈ಈӡసのΈͰ͢ɻ
（ଐੑ *$࣌の઀ଓՄೳͳリϞίンʹ関ͯ͠͸ɺʮ1…システム઀ଓ
࣌の஫ҙ事߲（88ϖーδ）ʯΛࢀর͍ͩ͘͞ɻ）

14 ॲཧϢニッτͱϩスφイΛಉ一ؾ֎
άルーϓʹઃఆ͢Δ͜ͱ͸Մೳ ʁ͔

Ͱ͖·ͤΜɻ

15 $/32（ԕํ �खݩ੾׵）ͱ$/52
（ԕํ表ࣔ）のҧ͍͸ʁ

ԕํ �खݩ੾׵…खݩリϞίンͰのൃఀૢ࡞Λࢭېʹ͠·͢ɻ…
ԕํ表ࣔ…M੍ޚԕํ表ࣔΩッτΛ઀ଓ͢Δ͜ͱͰɺஆ๪ӡస
΍ྫྷ๪ӡసͳͲのঢ়ଶ৴߸Λऔりग़͢͜ͱ͕Ͱ͖·͢ɻ

16 -MΞダϓターΛ࢖༻ͯ͠-PO8PSLT
Ͱ֎ؾॲཧΛ੍͢ޚΔ場߹ɺ෩ྔ੾
Մೳ׵Ϟーυ͸੾ؾ׵ɺ׵ ʁ͔

෩ྔ੾׵͸ՄೳͰ͕͢ɺؾ׵Ϟーυ͸ෆՄͰ͢ɻ（ؾ׵Ϟーυ͸
ࣗಈݻఆͱͳり·͢ɻ）
-MΞダϓターʹΑΔ੍ޚ一ཡʹ͍ͭͯ͸ɺʮ⾣システムίンτ
ϩーϥーͱの機ೳൺֱ（68ϖーδ）ʯΛࢀর͍ئ·͢ɻ

17 ֎部৴߸Λड͚ͯɺ֎ؾॲཧϢニッ
τの෩ྔ੾ޚ੍׵͸Մೳ ʁ͔

$/16ᶃᶄ（ڧ෩ྔ）ɺᶃᶅ（ऑ෩ྔ）ɺᶃᶆ（ඍऑ෩ྔ）΁
の৴߸ೖྗʹΑり੍ޚͰ͖·͢ɻ
র͍ͯͩ͘͠͞ɻࢀʯΛ（43ϖーδ）ࢠ͸ɺʮ⾣ೖྗ୺ࡉৄ
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18 ֎部৴߸Λड͚ͯɺ֎ؾॲཧϢニッ
τのՃ࣪0/�0FF ͸Մೳޚ੍ ʁ͔

Ճ࣪Ϟーυ͕ʮࣗಈʯͰɺ͔ͭ484-10Λ0/ઃఆ͍ͯ͠Δ
ͱ͖ʹɺ$/25ᶃᶄ（ώϡーϛσΟスタッτ）΁の৴߸ೖྗʹΑ
りՃ࣪Λ0FF͢Δ͜ͱ͕Ͱ͖·͢ɻ（Ճ࣪ϞーυΛʮӡసʯ΍ʮఀ
（Δ͜ͱ͸Ͱ͖·ͤΜɻ͑׵ʯʹ੾りࢭ
͸ɺʮ⾣ώϡーϛσΟスタッτͳͲͱ઀ଓ͢Δ場߹（48ϖーࡉৄ
δ）ʯΛࢀর͍ͯͩ͘͠͞ɻ

19 ֎部৴߸Λड͚ͯɺ֎ؾॲཧϢニッ
τのԹௐ0/�0FF ͸Մೳޚ੍ ʁ͔

$/52ᶃᶇ（σϚンυೖྗ）΁の৴߸ೖྗʹΑりɺԹௐΛ0FF͢
Δ͜ͱ͕Ͱ͖·͢ɻ（Թௐ0FF͔ΒԹௐ0/΁のૢ࡞͸Ͱ͖·ͤΜɻ）
রͯ͠ࢀ͸ɺʮ⾣ԕํ表ࣔ༻Ξダϓター（48ϖーδ）ʯΛࡉৄ
͍ͩ͘͞ɻ

20 (-150 Ͱ 50 台Ҏ上੍͢ޚΔ場߹ɺ
֦ுίンτϩーϥー͕ඞཁ͕ͩɺリϞί
ンの台਺͕֦ுίンτϩーϥーのڅ電
ೳྗΛ௒͑Δ場߹Ͳ͏͢Ε͹Α͍ ʁ͔

Δ͜ͱ͕͢ڧ電ೳྗΛ૿څ電֦ுϢニッτΛ௥Ճ͢Δ͜ͱͰɺڅ
Ͱ͖·͢ɻ
ࢀ電のํ๏（97ϖーδ）ʯΛڅ⾣電Ϣニッτબఆํ๏͸ɺʮڅ
র͍ͯͩ͘͠͞ɻ

21 खݩリϞίン（M"スϚーτリϞίンɼ
M&リϞίン）ͳ͠のシステム（上
Ґ4$のΈ઀ଓͯ͠֎ؾॲཧϢニッ
τΛૢ͢࡞Δ場߹）Ͱ΋0"Թ౓੍
͸ՄೳޚɼআՃ࣪༏ઌ੍ޚ ʁ͔

ՄೳͰ͢ɻखݩリϞίンの༗ແʹ関܎ͳ͘ɺ੍ޚタイϓΛઃఆ
Ͱ͖·͢ɻ

22 ࿈ಈ関܎ʹ͋Δࣨ内Ϣニッτ͕全ͯఀࢭ
中ʹɺࣨ内Ϣニッτ઀ଓのM"スϚーτリ
Ϟίン（M&リϞίン）͔Βؾ׵ӡసૢ࡞
ॲཧϢニッτのΈӡసͤ͞Δ場ؾ֎ͯ͠
߹͸ɺӡసϞーυ͸ԿͰಈ͢࡞Δの ʁ͔

ૹ෩ϞーυͰӡస͠·͢ɻৄࡉ͸ɺʮ⾣ଐੑ F6࣌のӡసϞーυ
ʹ͍ͭͯ（29ϖーδ）ʯΛࢀর͍ͩ͘͞ɻ

23 ଐੑ *$Ͱӡస中の֎ؾॲཧϢニッτ
͸ɺM&リϞίン内ଂのԹ౓センαー
ͰԹௐ੍ޚՄೳ ʁ͔

Թௐ੍ޚ͸֎ؾԹ౓ͱ直๲ίイル通ա前のԹ౓Ͱ͍ͯͬߦΔͨ
ΊɺリϞίン内ଂԹ౓センαーͰのԹௐ੍ޚ͸Ͱ͖·ͤΜɻ

24 ࣨ֎Ϣニッτの5#7୺ࢠ（ू中؅ཧ）
ॲཧϢニッτ઀ଓՄೳ͔ɻؾ֎ʹ

Ͱ͖·ͤΜɻ֎ؾॲཧϢニッτ͸5#3ʹ઀ଓ͍ͯͩ͘͠͞ɻ
ɾ工事ϚニϡΞルΛܭ͸ɺフリーϓϥンシステム…システムઃࡉৄ
র͍ͩ͘͞ɻࢀ

25 Ճ࣪ҟৗݕ஌のシーέンス͸ʁ 10ඵؒਫΛݕ஌ͨ͠ͱ͖ʹՃ࣪器電࣓หΛ0FF͠·͢ɻ
͞Βʹɺ12෼ؒ࿈ଓͰਫΛݕ஌ͨ͠ͱ͖ɺՃ࣪ҟৗ（ҟৗίー
υɿ2600）ͱͳり·͢ɻ

26 リϞίンҎ֎Ͱ෩ྔのௐઅ͸Մೳ ʁ͔ $/16ᶃᶄ（ڧ෩ྔ）ɺᶃᶅ（ऑ෩ྔ）ɺᶃᶆ（ඍऑ෩ྔ）΁
の৴߸ೖྗʹΑり੍ޚͰ͖·͢ɻ
র͍ͩ͘͞ɻࢀʯ（43ϖーδ）ࢠ͸ɺʮ⾣ೖྗ୺ࡉৄ

27 ਫݕ஌センαーίωクタ͸ͣΕҟৗ
中͸ྫྷ๪࣌΋αーϞ0FFͱͳΔ ʁ͔

αーϞ0FF͠·͢ɻ

28 ॲཧϢニッτͱスリム༻ࣨ֎Ϣؾ֎
ニッτɺ·ͨϋ΢δンά༻ࣨ֎Ϣニッ
τͱ電ؾతʹ઀ଓՄೳ ʁ͔

Ͱ͖·ͤΜɻ֎ؾॲཧϢニッτ͸Ϛルνࣨ֎ϢニッτのΈの઀ଓ
ͱͳり·͢ɻ

29 483-9（ྫྷ๪ɺૹ෩࣌のՃ࣪ઃఆ）
͸ଐੑ F6࣌Ͱ΋༗ޮ ʁ͔
༗ޮͳ場߹のՃ࣪0FF࣌条݅͸ʁ

ଐੑ F6Ͱ΋༗ޮͰ͢ɻՃ࣪0FF条݅͸ɺʮ5…Ճ੍࣪35）ޚ
ʙ39ϖーδ）ʯΛࢀর͍ͩ͘͞ɻ

30 Թௐ 0/�0FF の൑ఆʹ༻͍ΔԹ౓
Λࣨ内Թ౓ʹมߋՄೳ ʁ͔

Δ੡඼Ͱ͸͋͢ޚॲཧϢニッτ͸ࣨ内Թ౓ʹΑͬͯԹௐΛ੍ؾ֎
り·ͤΜのͰɺมߋෆՄͰ͢ɻ

31 ࣨ内のԹ౓ࢹ؂͸Ͳ͜Ͱ͍ͯ͠Δ ʁ͔ 本ମ内のࣨ内空ޱࠐٵؾʹ͋ΔԹ౓センαーͰݕ஌͍ͯ͠·͢ɻ

32 ࣨ内Ϣニッτ2台ͱ࿈ಈ͍ͯ͠Δ֎
（࣌ޚԹ౓੍ؾ֎）ॲཧϢニッτؾ
のઃఆԹ౓͸ԿˆʹͳΔ ʁ͔

ࣨ内Ϣニッτஆ๪ӡస࣌ɺઃఆԹ౓͸֎ؾॲཧϢニッτ੍جޚ板
上の%*1-48ઃఆʹΑり·͢ɻ
ࣨ内Ϣニッτྫྷ๪ӡస࣌ɺઃఆԹ౓͸࿈ಈ͍ͯ͠Δࣨ内Ϣニッτ
2台のઃఆԹ౓ฏۉ஋ʹͳり·͢ɻ
ࣨ内Ϣニッτ͕別ʑ（ஆ๪ͱྫྷ๪）Ͱӡస͍ͯ͠Δ場߹͸ɺஆ
๪ӡస͕༏ઌ͞Ε·͢ɻ
͸ɺʮ⾣ଐੑࡉৄ F6࣌のӡసϞーυʹ͍ͭͯ（29ϖーδ）ʯ
Λࢀর͍ͯͩ͘͠͞ɻ

33 ࣨ内Ϣニッτʹ઀ଓ͞Ε͍ͯΔM"
リϞίンɺ·ͨ͸M&リϞίン͔Β
ઃఆՄೳͳ֎ؾॲཧの機ೳ͸ʁ

ʮ˙खݩリϞίンɾシステムίンτϩーϥー機ೳ一ཡ（֎ؾॲཧ
Ϣニッτଐੑ F6ઃఆ࣌）（68ϖーδ））ʯΛࢀর͍ͩ͘͞ɻ
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34 ॲཧϢニッτ̎ؾ֎ 台ʹର͠ɺώϡー
ϛσΟスタッτ̍ 台Ͱແ電ѹ઀఺Λฒ
ྻʹ઀ଓͯ͠Α͍ ʁ͔

ෆՄͰ͢ɻ֎ؾॲཧϢニッτ̍ 台ʹର͠ɺඞͣώϡーϛσΟスタッ
τ̍ 台（̍઀఺）Ͱ࢖༻͢ΔΑ͏ʹ͍ͯͩ͘͠͞ɻ

35 ॲཧϢニッτのঢ়ଶͰϞニタͰؾ֎
͖Δ内༰͸ʁ

M੍ޚԕํ表ࣔΩッτ࢖༻࣌ʹɺʮӡసʯɾʮҟৗ·ͨ͸ී通ؾ׵ʯɾ
ʮྫྷ๪ʯɾʮஆ๪ʯɾʮ4"フΝンӡస·ͨ͸αーϞ0/ӡసʯの
ঢ়ଶΛϞニタ͢Δ͜ͱ͕ՄೳͰ͢ɻৄࡉ͸ɺʮ3…ӡసϞーυ（29
ϖーδ）ʯΛࢀর͍ͩ͘͞ɻ

36 ࣨ֎Ϣニッτɿআૼӡస࣌ʹ֎ؾॲ
ཧϢニッτ͸ؾڅフΝンΛఀ͍ͯ͠ࢭ
Δ͕ɺղআͰ͖ͳ͍ ʁ͔

ྫྷ෩吹͖ग़͠Λ๷͍ͯ͠ࢭΔͨΊɺղআͰ͖·ͤΜɻ
·ͨഉؾフΝン͸ɺؾڅフΝン͕ఀ͍ͯ͠ࢭΔ場߹のಈ࡞（ӡస
ૹ෩༺ؾ͸ɺʮ⾣ഉࡉৄ）Λબ୒͢Δ͜ͱ͕ՄೳͰ͢ɻ（ࢭఀ�
機ӡసઃఆʤ1ʥʤ2ʥ（62ϖーδ）ʯΛࢀর͍ͯͩ͘͠͞ɻ）

37 通ৗӡస࣌ʹؾڅフΝンఀࢭͱͳΔཁ
Ҽ͸Կ ʁ͔

˔আૼӡస࣌
Թ౓ʽɻؾ֎）地ؒܽӡస࣌ྫྷפ˔ 10ˆ）
˔高࣪౓ؒܽӡస࣌
　ͳͲͰ͸一࣌తʹؾڅフΝン͕ఀ͠ࢭ·͢ɻ

38 1"3-32M"の機ೳ͸1"3-
24M"
30M"
31M"ͱಉ౳ ʁ͔

機ೳ͸ಉ౳Ͱ͸͋り·ͤΜɻ下ه機ೳ͕௥Ճ͞Ε͓ͯり·͢ɻ…
ؾ׵׵Ϟーυ（೤ަؾ׵˔ �ී通ؾ׵ �ࣗಈؾ׵）のઃఆ
˔Ճ࣪（ӡస ࢭఀ� �ࣗಈ）のઃఆ
˔24IS ɺφイτパーδӡసؾ׵

39 1"3-32M"͔Βී通࡞ૢؾ׵ɺ·
ͨՃ࣪ૢ࡞Մೳ ʁ͔

ͲͪΒ΋ૢ࡞ՄೳͰ͢ɻ

40 ࣨԹݕ஌センαーΛ本ମͰ͸ͳ͘ɺ
リϞίンଆʹઃఆՄೳ ʁ͔

Ͱ͖·ͤΜɻ

41 ઔίؾ׵ॲཧϢニッτʹଞ社੡ؾ֎
ンτϩーϥーΛ઀ଓͯ͠ɺ෩ྔ੍ޚ
·ͨ͸ൃఀՄೳ ʁ͔

෩ྔ੍ޚ͸ՄೳͰ͢ɻ$/16ʹ઀ଓ͍ͯͩ͘͠͞ɻ
͸ɺ$/32（ԕํ࡞ૢఀൃ �खݩೖྗ）΁઀ଓ͢Δ͜ͱͰɺൃ
リϞίン·ͨ͸(-150ͳͲのݩՄೳͱͳり·͕͢ɺख͕࡞ૢఀ
システムリϞίン͔Βのૢ͕࡞Ͱ͖ͳ͘ͳり·͢ɻ
（઀ଓํ๏͸ɺʮ⾣ೖྗ୺ࢠ（43ϖーδ）ʯΛࢀর͍ͯͩ͘͠͞ɻ）

42 ࣨ内Ϣニッτͱの࿈ಈઃఆ࣌ɺM&リϞί
ンʹʮ88ʯ͕表ࣔ͞Εͯ࿈ಈઃఆͰ͖
ͳ͍ɻݪҼ͸ͲΜͳ͜ͱ͕͑ߟΒΕΔ ʁ͔

ΞυϨスઃఆϛスɺଐੑ F6（483-1…0FF）ʹͳ͍ͬͯͳ͍ɺ
M&リϞίン͕࿈ಈઃఆϞーυʹͳ͍ͬͯͳ͍ɺ఻ૹઢ઀ଓϛス
ͳͲ͕͑ߟΒΕ·͢ɻ

43 1"3-32M"ɼM&リϞίンҎ֎のリ
Ϟίン͸࢖༻Մೳ ʁ͔

1"3-32M"ɼM&リϞίンҎ֎͸࢖༻Ͱ͖·ͤΜɻ

44 1"3-32M" の機ೳઃఆͱɺ本ମ %*1-
48のઃఆ͸ͲͪΒ͕༏ઌ͞ΕΔ ʁ͔

1"3-32M"͔Βのઃఆ͕༏ઌ͞Ε·͢ɻ

45 ౙʹྫྷ๪͍ͯͨ͠場߹ɺφイτパー
δӡస͢Δ ʁ͔
·ͨͦの場߹ɺ"M6࣌·Ͱӡస͢
Δの ʁ͔

ౙͰ΋条͕݅੒ཱ͢Ε͹ɺφイτパーδӡస͠·͢ɻ条݅ʹͭ
͍ͯ͸ɺʮ10…φイτパーδ（49ϖーδ）ʯΛࢀর͍ͯͩ͘͠͞ɻ

46 ࣨ֎ϢニッτʹϚルν4シリーズの
ࣨ֎ϢニッτΛ࢖༻ͨ͠場߹ɺ࢖༻ෆ
ՄͱͳΔ੍ޚ͸ʁ
·ͨɺφイτパーδ �24IS ؾ׵ �
ඍऑ…機ೳ͸࢖༻Մೳ ʁ͔

আՃ࣪༏ઌ੍࢖͕ޚ༻ෆՄͱͳり·͢ɻৄࡉ͸ɺʮ1…੍ޚタイϓ
（29ϖーδ）ʯΛࢀর͍ͯͩ͘͠͞ɻ
·ͨɺφイτパーδ �24IS ؾ׵ � ඍऑ͸ɺ0"Թ౓੍ޚɼআՃ
࣪༏ઌ੍ޚのڞ通༷࢓ͳのͰɺ࢖༻ՄೳͰ͢ɻ

47 ඍऑ෩ྔ࣌ɺՃ࣪0/͢Δ ʁ͔ 0/͠·͢ɻ（ͨͩ͠ɺ24IS ӡస中͸Ճ࣪ӡస͠·ͤΜɻ）

48 ࣨ内Ϣニッτ1台ͱ࿈ಈͰ͖Δ֎ؾ
ॲཧϢニッτ（ଐੑ F6）͸Կ台 ʁ͔

1台Ͱ͢ɻ
·ͨɺଐੑ F6の֎ؾॲཧϢニッτͱ࿈ಈઃఆՄೳͳࣨ内Ϣニッ
τ͸࠷大16台ͱͳり·͢ɻ

49 ॲཧϢニッτ̫ؾ֎ 2台ΛM"スϚー
τリϞίンʷ1台Ͱૢͭͭ͠࡞ɺ֎
ॲཧϢニッτの̍台͚ͩΛԕํ੍ؾ
ɺՄೳ͕͍ͨ͠ޚ ʁ͔

ෆՄͰ͢ɻ֎ؾॲཧϢニッτ̫ 2台͸M"スϚーτリϞίンʹΑͬ
ͯಉ一άルーϓʹͳΔͨΊɺ1台ʹԕํ੍ͨ͠ޚ場߹ɺ2台ͱ
΋ಉ͡ಈ࡞Λ͠·͢ɻ

施

　工

1 Ճ࣪څਫ഑ࢪ؅工ʹͯഉਫหɺαー
ビスหΛ࢖༻͢Δཧ༝͸ʁ

の੾りคͳͲΛચ͍ྲྀͨ͢Ίʹ഑؅్中ʹഉࡍਫ഑؅工事のڅ
ਫหΛઃ͚Δඞཁ͕͋り·͢ɻ

ਫ഑؅内Λ͖Ε͍ʹચ͍څ
ྲྀ͢͜ͱ͕Ͱ͖Ε͹όルϒ
（ഉਫหɺαービスห）Λ
ͤ·ઃஔ͢Δඞཁ͸͋りݸ̎
Μɻચ͍ྲྀ͕͠ෆे෼ͳ場
߹͸ݮѹ電࣓หのނো΍Ճ
࣪ΤϨϝンτの機ೳ௿下のݪ
Ҽʹͳり·͢ɻ
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1 Χタϩά空ؾ条݅Ͱのྫྷ๪࣌ɺ೤ަ
഑؅Թ౓͸ԿˆʹͳΔ ʁ͔

ྫྷഔ੍ޚ༻のӷ഑؅αーϛスタҐஔͰ͸ɺ͓͓Αͦ6ʙ8ˆɻ
ӷ഑؅ଆフϨΞ઀ଓ部Ͱ͸ɺ͓͓Αͦ
Ψス؅フϨΞ部ɿ13ʙ14ˆ
ӷ؅フϨΞ部ɿ19ʙ21ˆ
ͱͳり·͢ɻ

ฐ社ඪ४ྫྷ๪ೳྗ݁ݧࢼՌ
ʹΑΔ
ඪ४ྫྷ๪ೳྗଌఆ࣌の
空ؾ条݅͸
ࣨ内ଆ　̙̗ 35ˆɼ̬ ̗24ˆ
ࣨ֎ଆ　̙̗ 27ˆɼ̬ ̗19ˆ

2 -()-��3%F6のྫྷ๪࣌のݦ೤ൺ͸ʁ Χタϩά空ؾ条݅࣌のݦ೤ൺ（̨̝ ）̛ʹ0�60 　

3 ྫྷ๪࣌ʹൃ生͢Δॖڽਫྔ͸ʁ Χタϩά空ؾ条݅Ͱɺ͓͓Αͦ
�ɿ…3Ὑ…ܗ50 ɼ̷80 �ɿ…4Ὑ…ܗ ɼ̷100ܗɿ5Ὑ�̷のॖڽਫ͕
ൃ生͠·͢ɻ

4 ϩスφイΤϨϝンτݻఆ部Ґ͔Βの
空ؾの࿙Ε཰͸ʁ

࿙Εʹ関ͯ͠͸ɺ+*4…#…8628�2003の༗ޮྔؾ׵Ͱنఆ͞
Ε͓ͯりɺฐ社ߏ଄͸+*4 ྔؾ׵ఆ͞Ε͍ͯΔ༗ޮنͰ֨ن
90ˋҎ上Λຬ଍͍ͯ͠·͢ɻ

5 ࣨ֎Ϣニッτ΁のࣨ内Ϣニッτ઀ଓ
༰ྔ͕多͘ͳΔͱɺӷ഑؅Թ౓͸Ͳ
͏ͳΔの ʁ͔

઀ଓ༰ྔ͕多͘ͳΔͱ഑؅Թ౓͸高͘ͳΔ޲܏ʹͳり·͕͢ɺ઀
ଓ༰ྔ͕100ˋҎ内Ͱ͋Ε͹΄ͱΜͲมΘり·ͤΜɻ

઀ଓ༰ྔ͕௿͍ͱ഑؅Թ౓
͸下͕Δ޲܏ͱͳΔɻ
·ͨɺ઀ଓ༰ྔ͕高͍場߹Ͱ
΋ӡస台਺（αーϞ0/）͕
1台のΈの場߹ɺ഑؅Թ౓
͸下͕Δ޲܏ͱͳり·͢ɻӡ
స台਺͕1台のΈͰ͋ͬͯ
΋഑؅Թ౓͸下͕り·͢ɻ

6 ණ஝೤タイϓ（シテΟϚルν…*$&…
:,1…&$0）のࣨ֎ϢニッτΛ࢖༻
͢Δ場߹の੍໿条݅͸ʁ

ණ஝೤中͸ɺ֎ؾॲཧϢニッτ͸ӡసͰ͖·ͤΜɻ

7 ॲཧϢニッτ͚ͩͰのシステムؾ֎
 ங͸ߏ
ࣨ֎Ϣニッτの઀ଓ༰ྔൺΛ100ˋ
Ҏ下ʹ͢Δཧ༝͸ʁ

ౙقɺࣨ内Ϣニッτ͸ࣨԹ੍ޚͰӡస͍ͯ͠·͢のͰɺৗ࣌ஆ๪
ӡస͍ͯ͠Δ༁Ͱ͸͋り·ͤΜɻ͔͠͠ɺ֎ؾॲཧϢニッτ͸֎ؾ
Թ౓੍ޚのͨΊৗ࣌100ˋӡస͠·͢ɻ͕ͨͬͯ͠ɺ֎ؾॲཧϢ
ニッτの୯ಠシステムߏஙΛ͞ΕΔ場߹͸ɺࣨ֎Ϣニッτͱの઀ଓ
༰ྔൺΛ100ˋҎ下Ͱ࢖༻͍ͯͩ͘͠͞ɻ

8 吹ग़͠Թ౓͕௿͍͘פɻՃ͕࣪ޮ͍
͍ͯͳ͍の͸Կނ ʁ͔

直๲ίイルのαʵϞ̛̤ ̛͕ ͯ͘͠ࢼ๏ΛํهΒΕ·͢ɻ下͑ߟ
͍ͩ͞ɻ
ᶃଐੑ̞̘の場߹ɿリϞίンઃఆԹ౓Λ上͍͛ͯͩ͘͞ɻ
ᶄଐੑ̛ ̪の場߹ɿ本ମճ࿏σΟッϓ̨̬Ͱஆ๪ఀࢭԹ౓ઃఆΛ
上͍͛ͯͩ͘͞ɻ

上هᶃᶄΛͯͬߦ΋ճ෮͠ͳ͍場߹͸
ᶅ本ମճ࿏σΟッϓ̨̬1-3Λ̤̣ ʹ͍ͯͩ͘͠͞ɻ（-()-
��3%F5シリーズ͔ΒରԠ）

（直๲ίイルのԹௐ੍ิޚਖ਼஋ʹ֎ؾԹ౓�7ˆ工場ग़ՙ࣌͸֎
（Թ౓�11ˆʹઃఆ͞Ε͍ͯ·͢ɻؾ

9 Ճ࣪器の๞࿨ޮ཰͸ʁ -()-503%F6ɿ54�
-()-803%F6ɿ50�
-()-1003%F6ɿ54�

（ ）
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三菱
※「ロスナイ」は三菱電機の登録商標です。

G23-020 この印刷物は、2011年9月の発行です。なお、お断りなしに仕様を変更することがありますのでご了承ください。 2011年9月作成

お問い合わせは下記へどうぞ。

中津川製作所 〒508-8666　　　　　　　岐阜県中津川市駒場町1-3専用郵便番号

三菱電機住環境システムズ㈱　北海道支社………… 〒004-8610 札幌市厚別区大谷地東2-1-11……………………………（011）893-1342 （直通）
三菱電機住環境システムズ㈱　東北支社…………… 〒983-0045 仙台市宮城野区宮城野1-12-1（仙台MMビル3F）………（022）742-3020 （直通）
三菱電機住環境システムズ㈱　東京支社…………… 〒110-0015 東京都台東区東上野4-10-3（浅野ビル）………………（03）3847-4337 （直通）
三菱電機住環境システムズ㈱　中部支社…………… 〒461-0040 名古屋市東区矢田2-15-47… ……………………………（052）725-2045 （直通）
三菱電機住環境システムズ㈱　北陸統括支店……… 〒920-0811 金沢市小坂町西81…………………………………………（076）252-9935 （直通）
三菱電機住環境システムズ㈱　関西支社…………… 〒564-0063 吹田市江坂町2-7-8…………………………………………（06）6310-5060 （直通）
三菱電機住環境システムズ㈱　中四国支社………… 〒733-8666 広島市西区商工センター6-2-17…………………………（082）278-7001 （直通）
三菱電機住環境システムズ㈱　四国営業本部……… 〒761-1705 高松市香川町川東下717-1（新空港通り）……………（087）879-1066 （直通）
三菱電機住環境システムズ㈱　九州支社…………… 〒812-0888 福岡市博多区板付4-6-35…………………………………（092）571-7014 （直通）
沖縄三菱電機販売㈱…………………………………… 〒901-2223 沖縄県宜野湾市大山7-12-1………………………………（098）898-1111 （代表）

機器事業部機器営業第一部…………………………… 〒100-8310 東京都千代田区丸の内2-7-3（東京ビル）…………………（03）3218-6650 （直通）
北海道支社……………………………………………… 〒060-8693 札幌市中央区北二条西4-1（北海道ビル）…………………（011）212-3792 （直通）
東北支社………………………………………………… 〒980-0011 仙台市青葉区上杉1-17-7（仙台上杉ビル）……………（022）216-4559 （直通）
北陸支社………………………………………………… 〒920-0031 金沢市広岡3-1-1（金沢パークビル）… ………………（076）233-5501 （直通）
中部支社………………………………………………… 〒450-8522 名古屋市中村区名駅3-28-12（大名古屋ビル）………（052）565-3345 （直通）
関西支社………………………………………………… 〒530-8206 大阪市北区堂島2-2-2（近鉄堂島ビル）… ……………（06）6347-2886 （直通）
中国支社………………………………………………… 〒730-8657 広島市中区中町7-32（ニッセイ広島ビル）……………（082）248-5345 （直通）
四国支社………………………………………………… 〒760-8654 高松市寿町1-1-8（日本生命高松駅前ビル）… ………（087）825-0072 （直通）
九州支社………………………………………………… 〒810-8686 福岡市中央区天神2-12-1（天神ビル）…………………（092）721-2243 （直通）

換気送風機技術相談センター
〈全国〉☎（0573）66-8220　　フリーダイヤル  0120-726471　　〒508-8666　岐阜県中津川市駒場町1-3
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